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　世の中にはごくまれに、人ならざるモノが視みえる人がいる。

　私──結ゆい野の束たばねも、その〝ごくまれに〟に当てはまるうちのひとりだ。

　視えるものは幽ゆう霊れい。いわゆる、霊視や霊感といったもの。

　幽霊といってもピンからキリまであって、うっすらと透すけていて足がないものもいれば、輪りん郭かくがくっきりしていて生きている人たちと変わらないもの。さらには意思があってはっきりと喋しやべるものまで。本当にさまざまな幽霊が存在する。

　どうして違ちがいがあるのか。それは私にもわからない。でも、未練が強いとか、そういったなにかしらの理由があるのだろうと自分なりに結論づけていた。

　もちろん、私が通う高校にも幽霊は存在する。




『子こ猫ねこちゃん、今日のお弁当はなんだい？』

『ミィー』

『あ、今日はエビフライが入ってる』

　中庭のベンチでお弁当箱を広げているところにやってきたのは、幽霊のなかでも積極的に絡からんでくるひとりと一いつ匹ぴきだった。

　自分が食べるわけでもないのに、お弁当箱を覗のぞきこみながら嬉うれしそうに話すのは人型幽霊のセイゴだ。イケメンと断言できる容姿を持っているのに中身がなんとも残念というチャラ男である。写真でしか見たことがない旧型の制服をゆるく着こなしたこの学園の元生徒で、受験の迫せまった最終学年の十二月に交通事故に巻き込まれて亡なくなったらしい。だけど、あまりに軽い口調で言われたためにそれが事実かどうか少し疑っていたりする。

　ベンチにあがって私のとなりでクワァっと口を開けてから丸くなったのは黒色の猫幽霊、ミィちゃんだ。セイゴ曰いわく、面めん倒どうくさがりの彼の親友が鳴き声をそのまま名前にしてしまったらしい。身体からだが子猫並みに小さいのは、幼いころに衰すい弱じやく死ししてしまったせいだそうだ。セイゴが死因を知っているのなら、ミィちゃんは彼の時代になにかあった猫なのかもしれない。

　ちなみに、セイゴが子猫ちゃんと呼ぶのはミィちゃんのことではなく私のことである。

　どうしてそう呼ぶのかはわからないけど態度を見るかぎり、からかいの一種だろうと思っている。

　高校に入学してから早一年ちょっと。幼なじみに彼氏ができたり、少しだけ環かん境きようの変化があっても、視える幽霊たちとの関係もそこまで変わることなく日々過ごしていた。

　──卒業までそう大きくこの日常が変わるわけがない。

　心の奥底では、そんな風に思っていたのだけど。




「束ちゃん……」

　セイゴの言葉を無視して黙もく々もくとお弁当を食べていたら突とつ然ぜん、聞き慣れた声がした。

　声にひかれるように振ふり向くと、視線の先には幼なじみであり親友の花はな川かわ寧ね々ねがいた。

　今日の昼は彼氏の緑みどり間ま廉れんくんと一いつ緒しよに食べると言っていたはずだ。

　それなのにどうしてここに？

　よく見れば、彼女の瞳ひとみはいまにも涙なみだが溢あふれそうなくらいに潤うるんでいた。

　いったいなにがあったというのだろうか。

「ちょ、寧々、どうしたの？」

「束ちゃんっ……！」

　邪じや魔まにならないよう軽く蓋ふたをしてお弁当箱をベンチの上に置いて立ち上がると、寧々は真っ先に私に抱だきついてきた。

「廉くんが……別れようって……」

　彼女がなんて言ったのか、すぐには理解できなかった。

　──寧々と緑間くんが別れる？

　肩かた口ぐちに顔を埋うずめた寧々が声にならない声をあげて泣き出した。ハッとして、私はなだめるためにゆっくりと彼女の背に腕うでを回した。

　なんで──その言葉しか、頭には浮うかばなかった。

　別れる気配なんて全然しなかった。いつも仲なか睦むつまじくて、お互たがいに好きなんだなっていうのが見て取れるぐらいだった。

　それなのにどうして急に……？

　寧々になんて声をかけたらいいのかわからず、私はただただ彼女の背をさすることしかできなかった。




　授業に出ると言ってきかなかった寧々をどうにか説得して保健室に送り届けた私は、午後の授業に出るために教室へと向かっていた。

　寧々は大だい丈じよう夫ぶと何度も言っていたけれど、涙で腫はれてしまったまぶたや精神状じよう態たいを考えると、さすがにそのまま授業というわけにはいかないだろう。

『子猫ちゃん、眉み間けんにしわが寄ってる』

　ひっそりとついてきていたセイゴに指し摘てきされたけれど、私は気にすることなく歩みを進める。

　教室まであと少し。というところで、ふと誰だれかとすれ違ったような気がして私は勢いよく振り返った。視界に入ったうしろ姿に私は慌あわてて声をあげる。

「緑間くん！」

　呼び声に反応して足を止めて振り返った緑間くんの表情に私はぎょっとする。

「ああ、結野か……」

　緑間くんはひどくつらそうな表情をしていた。それは、どう見ても自分から別れを切り出したとは思えない感じだった。

　かける言葉が見つからないでいると、緑間くんは虚うつろに私を見て口を開く。

「結野、悪い。あとは頼たのむ……」

　そう言って声をかけるまえに行ってしまった緑間くんの背を、私は啞あ然ぜんと見つめた。

「なにあれ」

『うーん、ちょっと前からどこか思い悩なやんでる感じはあったけど』

　首をかしげながらそう言ったセイゴに思わずキッと目線を送った。

　──なにか察してたのになんでいまのいままで言わなかったの!?

　はっきりとそう言いたくても、人が多く往来するこんな場所じゃ声にすら出せない。

　でも、セイゴは私が言いたいことを察したらしい。

『だって、ふたりでいるときはいつもどおりだったし、てっきり部活のことで悩んでるんだと思ってたんだよね』

　たしかにふたりのときの様子が普ふ通つうならこうなることは予測できないかもしれない。

　だけど、あまりにも唐とう突とつな出来事になにか裏があるのではと勘かんぐってしまう。

『そうだ。彼に頼めばいいんじゃないかな？』

　突然、思い出したように言ったセイゴに私は首をかしげた。

　──彼？　いったい誰のことだろうか？

　その答えはすぐにセイゴから返ってきた。

『恋れん愛あい相談のスペシャリストにね』

　いつも浮かべている笑えみを深めたセイゴに、私は眉間にしわを寄せた。




　五限目の授業に入ってからも一方的に説明を続けたセイゴの言葉を要約すると、学園にいるふたりのスクールカウンセラーのうちのひとり、人ひと見み日ひな生せ先生が恋愛相談のスペシャリストだというのだ。

　しかも、先生に相談すると一〇〇パーセントうまくいくらしい。

　ただ、うまくいくというのは必ず成じよう就じゆする、ということではなく、本人にとってよい結果が出る、という意味だそうだ。

　先生のことは入学式のときに一度だけ見たけれど、遠目でもはっきりとわかるぐらいすごく顔が整った人だなという印象だった。

　イケメンというよりは美人。中性的な顔立ちだと思う。それ以降は視界に入ったことはなかったし、訪ねたこともないので実際にどんな人なのか私は知らない。

　ただ、セイゴが言うには、性格は難ありらしい。

　どう難ありなのか。

　気になったので授業が終わってすぐ、クラスメイトの女子に声をかけてみると。

「人見先生？　見た目と中身のギャップがすごい」

「言葉に少しトゲがあるけど、親身に聞いてくれるよ」

　と言われた。なるほど。これは少し身構えて訪ねたほうがいいかもしれない。

　ついでに、

「結野さんも恋愛相談？　頑がん張ばってね」

　と、にこやかに応おう援えんまでされた。

　あきらかに勘かん違ちがいされてるけれど、まあいいかと私は笑って誤ご魔ま化かした。




　そんなわけで放課後。セイゴに誘ゆう導どうされるままに学園内にある大きい建物のひとつ、管理棟とうの二階に向かったわけだけど。

　──ないわー、まじでないわー……。

　私は遠い目をしながらも、廊ろう下かの角から顔を出してその場所を覗のぞきこむ。

　──なんでカウンセラー室のまえに、大量に幽ゆう霊れいがいるわけ……。

　そもそも、隠かくれる必要はまったくないんだけれども。反射的に身体からだが動いてしまった。

　入学してこれまで来たことがなかった場所なだけに盲もう点てんだった。油断していたのもある。なにせ、学園内に幽霊がいると言っても、そのほとんどがたまに彷徨さまよっている程度なのだ。ここまで密集度が高い場所は私もいままでに見たことがない。

　どうりでセイゴが途と中ちゆうまでしかついてこなかったわけだ。なにが『用事があるから』だ。私だって、この状況を知ってたらここに来るのはきっと避さけていた。

　私は指を揉もみながらどうするかを考える。

　……視みるかぎり、悪い気配はしない。

　問題があるとすれば、ここにいる幽霊がほぼ人と変わらない、セイゴたちのようにはっきりとした幽霊だということ。そういった幽霊はだいたいが意思を持っていて喋しやべるのだ。面めん倒どうにもほどがある。

　意思持ちで喋る幽霊というのは鬱うつ陶とうしい上に非常にしつこい。セイゴがいい例だ。

　幽霊たちは散ることなく、まるで野次馬のようにカウンセラー室の前を陣じんどっている。通り抜ぬけられるとはいっても量が量なだけにどうしてもしり込みしてしまう。

　いくら幽霊を見慣れてるとはいえ、正直これは勘かん弁べんしてほしかった。

　この、厄やつ介かいとしか言えない状況に頭を抱かかえたくなるのは仕方がないと思う。恨うらめしくその場所を見ながら、私は下した唇くちびるを嚙かんだ。

　出来ることならこのまま帰りたい。激しく帰りたい。

　でも、ここまで来たからには意地でも行く。動くなら、なるべく早いほうがいいのだ。

　すべては可愛かわいい幼なじみのために。

「そんなところでなにをしている」

「っ！」

　予期していなかった背後からの呼びかけに驚おどろいて思わず前のめりになる。

　どうにか体勢を立て直して私は勢いよく振ふり返った。同時に「あ」と間抜けな声を出してしまったのは不ふ可か抗こう力りよくだと思う。

　なにせ、うしろにいたのが目的の人物だったのだから。

「ひ、人見先生……」

　先生は片手に書類を持って訝いぶかしげに私を見ていた。さすがに廊下の角から覗きこむようにしていれば怪あやしいと思われても仕方がないかもしれない。

　こうして先生を間近で見るのははじめてだけど、目測で一七〇センチちょっとの身長にさらさらで少し長めの黒くろ髪かみと色白で中性的な面おも立だちは物語に出てくるどこかの王子様のようだ。身につけている白衣と黒くろ革かわの手て袋ぶくろも先生によく似合っていた。

「二年の結野束だな。なにかあったのか？」

「ぇ、あ……」

　顔を見ただけで学年どころか名前すら間ま違ちがえることなく言われて私は戸と惑まどった。先生とはこれまで直接顔を合わせたことはなかったはずだ。

「なんで名前……」

「全生徒の名前と顔は大まかだが把は握あくしている」

　どうとでもないとばかりに言いきった先生だけど、この学園の生徒と言ったら八〇〇人ぐらいはいる。それを覚えられるというのは頭がいいどころの話ではない。

「それで、君はここでなにをしている」

　啞然としていたら先生に促うながされてしまい、私は慌てて言葉を探す。

「あ、えっと。人見先生に用があったんですけど……」

　まさか幽霊のせいでカウンセラー室に行けませんでしたとは言えない。

　先生はじっと私の姿を見たかと思うと、軽く首をかしげた。

「君も恋愛相談か？　必要そうには見えないが」

　言葉にトゲがあるどころか辛しん辣らつすぎた。

　たしかに恋こいはしてないけど、必要そうに見えないとか。面と向かって言わなくても。

　でも、気にしたところで先には進まない。ばっさりと言い切られたことにムッとしながらも、私はそれらの言葉を飲み込んだ。

「……相談したいのは私のことじゃなくて、幼なじみのことです」

　いつもより少し低めの声こわ色いろではっきりと告げると、さっきとは違う真しん剣けんな眼まな差ざしで私を見てきた。

　少しの間のあと、先生はなぜか納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「ふむ……確かにそのようだな」

「？」

　──いったいなにをもって確信したのだろう？

　先生の呟つぶやきに疑問を感じる。だけど、それを口にするまえに先生が言葉を続けた。

「しかし、それがここで立ち止まっていた理由にはならないが……まあいい。ついてきなさい」

　先生は私を追い越こすとまっすぐカウンセラー室に向かってしまった。

　私も先生を追おうとしたけれど、カウンセラー室のまえにいる幽霊たちが再び視界に入って思わず足がすくむ。

　だけど、次の瞬しゆん間かん。私は目のまえで起こった光景に大きく目を見開いた。

　先生が幽霊に近づいた途と端たん、まるで蜘蛛くもの子を散らすように幽霊たちが一いつ斉せいにどいた。基本的に幽霊が人を避さけることはしない。その必要がないからだ。

　ぽかんと口を開いてその光景を見ていたけれど、先生が鍵かぎを開ける音でハッとする。

　行くならいましかない。

　──女は度胸！

　そう自分に言い聞かせて、私は先生のあとを追った。
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　……あれ？

　幽霊たちを通り抜けて入った部屋はいたってまともで、どこか不可思議なところだった。

　さっきの光景がまるで噓うそのように、部屋にはまったく幽霊がいない。

　幽霊たちが先生を避けたことといい、なぜだろうと疑問ばかりが増える。

「扉とびらを閉めて空いてるところに座りなさい」

「あ、はいっ」

　先生の言葉に、私は慌あわてて扉を閉める。そのとき、足元にある盛り塩とおふだみたいなものが視界に入った。

　──なるほど。どうりで部屋のなかに幽霊がいないはずだ。おふだみたいなのはきっと護ご符ふだろう。

　出入り口に置いてある盛り塩も、扉のふちの下のほうに貼はり付けられた護符も、幽霊を寄せ付けないためのものだ。護符は私もまえに持っていたので形状は知っている。

　私が買ったやつはまったく役に立たなかったけれど、この護符は効果があるらしい。

　というか、これ、私も欲しい。

　ただ、盛り塩は湿しめり気を帯びて山が少し崩くずれているし、護符も端はし々ばしが微かすかに切れていた。消しよう耗もうしている感じがありありと出ている。一いち抹まつの不安がよぎった。

　ここは魔ま除よけがあからさまに消耗するほど、幽霊が集まるような場所なのだろうか？

　だけど、これでさっきの信じられないような光景も納得できた。幽霊たちが避けたのは、先生自身が魔除けになるようなものを常に持ち歩いていたからかもしれない。

　でも、わざわざ対策するということは先生も幽霊がいると思っているのだろうか？

　それとも私と同じように幽霊が視えるのだろうか？

　気になるけど、他ほかにも気になることはある。幽霊のことは一度、頭のすみに追いやる。

　私はソファに座ってから室内を見み回まわした。

　無機質な造りの教室とは違ちがい、どこか高級感が溢あふれるアンティーク調のこの部屋は学校の一室とは思えないほど見事な部屋だった。あまりにも違いすぎて入った瞬間は少しだけ気き後おくれしたけれど、こうしてソファで一息つけば学校特有の無機質な部屋よりは温かみがあって安心感があるのは間違いない。

　しばらく待っていると、先生はお茶らしきものが入った紙コップを持って戻もどってきた。

「ありがとうございます」

　私はお礼を言ってから、手て渡わたされた紙コップをじっと見た。

　なんというか、紙コップというのがこの部屋にすごく合っていない気が。

「まず、こちらから聞いてもいいか？　気になったことがある」

「え、っと、なんでしょう？」

　いきなりのことに戸惑いながらも、私は先生の言葉に頷く。

「不ぶ躾しつけに聞くのもなんだが、君は幽ゆう霊れいが視みえるんじゃないのか？」

「っ！」

　あまりにも突とつ然ぜんの指し摘てきに、私は大きく息を吞のんだ。

　はじめて顔を合わせた相手にこうもあっさりバレるとは思ってもいなかった。

「なかなか噓がつけないタイプだな」

　先生の言葉にすべて表情に出てしまっていたことに気づく。

「ど、どうして……わかったんですか？」

「あんなところで挙動不ふ審しんになっているのを見てもしやとは思ったが、決定打はあれだな」

　そう言って指したのは、さっきまで私が見ていた護符と盛り塩だった。

「ここを訪ねる者は大たい抵ていあれがなにかを聞いてくる。しかし君は聞くことなく興味深そうに見てはどこか納得しているようだった。しかも護符や盛り塩はそろそろ交こう換かん時期になる。効力が弱くなって外に幽霊がいたと言われてもおかしくはない」

　どうやら私はあからさますぎたうえにタイミングまで悪かったようだ。がっくりと肩かたを落としてから、気を取り直して私も聞いてみたかったことを口にした。

「先生も視えたりするんですか？」

「いや、私には幽霊は視えない。好かれやすい体質ではあるらしいが」

　それであの量なのか。私は納得すると同時に厄やつ介かいな体質だなと同情するしかなかった。

「いっそのこと、視えたほうがいいと思うこともあるがな」

　たしかに幽霊に好かれやすいという体質ならば、視えない不安より視える不安のほうがまだ対策はしやすい気がする。

　幽霊が視えることがバレてしまったのは予想外だけれど、ここに来たのはそのことではない。このままでは幽霊の話がメインになってしまう。

　私はこわごわと口を開いた。

「せ、先生。あの、本題に入っても……」

「ああ。そうだな」

　先生は一度コップに口をつけてから言葉を続ける。

「君がここに来ているということは、その幼なじみにでも頼たのまれたのか？」

「……いえ、自分の意志で来ました」

　私はそう言って目を少し伏ふせた。はじめは寧々を連れて来ることも考えた。でも、昼の様子を考えると彼女に付き合わせるのは酷こくなんじゃないかと勝手に判断して、結局なにも言わずに来てしまった。

　先生は私の答えを聞くと、あごに手をやりスッと目を細めた。

「はじめに言っておくが、必ずしも君が求めている答えが返ってくるとは思わないでほしい」

「はい」

　それはもちろんわかっている。私はただ、寧々が元気になってくれればそれでいい。

「では、続けてくれ」

「幼なじみが突然、理由もわからないまま彼氏に別れを切り出されました。そのあとすぐ、その彼氏にも会ったんですが、どうにも自分からフったと思えない様子で……」

「だが、彼らの間ですでに話が終わっているんだろう？　君が関かかわる必要はないはずだ」

　少しきつい口調ではっきりとそう告げられて、私はうっと怯ひるんだ。

「そ、それはそうですけど……」

　どうしてもあのふたりが別れるというのが私には考えられなかった。

「数日前までこっちが恥はずかしくなるほど仲なか睦むつまじかったのに……それに」

　私はそこまでで一度、言葉をつぐんだ。これ以上、先生に言うべきか少しだけ悩なやむ。

　ここから話す内容は人から聞いたことではない。幽霊であるセイゴから聞いたことだ。信じてもらえるかどうか。でも、すでに幽霊が視えることはバレてしまっているわけで。

　いまさらだ──と、私は意を決して口を開く。

「漂ただよっている幽霊が言うには、彼のほうは少し前からなにかを悩んでいる感じだったそうです」

　先生は私の言葉を聞くと目をつむった。私はじっとその顔を見ながら次の言葉を待つ。

「──前提として、君が首を突つっ込むことが余計なお世話になる可能性があるとしても関わるつもりか？」

　そう言われて心が揺ゆれる。寧々のためにどうにかしたい。その想おもいだけでここまで来たけれど、先生の言うとおり私の行動は余計なことかもしれない。

　不安を感じはじめた私の心を、先生は容よう赦しやなく突いた。

「君の行動がただの偽ぎ善ぜんで傲ごう慢まんだとしてもか？」

「そんなつもりは……っ」

　言いかけたけれど、そのあとは言葉にならなかった。そんなつもりはないとはっきり言える。でも、他人が私の行動を見てどう思うかまではわからない。ないと言いたくても言い切れない自分がひどく悔くやしかった。

「色いろ恋こい沙ざ汰たは非常に厄介だ。親切心から軽い気持ちで首を突っ込んでいいものではない。最悪、親友をなくす」

　まさにそれは忠告だった。

　先生が懸け念ねんしていることがわかるだけに私はそれ以上なにも言うことができない。

　あれだけ意気込んで来たのに。自分の覚かく悟ごがなかったことが情けない。握にぎる手に力が入って爪つめが食い込む。

「──今日はそれを飲んだら帰りなさい」

　だけど、先生は私を見捨てなかった。

「覚悟が決まったならもう一度来るといい。ただし、私に協力を仰あおぎたいなら動くための根こん拠きよをはっきりと示すことだ。いまのままでは弱い。だが君には行動力がある。自分なりに少し調べてみなさい」

「……わかりました」

　ローテーブルに置かれていた紙コップを手に取って一気に中身を飲み干すと、私は先生にお礼を言ってカウンセラー室をあとにした。




　ゆっくりとした足取りで廊ろう下かを歩く。カウンセラー室から少し距きよ離りを置いたところまでくると私は立ち止まった。そして大きく息を吐はき出す。

　緊きん張ちようか、それとも興奮からなのか。心臓がバクバクと音を立てているような気がした。

『子こ猫ねこちゃん、どうだった？』

　声が聞こえると同時に姿を見せたセイゴになにも返さずにいると再びセイゴが口を開く。

『やっぱり追い出されちゃった？』

　その言葉にイラッとして私もつい言い返す。

「セイゴうっさい」

『心配してるのに。子猫ちゃんは手厳しいねぇ』

　と言うわりには、くつくつと心底楽しいと言わんばかりに笑えみを浮うかべているのだからたちが悪い。

「心配してる感じにはまったく聞こえないんだけど？　それと、子猫ちゃんって呼ぶのはいい加減にやめてって言ってるじゃない」

『それは聞けない話だって何度も言っているじゃないか。子猫ちゃんったら酷ひどいなぁ』

　ああ言えばこう言う。これだから喋しやべる幽霊は厄介で面めん倒どうなのだ。早く成じよう仏ぶつしてほしい。

『彼女のことは諦あきらめるのかい？』

「諦めるわけないじゃない。ただこれ以上、私がなにを言っても先生は聞いてくれない」

　私はセイゴの言葉を否定するために大きく首を横に振ふった。

　大好きな寧々のためにどうにかしてあげたい。

　そう思っていたはずなのに。私は先生に指摘されたぐらいで怯んでしまった。

　それに、いまのままでは駄だ目めなのだ。

　だからもう一度、状じよう況きようをちゃんと見つめ直して、先生にリベンジするしかない。

　しかし、どうにもセイゴはこうなることをわかっていたような気がしてならない。さっきも〝やっぱり〟と言っていた。だけど、それを聞くとなんだか面倒になりそうな気がする。ひとまずは置いておいたほうがよさそうだ。

『ふふっ、思ったより元気そうで安心したよ』

　言葉とは裏腹に、やっぱりセイゴはさっきと変わらず楽しそうに笑みを浮かべるだけだ。なのに安心したとか、まったくもって失礼だと思う。

　というか、なぜカウンセラー室のまえにいる幽ゆう霊れいについてはなにも言わなかったのか。

「心配とか安心しただとか言うぐらいなら、なんであそこに幽霊がいることを話さなかったのよ」

『そんなの決まってるじゃないか。子猫ちゃんがどんな反応をするか見たかったのさ』

　案の定、ろくでもない理由だった。

「最悪。変態。さっさと成仏すればいい」

　少し低い声で強く言うと、セイゴは声に出して笑った。

『──というのは半分だけ噓うそで、僕も現状を知らなかったんだよねぇ』

「知らなかった？」

『普ふ段だんあの場所は、近づきたくてもほとんど近づけないから』

　その言葉に私は素す直なおに納なつ得とくした。セイゴが近づけないのはきっとあの護ご符ふと盛り塩が原因だろう。

　──まったく。冗じよう談だんなんて言わないではじめからそう言えばいいのに。幽霊じゃなかったらすかさず張り倒たおしていた。でも、物理攻こう撃げきが効かないのだからどうしようもない。

「除霊師にでも頼めばセイゴも少しはおとなしくなるかな？」

『そんなひどいこと言わないでよ、子猫ちゃん。僕なりに愛をもって話してるんだから』

「え、いらないんだけど」

『ふふっ、子猫ちゃんは素直じゃないね。じゃあ僕は退散するよ』

「ちょっ」

　私が声を発するよりまえに、セイゴはぐるりと身体からだを回転させて目のまえから姿を消した。

　相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつな上に逃にげ足も速い。

　まったく。本当にセイゴはめんどくさい。何が素直じゃない、だ。

　はぁ、とふたたび大きくため息をつく。

　いくら人の気配がしないとはいえ、セイゴと話しすぎたかもしれない。誤ご魔ま化かせるように早くこの場を離はなれたほうがいい。

　私は気を取り直すと、さっきとは違ちがう足取りで歩みはじめた。




　昇しよう降こう口に近づくにつれてガヤガヤと声が聞こえてくる。今日は各委員会の集まりがあると担任の先生が言っていたから時間的にそれが終わったのだろう。

「あれ？　寧々？」

　昇降口で親友の姿を見つけて、私は慌あわてて駆かけ寄った。

「束ちゃん」

　ぎこちなく笑みを浮かべた寧々に心が痛む。

　今日は部活も休んで帰ったほうがと勧すすめていたのに、まだ帰ってなかったようだ。

「どうしたの、こんなところで？」

「顔色が悪いから部長と顧こ問もんに帰りなさいって言われちゃって……」

　やっぱり寧々は私の言葉を聞かずに部活のほうに顔を出していたらしい。彼女が所属する家庭科部の人たちの気持ちはすごくわかる。いまの寧々は見るからに顔色が悪すぎる。

「靴くつ箱ばこ見たら束ちゃんがまだ居たから、途と中ちゆうまで一いつ緒しよに帰りたいなって。いま、連れん絡らくしようとしてたんだ」

「そっか。じゃあ一緒に帰ろ？」

「うん」

　私から改めて誘さそうと、寧々は少しだけぎこちなさが抜ぬけた笑みを浮かべて頷うなずいてくれた。

　笑顔がトレードマークの彼女が、弱々しい笑みしか浮かべられない現状が私もつらかった。彼女の砂糖菓が子しのようなふわふわとした雰ふん囲い気きはいまではすっかりなりを潜ひそめてしまった。でも、そこまで落ち込むということはそれだけ彼のことが好きだったということなんだと私は思う。

　だけど、寧々のこんな状況が続くと周りで噂うわさになるのは時間の問題かもしれない。

　なにせ、ふたりは学年内ではカップルとして有名だったから。

　そうなるとさらに寧々の心に負担がかかる。

「束ちゃんが残ってるのって珍めずらしいね？」

「そう？」

「いつもはすぐに帰っちゃうから……一緒に帰れるの嬉うれしい」

　ここ最近はたしかに寧々と帰ることはなかった。寧々は彼氏と一緒だったし、私は私で部活も委員会も無所属なうえに、幽霊たちと可能なかぎり関かかわらないようにするために早く帰っていたから。

「寧々、あのさ」

「どうしたの、束ちゃん？」

「お腹なか空すいちゃった。せっかくだし、寄り道してクレープ食べに行かない？」

「いいけど、いま食べちゃうと束ちゃん夕ごはん食べられなくなっちゃうんじゃない？」

「だってクレープ食べたいし」

「束ちゃん、おばさんに怒おこられても知らないよ？」

「だいじょうぶだいじょうぶ」

　少し前まで定番だったこのやり取りも、いまではなんだか懐なつかしく感じる。

　──そう、私はいつもどおりにするだけ。

　願わくは、彼女が早く元気になってくれればいい。

　寧々のことも先生のこともあるけれど、いまは目先の楽しいこと、美味おいしいことに全力投球しよう。それがきっと寧々に気を遣つかわせない、いまできることだ。

　私はさっそく寧々の腕うでを取って校舎を出ると、駅への道を急いだ。
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　──寝ねて起きたら少し落ちついてきた気がする。

　そんなことを思いつつ、私は昨日の出来事をひとつずつ振り返りながら授業に耳を傾かたむけていた。

　先生が言ったとおり、少しは自分なりに調べるべきだったかもしれない。突とつ然ぜんのことで私も冷静さに欠けて、焦あせりが混じっていたようにも思えた。

　それに、いくら先生が恋れん愛あい相談に長たけていても得られる情報が少なければアドバイスしようもない。きっとあの言葉にはそういう意味も含ふくまれていたのだろう。

　私は指を揉もみながら懸けん命めいに思考を巡めぐらせる。

　そもそも、なぜ緑間くんは別れを切り出したのか。

　寧々はその答えを持ち合わせていなかった。

　緑間くんに直接、確かく認にんするべきか。

　だけど、昨日の緑間くんの様子からして問い詰つめたところで簡単に口を開くかどうか。

　でも、もう一度会えればなにかしら気づくことがあるかもしれない。

「──ん、結野さん！」

　ふと、名前を呼ばれた気がして私は顔をあげた。教室内を見回すとなぜかガランとしていて、ちょうど前方の出入り口から他ほかのクラスメイトが教室を出るところだった。

「次、移動教室だよー」

　ドアのまえで待機していた初はつ山やま橙とう里りくんに再び声をかけられて、私はようやく状じよう況きようを把は握あくした。

「ごめっ！　いま準備するっ！」

　考え込みすぎて、授業が終わってたことにも気づいていなかった。

「まだ時間あるし、そこまで焦らなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そう言ってくれてはいるけれど、待たせるわけにはいかない。

　急いで準備をして教室を出る。だけどそのまま先に移動するのはなんだか悪い気がして、日直で鍵かぎ当番だった初山くんと一緒に行くことにした。

　彼とは一年のころから同じクラスだけどあまり接点はない。背は低からず高からず。茶色の、耳にかかる長さの柔やわらかそうな髪かみ。そして、どことなくアイドルを彷ほう彿ふつとさせる爽さわやか可愛かわいい系の容姿で一見、女の子にモテそうだなぁという感じだ。

　だけど、クラスにムードメーカー的な存在が常にいることもあって、そう表立って目立つような男子ではなかったと思う。

「なにか悩なやみごと？」

「え？」

「悩んでますって感じだったから」

　鍵を閉めながら声をかけてくれた初山くんに私は軽く頷いた。

「私のことじゃないんだけど、どうしたらいいかなって」
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「俺でよければ相談に乗るけど？」

　歩き出す初山くんのあとを私も追うようにして隣となりに並んで歩く。

　きっと初山くんは親切心から言ってくれているのだろう。だけど、説明するにも少し困る内容だ。どう返すか言葉に迷っていたけれど、ふとあることを思い出した。

「初山くんって、緑間くんと仲が良くなかったっけ？」

　私の記き憶おくが間ま違ちがってなければ、まえに初山くんを尋たずねて緑間くんがクラスにやってきたことがあったはずだ。

「ん？　悩んでるって廉のことなの？」

　そう意外そうに言葉が返ってきたことで、自分の言葉が足らなかったことに気づく。

　あきらかに唐とう突とつすぎた。

「えっと……ほら、緑間くん、どこかおかしかったから」

「あー、結野さんも廉がおかしいって思うんだ」

　聞くことしか頭になかったせいでしどろもどろになりつつ答えると、初山くんからは同意の声があがった。

「昨日からなんか上の空っていうか、やる気ないっていうか。部活中にそんな姿、一度も見たことなかったから気になってさ。あまりの酷ひどさにコーチも怒いかりを通り越こして呆あきれてたぐらいだし」

　──やっぱりなにかが変だ。

　誰だれか別のひとを好きになったとか、嫌きらいになったとかではこうはならないはずだ。

　できれば初山くんからもう少し話が聞きたい。

　そう思った私は、巻き込むことを心のなかで謝りながら口を開いた。

「……あのさ、その緑間くんと彼女のことで相談に乗ってほしいんだけど……今日のお昼、一緒に食べない？」

　こうして私は、運よく協力者をひとり確保することに成功した。




　四限目が終わると、私は初山くんを中庭へと案内した。初山くんはここに来るのははじめてなのか、物もの珍めずらしそうに辺りを見回す。

「結野さんっていつもここで食べてるんだ」

「いつもってわけじゃないけど、ひとりになりたいときはよく来るかな」

　そんな私の言葉に初山くんは納なつ得とくしたように頷いた。

「たしかにここならゆっくりできそうだよね」

「初山くんは中庭にはあまり来ない？」

「そうだね。用事がなければ通らない場所だし」

　初山くんの言葉に私は思わず苦く笑しようした。彼の言うとおり、この場所はわざわざ来るには面めん倒どうだったりする。いくつかの棟とうを迂う回かいしないと来ることができない。だからこそ私はここを気にいっているのだけれども。

　お互たがいにベンチに座ると、私はお弁当を広げながらまずは謝った。

「というか、急に誘さそってごめんね」

「気にしなくていいよ。俺も廉のことは引っかかってたから。あいつに聞いてもぜんぜん答えないし」

　やはり緑間くんに直接、話を聞くのはハードルが高いようだ。

「結野さんは廉がああなった理由は知ってるの？」

　私は初山くんの問いに、言葉を選びながら彼が知っていることを確認していく。

「緑間くんと寧々──花川さんが付き合ってるのは知ってる？」

「うん。それはもちろん。馴なれ初そめも知ってる。あいつとは小学校からの付き合いだし。……ああ、結野さんは花川さんと仲がいいんだっけ？」

　その言葉に私は少し驚おどろく。私と寧々との仲を知ってるなんて、初山くんと緑間くんは私が思っていたよりも仲が良いのかもしれない。

「──じゃあ、緑間くんが寧々のことをフったっていうのは？」

　慎しん重ちように、さっきよりも声を潜ひそめて響ひびかないように告げると、初山くんの動きがピタリと止まった。

「……え、まじで？　噓うそだよね？」

　しばらくして戻もどってきたけれど、初山くんも私と同じく信じられないようだ。

「なんで別れたの？」

「理由は寧々も私も知らない」

「それで、花川さんは？　大丈夫？」

　その言葉で私は朝の寧々の様子を思い出す。化け粧しようをしていてもはっきりとわかるほど、顔色が悪かった。目の下にうっすらとクマが浮うかび上がっているのを見ると、昨日は眠ねむれなかったのかもしれない。

　今日のお昼はクラスメイトでもある家庭科部の子と一いつ緒しよに食べると言っていたからひとりになることはないけれど、やはり心配だ。

　私が首を横に振ふると、初山くんは小さく息をついた。

「でもさ、フった本人が腑ふ抜ぬけになってるとか、おかしくない？」

「だから私も気になって」

「たしかにそれなら結野さんも気になるはずだ。──ごめん。はじめに謝っておくけど俺、てっきり結野さんも廉のことが好きで聞いてきたのかと思ってたんだよね」

「はっ？」

　初山くんの意外すぎる一言に啞あ然ぜんとなる。

　私が緑間くんを好き？　そんな馬ば鹿かな。

「寧々がいなければ付き合いがないくらいには興味がないけど……」

「いやっ、だから俺の勘かん違ちがいだから！」

　慌あわてたように言う初山くんがなんだか面おも白しろくて小さな笑えみが自然と零こぼれる。

「──っとりあえず、もう一度、廉に直接聞いてみよう。でもあいつ、妙みように頑かたくなだから答えるかどうかあやしいけど」

　緑間くんに対してはまっすぐで真ま面じ目めそうだなぁという印象はあったけれど、その認にん識しきは間違いじゃないようだ。

「あまり目立つようなことはしたくないから自然な形で会えるのが一番いいんだけれど、それって可能かな？」

「うーん、難しいと思う。放課後は部活もあるし。それならいまから呼び出したほうが手っ取り早いよ」

　初山くんはスマホをスラックスから取り出して操作すると、少し考える素そ振ぶりをしてから私のほうを向いた。

「こういうのは？　直接聞くのは俺で、結野さんは会話が聞こえるところに隠かくれてるの」

　たしかに、男同士のほうが話しやすいこともあるだろうし、私じゃ聞き出せないことも聞けるかもしれない。盗み聞き、というのは少し気がひけるけど、他ほかに良い案が浮かばない。ここは初山くんの案に乗ったほうがいいだろう。だけど、正直ここまで巻き込んでいいものなのだろうか？

　ただ相談に乗ってもらうだけのはずが随ずい分ぶんと大ごとになっている気がする。

「でも、それだと初山くんの負担が大きくない？」

「これぐらい構わないよ。なんだか他人ひと事ごとには思えないしね。それに相談に乗るって決めたのは俺だから。気にしないでいいよ」

　──初山くんの男前な発言にちょっとだけ感動してしまった。

　いままでクラスが同じというだけであまり話したことはなかったけれど、彼とはこれからも仲良くできそうな気がした。

「じゃあさっそく呼び出すとして、結野さんが隠れるのにちょうどいい場所って知らない？　ここだと隠れづらいよね？」

　食事をしながら聞かれたことにいくつか答えて短い時間で話を詰つめると、初山くんは緑間くんを呼び出すためにメッセージを送った。




　場所は移って、特別棟と近くにあるゴミ収集場をつなぐ、簡易な造りの小さな渡わたり廊ろう下か。

　私は初山くんとの打ち合わせどおり、校舎の壁かべで死角になるところにひっそりと身を潜めていた。初山くんも緑間くんが来るのを待っている状態だ。

　ここを選んだのは昼休みに人が行き来しない場所であることと、教室棟の隣となりにある棟のため外からも内からも移動がしやすかったことが大きい。お弁当を食べる場所を探していたときに偶ぐう然ぜんにも穴場であることに気づいたけれど、さすがにゴミ収集場の近くで食事をする気にはならず候補から外れた場所だった。

　私たちがここに移動してから五分足らず。緑間くんはひとりでやってきた。

　メッセージを見てくれるか少し不安だったけれど、緑間くんがちゃんと来てくれたことに私はホッと胸を撫なで下ろす。

　それにしても、と私は緑間くんを覗のぞき見た。彼の表情はあきらかに昨日より暗かった。目の下には寧々と同じようにクマが浮かび上がっている。

「橙里、こんなところに呼び出してなにかあったのか？」

「廉に聞きたいことがあってさ。でも、目立つところじゃ聞けないから」

　会話がはじまってすぐ、初山くんは早々に話を切り出した。

「花川さんと別れたって本当？」

　ここではっきり答えるかどうか。寧々との現状を知っている人はほとんどいないだろう。

　それを知っている初山くんに対して緑間くんはどう出るだろうか。

「……ああ」

　少しの間のあと、緑間くんは初山くんの言葉を肯こう定ていした。その様子に私はどこか違い和わ感かんを覚えた。だけど、なにに違和感を覚えたのかがわからない。

　問いに答えるまで間があったのも気になる。なぜ緑間くんはすぐに返事をしなかったのだろう。

　初山くんは違和感を覚えなかったのか、そのまま言葉を続ける。

「お前が昨日から調子悪いのってそのせいなんだろ？　なんで別れたんだよ」

「べつに呼び出してまで聞くことじゃないだろう」

「呼び出してまでっていうけど廉、お前がそんな調子じゃこっちが困るんだけど。コーチだって呆あきれてた。この先、公式試合だってある。それとも、俺に言えないことなわけ？」

　と、初山くんが言った瞬しゆん間かん、緑間くんは苦虫を嚙かみ潰つぶしたように顔を歪ゆがめた。

「言えないもなにも橙里こそっ──」

　強い口調で言い返そうとして、途と中ちゆうで口をつぐんだ。

「っ、悪い。話がそれだけならもう行く」

「おいっ、廉！」

　緑間くんは呼び止める初山くんの声を無視して立ち去ってしまった。

　私は、足音が聞こえなくなるのを待ってから初山くんに駆かけ寄った。

「ごめん、結野さん。役に立てなかったね」

「ううんっ……こっちこそ巻き込んでごめん」

　私が謝ると初山くんは首を左右に振りながらそっと息を吐はき出した。

「巻き込まれたとは思ってないよ……。この際だから、結野さんには言うけど……俺、花川さんのこと好きだったんだよね」

「え？　そうなの？」

　──び、びっくりした。まさか初山くんも寧々が好きだったとは。

　友達と同じ相手を好きになるというのは相当つらかったんじゃないだろうか？

　でも、初山くんの顔からは悲痛な感じはしない。すでに吹ふっ切れているような、そんな表情に見える。

「だけどさ、花川さんが好きなのは廉だってわかってたし、廉も彼女のことが好きだったし。さすがに両りよう想おもいなのに引き裂さくのは気が引けたから、それならふたりがくっついた方がいいじゃんって思ってさ。現実を受け入れるの、すごくつらかったけど……幸せそうなふたり見て、これでよかったと思ったんだよね」

　だけど次の瞬間、初山くんは切なそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「でも俺、間ま違ちがってたのかな？」

「初山くん……」

「いまも花川さんと付き合いたいかっていったらそうじゃない。だけど、こうなるならあのとき振り向いてもらうまで頑がん張ばればよかったのかなって。まあ、いまさらな話だけどさ」

　初山くんにとって、いまの状じよう況きようというのはひどく複雑なのだろう。

「緑間くんは知ってるの？　寧々のことが好きだったってこと」

「うーん、どうだろう。話したことはないし、知らないんじゃないかな？」

　もし──緑間くんが初山くんの想いを知っていたら。彼はどうするだろう。

　そこまで考えてふと、緑間くんがさっき言いかけた言葉が頭をよぎった。

〝言えないもなにも橙里こそっ──〟

「そういえばさっき、緑間くんがなにか言いかけてなかった？」

「ん？　ああ、たしかに言いかけてたけど……なにが言いたかったんだ、あいつ」

　それに、緑間くんが初山くんの言葉を肯定したときに覚えた違和感も気になる。

　別れた原因について語らない緑間くんと、寧々が好きだったことを緑間くんには伝えなかった初山くん。

　もし、ここに答えがあるとしたら。

「結野さん、そういえば人見先生には相談したの？　恋れん愛あい相談なら人見先生が強いし、話を聞いてもらえると思う」

「えっ。あ、先生のところには行ったけど少しは自分で調べてこいって。だから今日の帰りにまた寄るつもり」

　考え込んでしまったところに初山くんから先生の話が飛び出して驚おどろきつつも、それに答える。初山くんのおかげでだいぶ情報も集まった。

「じゃあ放課後、俺も一いつ緒しよに行くよ」

「だけど初山くん部活だよね？」

「どのみち日直で遅おくれる予定だったし、少しぐらい用事が伸のびてもなんとかなるよ」

　初山くんのその言葉に張っていた肩かたの力が少し抜ぬけたような気がした。

「ありがとう、初山くん」

「しっかし、廉のやつ、ほんとなに考えてるんだろ……」

　緑間くんに対して文句を言う初山くんに苦く笑しようしながら、私は先生にどう説明するかを考えるのであった。




　初山くんの日直の作業を手伝い終えてから、私たちふたりは先生がいるカウンセラー室へ向かった。

　──そういえばあの大量の幽ゆう霊れいはまだいるのだろうか。

　まったく対策を練らずに来てしまったことを不安に思いながらも、管理棟とうの二階に足を踏ふみ入れる。だけど、そこに広がっていたのは昨日とまったく違ちがう状況だった。

「どうかした？」

「ううん、なんでもない」

　思わず足を止めてしまった私に、初山くんは不思議そうに声をかけてきた。それを私は誤ご魔ま化かしつつ、早く行こうと急せかした。

　いったいなにが、どうなっているのだろうか。

　昨日は溢あふれんばかりにいた幽霊が今日はひとつもいなかった。

　──そういえば交こう換かん時期がどうのと言っていたから新しいものに換かえたのかもしれない。

　部屋の前にたどり着いた私はふと足元に視線をやる。そこには、昨日は室内にしかなかった盛り塩が新たにきれいな状態で置かれていた。

　納なつ得とくしたところで、私はノックをしてから初山くんと一緒にカウンセラー室へと入っていった。

　部屋に入ると先生はなにかの作業をしていたのか立ったまま出で迎むかえてくれた。その両手には今日は手て袋ぶくろがはめられていない。

「来たか──それに初山か。ここに来るのは随分と久しいな」

「その節はお世話になりました」

　私はふたりのやり取りを聞いて目を丸くする。どうやら初山くんはすでにここを利用したことがあるらしい。もしかしなくても、寧々のことを相談したのだろうか？

　先生は挨あい拶さつもそこそこに私とはじめて顔を合わせたときのようにじっと初山くんを見た。

「──初山、ここ最近仲が良くない友人はいるか？」

　私と初山くんは顔を見合わせた。

　まだなにも言っていないというのに、先生はどうしてそう思ったのだろう。

「いや、いまはいないですけど……。ただ、結野さんの件で廉と喧けん嘩かするかもっていうのはあります」

「緑間か。なるほど。それで一緒に来たと」

「そういうことになりますね」

「だが君は部活があるだろう？　あとは結野に任せておけば問題ない。なにかあれば君にも声をかける」

　そう言いながら先生は初山くんに近づいて肩に手を置こうとした瞬間。

　はっきりとした光が線を描えがくように走っては消えた。

　──なに、いまの。

　驚きで瞬まばたきを繰くり返すけれど、その光はすでにない。気のせいだろうか？

「先生がそう言うなら仕方ないですね」

　初山くんには見えなかったのか、特に表情を変えることなく返事をしていた。

「結野さん、こっちから声かけといてあまり役に立てなくてごめんね」

「初山くんのおかげでいろいろわかったから。ありがとう」

　そう言って申し訳なさそうに退出していく初山くんを見送ると、私は先生と向き合った。

　先生の目を見れば、どこか試ためされているような感じがした。

「ふむ。しっかり覚かく悟ごはできたようだな。では話を聞こうか」

　私は今日、初山くんに聞いたことを順序立てして説明していく。緑間くんが部活中も様子がおかしかったこと。初山くんとは小学校からの仲だということ。そして緑間くんと初山くんは互たがいに同じ相手が好きだったこと。

　すべてを聞き終わると先生は納得したように頷うなずき、嬉うれしそうに、そして面おも白しろそうに笑った。

「よし、いいだろう。私も協力する。それにあまり悠ゆう長ちようなことは言っていられないようだしな」

「あっ、ありがとうございます！」

「明日の昼休み、初山に言って一緒に緑間を連れて来るように伝えてくれ。もちろん君も来るように」

　先生に合格点をもらえたようで私の声も大きくなる。

「はい！」

「ところで」

　そう言って先生がいったん言葉を区切った。その様子に少しだけ不安を感じたけれど、続いた言葉はひどく突とつ拍ぴよう子しもないことだった。

「君は運命の糸を信じるか？」

　ひどく真ま面じ目めな表情で言われて、私は一いつ瞬しゆんきょとんとする。

　──先生はいきなりなにを言ってるんだろう。

　ただ、間ま違ちがっても先生に「頭おかしくなりました？」なんて言ってはいけないことだけは察した。辛しん辣らつな先生だ。ここで言ったら倍返しどころか十倍返しくらいで言い返されるかもしれない。それに私自身、幽霊が視みえる人間だ。そんなことは言えない。

　先生の質問を不思議に思いながら、運命の糸について考える。だけど、すぐに浮うかんでくるのはひとつしかない。

「……運命の糸というのは、よく言われている赤い糸のことですか？」

「半分はあたりで半分はハズレだが、今回に限ってはその赤い糸のことで間違いではない」

　前半の意味はよくわからないけれど、先生の言ったことをよく踏まえて考えながら言葉を選んでいく。

「信じるというより、そういうのはあるんじゃないかなとは思います。赤い糸じゃないですけど、切っても切れない縁えんという言葉もありますし」

「いい答えだ」

「いまの質問と今回の件はどう関係があるんですか？」

　質問の意図が見えずに逆に聞き返したけれど。

「そのうち君にもわかるかもな」

　そう言って意味ありげに口角をあげただけだった。

　さらに意味がわからない。

　私は先生の言葉に大きく首をかしげた。




　　　　４




「束ちゃん、おはよう」

「寧々おはよう」

　翌朝、顔を合わせた寧々に私はいつもどおりに挨拶をした。

　寧々は笑えみを浮かべてくれたけれど、昨日も眠ねむれなかったのか今日も顔色は優すぐれないままだった。心配だけど、かける言葉が見つからなくて私はそのまま口を閉じた。

　──うまくいけば今日で片がつくはず。

　そうだといいなぁと思っても、どうなるかわからないのも事実だ。

　でも、少しでも寧々にとっていい方向に進めばいい。そう思っている。

「束ちゃん、今日はお昼どうするの？」

「今日は約束があって……」

　大事な大事な寧々のための約束だ。すっぽかすわけにもいかない。

「そっか。じゃあ今日もクラスの子と食べようかな」

　ちょっとだけ悲しそうに眉まゆを下げた寧々に心のなかでいっぱい謝りながら、私は早くお昼になってすべてが解決すればいいと願った。




　三日連続で訪ねることとなったカウンセラー室で、私は先生に言われるままにお茶の準備をしていた。

　準備といっても、ペットボトルのお茶を紙コップに注ぐだけだからすごく簡単だ。

「来ますかね？」

「来てもらわないと困るがな」

　初山くんには登校してすぐに先生の言葉を伝えてお願いした。

　昨日の今日だ。緑間くんが来るかどうかはすべて初山くんの手しゆ腕わんにかかってる。

　しばらく待っているとコンコン、と規則正しくノック音が部屋に響ひびいた。先生が入室を促うながすと最初に初山くんが、そして次に緑間くんが姿を現した。

「人見先生、連れて来ました」

「……結野？」

　緑間くんは部屋のなかにいる私の姿を認めるなり、軽く眉をひそめた。

「ふたりとも座りなさい」

「なんで結野がいるんですか？」

「今回の相談者が結野だからだ」

　先生の言葉を聞くなり、緑間くんの眉み間けんのしわがさらに深くなった。

　もしかするとなんの用事で呼ばれたか、だいたい察したのかもしれない。

　──こんな調子で彼は素す直なおに話してくれるのだろうか？

　やや不安を感じつつも、私はお茶を配って先生の隣となりに座る。

　なんだか緊きん張ちようしてきた。先生は「さて」と会話を切り出す。

「まず、緑間に話を聞きたい」

「俺は何も答えられません……」

　聞く前から拒きよ否ひの言葉。やっぱり緑間くんには普ふ通つうに聞くことはできない。

　しかし、先生は怯ひるむことなく淡たん々たんと言い放った。

「友情を優先させた結果、その友情が崩ほう壊かいすると言ってもか？」

「なっ！」

「は？」

　緑間くんと初山くんが反応したのはほぼ同時だった。

「結野はふたりの言葉を聞いて、ほぼ見当がついたようだが」

　先生に話を振ふられて私は小さく頷くと、はっきりと緑間くんを見た。

　私のなかで引っかかっていたのはふたつ。緑間くんに覚えた違い和わ感かんと彼が言いかけた言葉だ。

　初山くんの言葉を肯こう定ていしたとき、緑間くんは初山くんが別れたことを知っているということについてなにも言わなかった。別れた翌日に初山くんが知る確率はかなり低いはずだ。それなのに緑間くんはどうして知っているのかを聞き返さなかった。ずっと感じていた違和感はこれだ。

　そしてあとひとつ。

「このまえ、初山くんが緑間くんを呼び出したでしょ？　あのとき『言えないもなにも橙里こそ』って緑間くんが言いかけてたけど、そのあとに続く言葉って『言わなかっただろ』──なんじゃない？」

「な、んで、結野が……橙里っ！」

「初山くんが言ったわけじゃないよ。私があの場所にいただけ」

　私があの場所にいたとは思っていなかったのか、緑間くんは驚おどろきと怒いかりを滲にじませた声をあげた。私はそんな緑間くんを気にせずに話を続ける。

「ねぇ、緑間くん。なんでいま、私が緑間くんたちの会話を知ってることに驚いたのに、初山くんがふたりが別れたことを知ってたことには驚かなかったの？」

　なぜ、緑間くんは驚かなかったのか。

　その事実を初山くんに知っていてほしかったのなら？

「緑間くんは初山くんが寧々を好きだったことを知っちゃったんでしょ？」

　そう言い切ると、それまで頑かたくなに眉を寄せていた緑間くんの表情が図星を突つかれたかのように驚きよう愕がくの表情に変化した。

　別れたことを自分からも伝えることはできたはずだ。でもそれをしなかったのは、緑間くんはまだ寧々が好きだから。だから別れを切り出した本人もまた、ひどく落ち込んだと考えれば、すべては繫つながる。

　私は緑間くんから視線を移して、その隣に座る初山くんを見た。

「いや、ちょっとありえないんだけど……」

「緑間は初山が花川のことを好きだとなんらかの形で知ったんだろう。緑間と初山の付き合いは長いと聞いた。それなりの信しん頼らい関係はあるだろうし、友情も固い。どうするべきかと悩なやんだ結果、ひとり突っ走ってこうなったと考えるのが妥だ当とうだろう」

　戸と惑まどう初山くんに、先生が私の言葉を引き継ついで声をかける。

　しばらく、誰だれも口を開くことはなかった。

　だけど、その沈ちん黙もくを破ったのは初山くんだった。

「廉、おまえ何様なの？　俺、そんなの頼たのんだか？　頼んでないだろ」

「いやっ……」

　初山くんの怒りを滲ませた声に、私もふつふつと緑間くんに対して怒りがこみ上げてきた。彼は寧々のことをなんだと思ってるんだろう。

　寧々は物じゃない。はいどうぞと渡わたせるわけがない。

「緑間くんは寧々のことバカにしてるの？」

「なっ！　馬ば鹿かになんてするわけなっ」

「現にしてるじゃない。寧々は緑間くんが好きなのに。別れたところで初山くんのこと好きになると思ってるの？　そんな、軽い女だと？　女の気持ちを蔑ないがしろにする男なんて最低だよ」

「結野さん落ちついて」

　吐はき出したところで先に冷静になった初山くんの言葉が耳に入る。まだまだ言い足りないけど、キリがない。私は渋しぶ々しぶ口を閉じた。だけど、これぐらいはっきりと文句を言ってもバチはあたらないはずだ。それだけ寧々も傷ついてる。

　じっと目をそらすことなく緑間くんを見つめると、彼はしばらくして口を開いた。

「──フェアじゃないと思ったんだ。俺は橙里が寧々のことを好きだったことを知らなかった。でも、橙里は全部知ってた。もし、俺が全部知ってたら、橙里が寧々に気持ちを伝えてたら……」

「ばっかじゃないの」

　ポツポツと話し出した内容に、私は盛大に呆あきれた。緑間くんがすべてを言い切るまえに言葉を切り捨てた。

　私と同じように先生や初山くんも呆れたように緑間くんを見ていた。

　でも、初山くんの表情は呆れのなかにしょうがないなぁという感情が混じっていた。

「もしもで考えて、ひとりで思い悩んで決め込んで暴走して、また悩んで。結野さんが言うとおり、ほんと馬鹿だよお前。廉が別れたってうまくなんかいくはずねーじゃん。花川さんだってお前が好きなんだから。それとも、俺に取られてもいいっていう軽い気持ちだったわけ？」

「ちがうっ！」

「初山くんの言うとおりだと思う。否定したところで緑間くんの行動はそう見えるよ」

　私の言葉に緑間くんは悔くやしそうに顔を歪ゆがめて黙だまった。

「で、結野さん、どうする？」

「ここは一発、叩たたきたいところだけど」

「それは俺が部活で放課後、叩きのめすから勘かん弁べんしてあげて」

　初山くんが苦く笑しようするのを見ながら改めて考える。

　どうするべきか──そんなのすでに決まっている。

　私の目的はただひとつだ。

「誰にもとられたくないならさっさと寧々に事情全部話して、謝って、許してもらってきなよ。私は寧々が元気ならそれでいい」

　正直なところ、今回の一件で私の緑間くんの評価はかなり低くなっていた。でも、この先どうするかを決めるのは私じゃなくて寧々だ。それに、私が緑間くんはやめたほうがいいと言ったところで寧々は聞く耳持たないだろう。あの子もあの子で頑がん固こなのだ。

　緑間くんは太ももの上に置いていた拳こぶしをぎゅっと力強く握にぎると勢いよく立ち上がった。

「悪い、結野……先生も、お手数おかけしました」

　そう言って深くお辞じ儀ぎをした緑間くんは勢いよく部屋を出て行った。それに続いて初山くんも少し慌あわてたように立ち上がる。

「俺も様子を見に行きます。あのままひとりで行かせたら花川さんが大変なことになりそうだし。人見先生、お手数おかけしてすみませんでした。また来ます」

「早く行ってやれ。暴走しても私は知らんぞ」

　先生の言葉に頷うなずくと初山くんは私にもお礼を言った。

「結野さんもありがとう」

　あまりの勢いに返す言葉も出てこないまま、私は啞あ然ぜんとしながら初山くんを見送った。

　そして部屋のなかには、私と先生だけが残った。

「君は行かないのか？」

「……あまりにふたりの勢いがすごくて行くタイミングを逃のがしました」

「まあ、君が行かなくとも初山がなんとかするだろう」

　──そういえば昨日、先生は寧々との関係性より初山くんの関係性を気にしていた気がする。

「先生。先生はどうして寧々じゃなくて初山くんのほうを気にしたんですか？」

　私の質問に先生は右手をあごにおきながらどこか試ためすように目を細めて口を開いた。

「昨日の質問は覚えているか？」

　そう聞かれて私は昨日の記き憶おくを辿たどる。

「えーっと……運命の糸の話、ですか？」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない質問だっただけに覚えている。

　そしてあのとき、先生は言葉を濁にごしていた。

「運命の糸と今回の件がどう関係するのかを聞いたと思うんですけど」

　私がこの言葉を口にした瞬しゆん間かん、先生はニヤリと口角をあげた。

「そうだ。人は無数の縁えにしで繫がっている。もちろん切れることも、消えることもあるが。今回の件も例外ではない」

　先生の言葉に揺ゆらぎはなかった。どうしてそこまではっきりと言い切れるのか。

　まるで、先生には運命の糸が視みえると言わんばかりの。

「もしかして──先生には視えるんですか？　その、運命の糸が」

　先生は私の戸惑いを含ふくんだ言葉に満足そうに頷いた。

「正解だ。君に幽ゆう霊れいが視えるように、私にも無数の運命──縁の糸が視える」

　まさかと思って聞いたことが本当だった。私は驚おどろきで目を見開く。

「いまも、目の前にあるんですか？」

「もちろん。恋れん愛あいなら赤い糸、友情なら黄の糸といったように」

「え？　友情にも糸があるんですか？」

「ある。私の場合、視るだけじゃなく、触ふれれば断だん片ぺん的で制限もあるが想おもいを読み取ることもできる」

「……それ、私なんかに話してよかったんですか？」

　そうそう人に話していいようなことじゃない気がするのは気のせいだろうか？

「指し摘てきしてきたくせになにを言っている。君には話すだけの価値はあると思ったからな。それに誰かに話したところで噂うわさ話ばなし程度の話題にしかならないだろう。君の幽霊が視えるということのほうがよっぽど信ぴょう性は高く感じるからな」

「じゃあ、寧々と緑間くんの糸はどうなってたんですか？」

　私の問いに先生は心底げんなりとして、投げやりに答えた。

「緑間の糸は視たが切れてなどいるものか。それどころか綺き麗れいに赤く染まっていた。切れる気配も消える気配もなかったしな。ただ喧けん嘩かしているバカップルと言っても過言ではない」

「バカップル……」

　とっさに気になったことを口にしたとはいえ聞くんじゃなかったと少しだけ後こう悔かいした。

　このあとの寧々たちふたりをとても見たくないと思うのはきっと私だけじゃないはずだ。

　現実から目を背そむけたくて遠い目になる。

「むしろ、初山と緑間の糸の方が切れる兆候を見せていた」

　きっとこれが昨日言っていたことだろう。

「初山くんに仲が良くない人がいるかどうかを聞いたのも、糸を見て判断したんですね」

「そうだ」

「でも兆候って、切れるかどうかなんて事前にわかるんですか？」

「わかる。はっきりと色が変わるからな。初山が緑間に不信感を募つのらせて色が少しずつ変わりはじめていた。介かい入にゆうしないまま別れた理由が露ろ呈ていして、なにひとつ緑間が言わなかった場合、糸はそのまま消えていただろう」

　そこで「ん？」と私は首をかしげた。

「消えるということは、接点があるからと言って縁の糸があるわけじゃないんですか？」

　てっきり人との縁は出会った時点でずっと繫つながるものだと思っていたけれど。

　言葉から察するに、どうやら違ちがうらしい。

「もちろん。縁の糸は己おのれの人生で影えい響きようがある者に現れるからな。復ふく縁えんの可能性があれば糸は切れたまま残るが、それがなければ糸も必然的に消える」

　先生はテーブルに置かれていた紙コップを手に持つと立ち上がった。

「今日はここまでだな。君もそろそろ教室に戻もどるといい。授業に遅おくれるぞ」

　指摘されて壁かべ掛かけの時計を確かく認にんすれば、予よ鈴れいまであと五分と迫せまっていた。教室までの距きよ離りを考えるとそろそろ出るべきだろう。私は立ち上がると先生に深くお辞儀をした。

「先生、いろいろとありがとうございました」

「またなにかあれば来るといい。ただ、厄やつ介かいごとすぎても私が困るがな」

　部屋を出る寸前にそう言われて、私は振ふり返って元気よく返事をするとそのまま部屋をあとにした。
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『よかったねぇ。元気になって』

　翌日、私は寧々たちの顚てん末まつを一応先生にも報告しておこうと、カウンセラー室へと向かっていた。

　なぜかセイゴが付いて来ていつものごとくペラペラと喋しやべってるけれど、すべて無視である。ミィちゃんもセイゴを追うようについてきていた。

『しかし彼、いい仕事したよね。あのまま突とつ撃げきしてたら、絶対に寧々ちゃんが恥はじをかいてただろうし』

　そうなのだ。緑間くんは私たちと別れたあと、寧々のクラスに行って土下座しようとしたらしい。それをなんとか騒さわぎになる前に止めたのが初山くんだった。

　結果、五限目の授業に初山くんの姿はなかった。セイゴが言うには、同じく授業に出なかったふたりについていたそうだ。が、寧々に対してやはり土下座しようとする緑間くんをなんとかなだめて、穏おん便びんに済ませたらしい。

　──今回の件で一番の功労賞は私でも先生でもなく初山くんのような気がする。

　なお、心配していた寧々はというと、壁かべを乗り越こえたおかげか陰いん鬱うつな感じが噓うそだったようになくなって笑え顔がおが戻った。

　緑間くんも同じようで、ふたりと接点の多い初山くんが言うには甘すぎて吐はきそうと愚ぐ痴ちをこぼすぐらいのラブラブっぷりらしい。

　だけど、すべてが思っていた方向には転ばなかった。

　私は言うつもりはなかったのに、緑間くんは裏で私が動いていたことを全部、寧々に話していた。

　その話を寧々から聞いて、勝手に動いたことを謝ると「束ちゃんが男だったら絶対に惚ほれてたのに」とのお言葉をいただいた。

　寧々のなにげない一言に私は嬉しくなった。私だって男だったら寧々に惚れてたと思う。緑間くんのように悲しませたりなんて絶対しないのに。

「あ、結野さん！」

　途と中ちゆうで姿を消したセイゴに構うことなく向かったカウンセラー室では、先生とともに初山くんと、それに緑間くんが出で迎むかえてくれた。

　ローテーブルの上にはおなじみの紙コップ。どうやら男三人でお茶をしていたようだ。

「いま初山と緑間から昨日の話を聞いていたところだ」

　私もソファに座って……と思った矢先に先生に用事を潰つぶされて遠い目になる。

　ずっと話し続けるうるさいセイゴと途中まで一いつ緒しよにここに来た意味はいったい。

「あー、じゃあ帰ります」

「せっかくだ。茶でも飲んでけ」

「そうだよ結野さん。ちょうど渡わたしたいものもあったし」

　先生や初山くんにそう言われたら私も断れない。

　せっかく来たことだし少しだけお邪じや魔ましようと、空いている先生の隣となりに腰こしを下ろした。

「結野さんも来るかなって思ったから──廉」

「ああ」

　緑間くんがテーブルの上に出したのは彼には少し不似合いな、小さくておしゃれな紙かみ袋ぶくろだった。紙袋に印刷されているのは有名なチョコレートブランドのロゴである。

「これ、俺と廉から。受け取ってくれるかな？」

　と、言われても。これを受け取る理由がない。それにたぶんこれ、お高いやつだよね？

　戸と惑まどっていると緑間くんが気まずそうに口を開いた。

「迷めい惑わく料だ」

「そういうこと。結局のところ俺が原因だったし廉も迷惑かけたし、ふたりで用意したんだ。受け取ってくれるとありがたいかな」

　だけど原因がどうあれ、私は寧々のために動いただけだ。だったら場を提供してくれた先生に渡すべきでは？

「そういうのは私じゃなくて先生に」

「私も受け取ったから気にするな」

　先生も貰もらったと聞いてさらにどうしていいのかわからない。

「で、でも……これ高いよね？」

　そう聞けば緑間くんは目を丸くして初山くんは私の言葉に噴ふき出すように笑った。

「結野さん気にしすぎ。一番安いやつだし、廉とふたりで出してるから安心して」

　気にしていたことを気にするなと言われて言葉に詰つまる。

　こういうのは逆に受け取らないと失礼だ。たぶん。

「じゃ、じゃあ、遠えん慮りよなく……ふたりともありがとう」

　置かれた小さな紙袋を手に取ると私はそれをソファの上に移動させた。

「それと結野さん。今度さ、花川さんと一緒に試合見に来ない？」

　試合というのはふたりが所属する剣けん道どう部の試合のことだろう。いきなりのお誘さそいにびっくりしたけれど、そういえば寧々からひとりでいくのは寂さびしいし恥はずかしいからついて来て欲しいとまえに言われていた気がする。初山くんにも誘われたしちょうどいいだろう。

「寧々にも誘われてたし、それは構わないけど」

　私の返事を聞くと「約束ね」と嬉うれしそうに笑みを浮うかべた。

　──うん。誰だれかが嬉しそうにしてるのはやっぱり良いなぁ。

　そんなことを考えていると、先生がよくわからないことを言いだした。

「初山、険しい道のりだぞ？」

「それくらいわかってますよ」

「は？　いったいなんの……」

　話をしてるのだろうか？

　緑間くんは少し驚おどろいたように初山くんを見ているし、先生はどこか胡う乱ろんげだった。

「君は気にするな」

　先生にはそう言われたけれど、余計に気になる。でも、初山くんたちが「部活がある」と言って部屋をあとにしてしまったために結局うやむやになってしまった。

「ところで、君からは礼はないのか？」

「は？」

　紙コップを片手に先生からそんなことを言われて、思わず眉み間けんにしわを寄せる。

「まさか見返りが欲しくてやってたんですか？」

「そんなわけないだろう。ただ今回は初山たちが用意していたから突つっ込んだだけだ」

「うっ……」

　たしかに。男である初山くんたちのほうが気配りできるというのは由々しき事態だ。

「とはいえ、君の場合は礼などなくとも今日ここに来た時点でカウンセラー室通いは決定事じ項こうだがな」

「はい？」

　カウンセラー室通い？　決定事項？

　いったい先生は、なんのことを言っているのだろう。

「言っている意味がわからないんですが」

「私の秘密を知って自由の身でいられると思っているほうが驚きだ」

　あまりにも理り不ふ尽じんな物言いに私は呆ぼう然ぜんとした。

　そして。ここではじめて、先生の策略にはまっていたことに気づいた。

　あのとき、話すだけの価値があると言ってたのもすべてこのためだったのだろう。

　もしかしたら私の話を受ける時点で考えていたのかもしれない。いろいろ考えれば辻つじ褄つまが合う。

　嬉しそうに面おも白しろそうに笑ったのもすべてはこれだったのだ。

　私は一いつ瞬しゆんにして絶望に打ちひしがれる。

「幽ゆう霊れいが視みえるというだけでも価値はあるがそれ以上に君は使えそうだからな。週三日、カウンセラー室に通って手伝うように」

「いやいやいや、絶対におかしいですよ先生！　ここ、カウンセラー室ですよ!?」

　普ふ通つうに考えたら常時誰かが出入りするのはおかしいと思う。

　だけど、先生は問題ないとそれを否定した。

「あいにく、私の部屋は恋れん愛あい相談したい生徒ばかりでな」

　先生曰いわく、メンタル的な相談のほとんどは、もうひとりいる女性のカウンセラーが受け持ってるらしい。どういうことなの……。
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「それって先生の口調や態度が問題なんじゃないんですか？」

「資格を持っているだけで性格上向いていないし、優やさしくもできん」

「じゃあ、なんでカウンセラーしてるんですか？」

「縁えん故こだな」

「うわー……」

　なるほど。似て非なるなんちゃってカウンセラーか、と私は半ば無理やり納なつ得とくした。

　できればこのまま話の流れに乗ってカウンセラー室通いを誤ご魔ま化かしたい。

　けれど、そううまくはいかないらしい。

「週三日。来なかったら呼び出しだな」

「職権乱用！　横暴！」

　こうして。無む慈じ悲ひな先生の言葉によって、私のカウンセラー室通いが強制的に決定したのだった。
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　日曜日の小体育館に、鋭するどい声と音が何度も響ひびき渡わたる。私はその声と、竹刀しないを合わせる姿に圧あつ倒とうされながら、寧々と一いつ緒しよに剣道部員たちの勇姿を固かた唾ずを吞のみながら見守っていた。

　今日は寧々と初山くんと約束していたとおり、剣道部の練習試合を見に来ていた。

　小体育館のギャラリーには、私たちと同じように見学している人たちがいる。

　事前に申しん請せいさえすれば生徒・保護者関係なく見学できることもあってか、お目当ての男子がいる女子に人気が高いらしい。

　剣道の試合を見るのは今回がはじめてだけど、正直ここまで迫はく力りよくのあるものだとは思っていなかった。

「束ちゃん、すごいね」

　感動したように呟つぶやいた寧々の言葉に、私は無言で頷うなずく。でもすぐに「ん？」と首をかしげた。

　てっきり、寧々は何度も見ていると思っていたけれど違ちがうのだろうか？

「寧々は武道場の方に行ったりしてないの？」

「うん。わたしも部活があるし。それに、武道場って狭せまいでしょ？　邪じや魔まになっちゃうかなって思ったらなかなか見に行けなくて」

　たしかに、武道場はさして広くはない。数人だったら許容範はん囲い内だろうけど、そのぶん目立つだろうし、寧々が遠慮する気持ちもわかる。

「試合もね、いままで時間が合わなくて見に行けなかったから、今日こうやって見に来ることができてすごく嬉しいんだ」

　少しだけはにかんでうっすらと頰ほおを染めた寧々に私も嬉しくなって笑えみがこぼれた。

　寧々の彼氏である緑間くんとはいろいろあったけれど、あの一件以降はまえにも増してラブラブっぷりを発揮している。

「さっきもすごくかっこよかった……」

　どうやら寧々の脳内ではさっき行われていた緑間くんの試合が流れているようだ。

　こうなったらしばらくは戻もどってこない。

　視線を体育館上に戻すと、待機している初山くんがちょうど面をつけようとしているところだった。今日の初山くんからは、いつものやわらかい雰ふん囲い気きをまったく感じない。集中しているのか、とても真しん剣けんな表情だった。

　見学に来なかったら、こうした初山くんの姿も知ることはできなかっただろう。

　ようやく初山くんの番が回ってきた。

　構えてから、試合が終わるまで。それはあっという間の出来事だった。

　少しの間合いのあと、仕し掛かけた初山くんの竹刀が相手の面へと叩たたきつけられた。

　それは、素人しろうとの私が見ていてもはっきりとわかるほどの勝利だった。

「すごい……」

　思わず言葉がこぼれ落ちる。

　そのまま初山くんの姿を追っていると、面を外した彼がこちらを見て軽く笑みを浮うかべたような気がした。私が初山くんに軽く手を振ふると、それに応こたえるように彼もまた、振り返してくれた。

　──たまにはこういう休日の過ごし方もありかもしれない。

　視線を次の試合に向けながらそんなことを思っていると、ダンッと強く踏ふみ込んだ音とともに竹刀が勢いよく叩きつけられ、審しん判ぱんが大きな声を発しながらフラッグをあげた。

　どうやらこの試合も私の通う高校が勝利したようだ。

　両校の生徒が一いつ斉せいに礼をしているのを見ながら、私はいまだに回想中の寧々の右みぎ肩かたに手を置いて軽く揺ゆらした。

「寧々。寧々は緑間くんのところに行くんでしょ？」

　事前に聞いていた今日の部活の流れは、練習試合のあとに休きゆう憩けいに入ることになっていた。そのあとは合同練習の予定だったはずだ。

「うん。でも束ちゃんも一緒に行くよ、ね？」

　不安そうにこちらを見ながら聞いてくる寧々に、私は思わず苦く笑しようする。

　寧々にはまだ伝えてないけれど、初山くんたちに挨あい拶さつし終えたら先に帰るつもりだった。合同練習はさほど興味がない。寧々とは長い付き合いだ。私が帰ろうとしていることになんとなく勘かん付づいているのかもしれない。

「まだふたりにも声かけてないしね。とりあえず、下に行こっか？」

　彼女の言葉に頷きながら移動することを提案すると、寧々は元の表情に戻って「早く行こっ」と私の手を引いて歩き始めた。

　──さて、初山くんと緑間くんはどこにいるんだろう。

　ギャラリーから下りる人で混雑するなか、私はザッと体育館内を見み渡わたす。

　そのとき、偶ぐう然ぜんにも視界に入った意外な人物に私は目を丸くした。

　どうやら誰だれかを捜さがしているみたいだけど──と思ったら視線が合った。

「束ちゃん、どうかしたの？」

「あれ」

　そう言って彼を指せば、寧々は合が点てんがいったような表情をした。

「束ちゃんはまだ新あら井いくんには会ってなかったんだっけ？」

「会ってないもなにも、新井がここに進学してることすら知らないんだけど」

「え？　そうなの？」

　視線の先にいる新井総そう司じは私の弟──周あまねの友達で、私たちの後輩にあたる。寧々はそこまで接点はないけれど、私の場合は過去に新井が周を訪ねて家に来ることもあったし、中学のときは同じ委員会に所属していたこともあって付き合いはそこそこ深い。

　基本的に男女ともに広く浅い交友関係がほとんどな私にとっては珍めずらしかった。

　見た目は黒くろ髪かみ黒目で色白。清せい楚そ感の漂ただよう大和やまと撫子なでしこの男版という和系少年なのに、その容姿に反してかなりのトラブルメーカー気質だった。

「寧々は知ってたの？」

「うん。廉くんと一緒に帰るときに何度か会ってるから」

「あー……」

　中学のときは剣けん道どう部に所属していたのを知っていた。同じ高校に進学して部活も続けていれば普ふ通つうに寧々とも会うだろう。

　面めん倒どうだから関かかわらずにおきたいけれど、目が合ってしまっては私も無視できない。

「寧々は先に行ってて。たぶん緑間くんも待ってるだろうし。少し話したら私も行くから」

「うん。じゃあ先行くね」

　寧々が歩き出すのを見届けてから、私は新井に視線を戻す。

　新井がこっちに向かって歩いてくるのを確かく認にんした私は、動くことなくその場で待つ。

　近づくにつれて、あの頃ころよりも大きくなったなぁと感かん慨がい深くなる。

　中学を卒業するときは一六〇センチの私とさほど変わらなかったはずだ。一年ちょっとでかなり伸のびたようだ。

「束先せん輩ぱい、お久しぶりです」

「久しぶりだね、新井」

「先輩は僕に会えて嬉うれしいですか？　そうですか」

　ひとりで納なつ得とくして頷く後こう輩はいに、私はすかさずツッコミを入れる。

「その言葉、久しぶりに聞いた。まったく変わってないね」

　このやり取りも、私が中学を卒業して以来だ。あまりの相変わらずっぷりに自然と笑みがこぼれる。

「でもまあ、元気そうでよかった。最近、家にも来てなかったでしょ？」

「受験もありましたし、周とは高校が別になりましたからね。機会がなければそんなものですよ」

「そっか。でも、新井がここに入学してたとは。同じ高校だったんだね」

「相変わらず、興味のないことには疎うといですね」

　呆あきれたように息をついた新井に、私は少しムッとしながら言い返す。

「疎くて悪かったわね」

「ところで、束先輩。どうしてここにいるんですか？　前に聞いたときは、剣道には興味ないって言ってましたよね？」

　覚えのない言葉に、私は首を傾かしげる。

「そんなこと言ったっけ？」

「言いましたよ。僕が剣道部に入ってるって話をしたときに」

　うーん……。あったようななかったような。

　記き憶おくにはないけど、どうやら私は言ったらしい。

「ごめん新井。覚えてない」

「束先輩、本当に相変わらずですね」

　どこか責めるような視線に、私は返す言葉がなかった。こればかりは私が悪い。

「で、興味がでてきたから来た、というわけじゃないんでしょう？　剣道部に彼氏でもできましたか？」

「は？」

　新井の指し摘てきに、頭のなかでハテナマークが大量に浮かんだ。

　彼氏って、あのカレシだよね？

「いや、ちょっ。ちょっと待って。どうしてそうなるの？」

　あまりにも唐とう突とつすぎる言葉に私も驚おどろくしかない。

「だって──」

「結野さんっ！」

　新井が喋しやべろうとした矢先、遮さえぎるようにして私を呼ぶ声が聞こえた。

　声がした方へ振り返ると、初山くんが嬉き々きとしてこちらに向かってくるところだった。

　初山くんは私のところまでやって来ると、ぎゅっと私の両手を握にぎりしめた。

「今日は来てくれてありがとうっ」

　そう言いながら、目と鼻の先でアイドル顔負けのキラキラした笑え顔がおを向けられて思わずドキッとする。

　さっきまではすごく真しん剣けんな表情だったのに。今度は普ふ段だんめったに見ない、満面の笑みとか。なんか、ずるい。

「初山くんっ、距きよ離り！　距離近いっ」

　あまりの距離の近さに、さすがに私も声を上げる。

「あっ、ごめん」

「約束したからね。ちゃんと来るよ」
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　初山くんが一歩下がってくれたところで改めて口を開くと、彼のキラキラ度がさらに増した。

　見に来ただけでここまで喜んでもらえるとは。来た甲か斐いがあったかもしれない。

　──とりあえず、笑顔が眩まぶしいのと、さっきからドキドキが止まらないから手を放してほしい。あと、もう一歩だけでも下がってほしい。

「あっ、寧々にはもう会った？」

「うん。花川さんなら廉と一いつ緒しよにいるよ。邪じや魔まになりそうだったから少しだけ話して抜ぬけてきたんだよね」

　私の手を放しながら苦笑した初山くんの様子に、あのふたりの状じよう況きようをなんとなく察した。

　ピンク色のお花が飛んでそうな雰ふん囲い気きのところにひとり交ざるというのはかなりきつい。

「──束先輩」

　名前を呼ばれて、私は新井に視線を戻もどす。まだ新井との話が途と中ちゆうだった。

　新井は腕うでをさすりながら不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せていた。

　途中で放置されたことがそんなに嫌いやだったのだろうか？

　あからさまな変化に、私も思わず指摘する。

「新井、なんて顔してるのよ」

　無自覚だったのか、新井はハッとしたように口元を右手で押さえた。そして左右に視線を泳がせる。

「っ……いえ……その、すみません」

「謝ってほしかったんじゃなくて、気になることがあったなら言ってほしかっただけだから……」

　どうにも私の言い方が悪すぎて会話が成立しない。

　そこへ「あっ」と思い出したかのように初山くんが口を開いた。

「さっき、出入り口のところに新井の彼女が来てたけど、行かなくていいの？」

　まさかの初山くんの言葉に、私は嫌な予感がした。

　新井の彼女と聞くと面倒な思い出しかない。

　彼がトラブルメーカー気質であるというのは、主に色いろ恋こい関係が原因だ。新井は女の子と付き合っても長続きしない。そのうえ、いつも彼女と関係を拗こじらせては、とばっちりが私たち姉弟きようだいにやってくる。揉もめに揉めるときは本当にひどく、いつだったかは二ふた股またの相手として新井の彼女から罵ば詈り雑ぞう言ごんを受けたときもあった。あのときはさすがに私も参って、周や寧々にかなり迷めい惑わくをかけてしまった。

「中学のときの彼女──」

「じゃないですね」

　半眼で新井を見ながら訊たずねて、返ってきた言葉に私は視線を鋭するどくする。

「いまの彼女はここに入学してからの彼女ですよ」

「まだとっかえひっかえしてるの？　大事にしないとそのうち刺さされるよ？」

　あまりにも新井の彼女が可哀かわい想そうだ。

　私の心配をよそに、新井は目を細めながら懐なつかしそうに口元に弧こを描えがいた。

「束先輩は本当に変わりませんね」

「もうその言葉は聞き飽あきたんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶです。一応、大事にしてますから」

　──一応ってなに……？

　モテる男の言うことはよくわからない。

　私が大きくため息をつくと、新井はクスクスと小さく笑った。

「彼女が待ってるようなので僕はそろそろ行きます」

　新井は初山くんにも「失礼します」と頭を軽く下げると、足早に去っていった。彼が向かった先には栗くり色いろの髪かみの女の子が待っていた。きっとあの子が新井の彼女だろう。

　私は気を取り直すと、初山くんを見た。

「待たせてごめんね」

「ううん。……あのさ、結野さんは新井と仲が良いの？」

　どこか窺うかがうようにこっちを見ている初山くんに、私は答える。

「あっ、うん。んー、ざっくり言うとくされ縁えんかな？」

「くされ縁？」

「弟の友達だし、家にも遊びに来たことがあるから。なんだかんだで付き合いは長いかな」

「家にも……へぇ、そうなんだ」

　にっこりと笑みを浮うかべた初山くんは、新井が行った方へと視線を向けた。

　──なんだろう。少しだけ不ふ穏おんな気配を感じる気がする。

「そうだ。結野さん、部活が終わったら廉たちと帰りにどっか寄ろうかって話になってて。結野さんもどうかな？」

　ふたたび視線を戻した初山くんの言葉に、私は思わず唸うなった。

「もしかして、このあと用事あった？」

「う、ううん。ないけど……」

「じゃあ一緒に行こうよ」

　帰ろうと思ってたけど、さすがにこれじゃあ断りづらい。

「俺としては結野さんに来てほしいんだよね。行くって言っちゃったし、さすがにあのふたりと俺ひとりっていうのはちょっと」

　言いたいことはすごくわかる。あのふたり──寧々と緑間くんと一緒に行ったら、初山くんが精神的ダメージを受けることは間ま違ちがいない。

　それがわかってるのにここで断ったら、私はあまりにも空気が読めてないんじゃないだろうか？

「結野さん、駄だ目めかな？」

「うっ」

　子犬がすがるような眼まな差ざしで初山くんに見つめられて、私はその言葉に折れた。

　無理だ。この初山くんに対して断るという術すべを私は持っていない。

「うん、私も行く」

　がっくりと肩かたを落としそうになるのを堪こらえつつ私が返事をすると、初山くんはさっきよりも嬉うれしそうに笑った。




　結局、帰りの寄り道も最後まで三人に付き合って時間いっぱい遊んだ、次の日の月曜日。

「え？　結野さんって人見先生のお手伝いしてるの？」

　クラスメイトとのちょっとしたやり取りがきっかけとなって「先生って実際にどんな人なの？」「私も恋れん愛あい相談したいんだけど……」という質問がひっきりなしに飛び交かい始めてしまった。

　でも、聞かれたからと言って答えられることはほとんどない。

　先生の手伝いをするようになってまだ一ヶ月ほど。

　知らないことの方が圧あつ倒とう的に多かった。

　どうしたらいいのかわからず困っていると、出入り口付近が少し騒さわがしくなる。同時に「おはよう」と挨あい拶さつする声が聞こえてきた。

　そのあいだも、質問が止やむことはない。

「手伝いって毎日？」

「ううん。週三日。今日と、あとは水金。でも、先生がいない日もあるから。必ず手伝いがあるというわけじゃないよ」

　先生からは用事で一日不在の日もあると言われている。そういう日はカウンセラー室に来なくてもいいと言っていた。でも、いまのところは欠かさず通っているのが現状だった。

「みんな、おはよう」

　そう言いながら私の席にやってきたのは、ひどく眠ねむそうな初山くんだった。私の周りにいる数人の女子たちが、一いつ斉せいに「おはよー」と声をあげる。

　初山くんはザッと私の周りの人たちを見てから私に視線を向けた。

「結野さん、昨日はありがとう」

「こちらこそ」

「で、みんなでなんの話をしてるの？」

　その問いに答えたのは目の前の席の女子だ。

「結野さんがね、人見先生の手伝いしてるっていう話だよ」

「え？　手伝いって、いつの間にそんなことになってたの？」

　女子の言葉に初山くんは眠そうな目を思いっきり見開く。

「まあ、いろいろあって……」

　初山くんは私が先生に相談していたのは知ってても、まさか手伝いにまで発展しているとは思わなかっただろう。

「それってさ、俺も一いつ緒しよに行っていいかな？」

「なんで？　初山くん、部活あるよね？」

「昨日練習試合だったから、今日は部活が休みなんだよね。だけど特にやることもないし。さっきちょっと聞こえたけど今日も行くんでしょ？　人見先生にはお世話になってばかりだからさ」

「私は構わないんだけど、先生が許可するかどうか……」

　手伝いを始めることになった経けい緯いが経緯なだけに、聞いてみないことにはなんとも言えない。

「じゃあ、昼休みにでも確かく認にんしてこようか？　許可があったらいいんだよね？」

「う、うん。それなら私も一緒に行くよ」

「じゃあ今日のお昼、一緒に食べない？」

「わかった」

　流されるままに返事をしてしまったけど、周りにいる女子たちと目が合って内心でしまったと頭を抱かかえた。

　彼女たちの目が、獲え物ものを見つけた動物のようにギラリと光ったような気がしたのだ。

　──こっ、怖こわいっ！

　初山くんが自席に戻もどっていくと女子ふたりがぐいっと顔を近づけて口を開いた。

　ふたりは私がまえに人見先生のことを聞いた子たちだ。

「もしかして、結野さんが相談したのって初山くんのこと？」

「ほら、さっさと白状しなさい」

「えっ？　えっ？」

　結局、収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまい、担任の高たか野の先生が来るまで私は冷や汗あせをかきながら誤解を解くはめになった。




　午前中の授業を終えて、初山くんと教室でお昼ごはんを食べたあと。

　私たちはカウンセラー室へと向かった。

　しかし、ドアにかけられた相談中のふだに啞あ然ぜんとする。

「……ごめん。昼休みにも相談者がいるかもしれないの、すっかり抜ぬけてた」

「いや、仕方ないよ。俺だってそうだし。どうしよっか？」

「待っててもどれくらいかかるかわからないもんね……」

　それに、相談者が外に出たときに私たちがいたらそれはそれで気まずいだろう。

　初山くんと小声でやり取りしながら、どうするか考える。

　待つか。それとも放課後に直接聞くか。

　だけど答えが出るまえにガラリとカウンセラー室のドアが開いてしまった。

「っ！　束先せん輩ぱいっ……」

「えっ？　新井？」

　カウンセラー室から出てきたのは昨日会ったばかりの新井だった。

　さすがにこんなところで私と出くわすとは思っていなかったのだろう。新井はあからさまに狼狽うろたえていた。私もこんなところで会うとは思ってもいなかった。

　そんな新井の背後から先生が顔を出す。

「君が昼休みに来るのは珍めずらしいな。また、厄やつ介かいごとか？」

「またってなんですか。またって」

「それは君がよく知っているだろう？　とりあえず、そこにいては邪じや魔まだ。どいてやれ」

　先生に指し摘てきされて自分が新井を通せんぼしていることに気づき、慌あわてて横にずれた。

「初山先輩も、ですか……」

「新井、なにか言った？」

　呟つぶやきが聞き取れなくて聞き返した私に、新井は「いえ」と首を横に振ふった。

「なんでもないです。──人見先生、相談に乗ってくださりありがとうございました」

　先生に軽くお辞じ儀ぎをした新井はそれ以上なにも言うことはなく、足早にカウンセラー室から去っていった。その不自然な様子に、新井のうしろ姿を見ながら私は首をかしげた。

「人見先生。放課後、俺も手伝いに来たいんですけど、いいですか？」

　私が新井に意識を取られていると、初山くんが先生に切り出した。

　先生はその言葉に一いつ瞬しゆん、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「初山、部活はどうした」

「昨日、練習試合だったんで今日は休みです」

　その言葉に先生はすぐに納なつ得とくしたのか軽く頷うなずいた。

「ああ、そういえば練習試合があると誰だれかが言っていたな。しかし、そこまで人数のいる仕事ではないが……」

　左手をあごに当てて少し考える素そ振ぶりをしたあと、先生は私と初山くんを交こう互ごに見た。

「まあ、いいだろう。今日は許可しよう」

「ありがとうございます」

「その分、しっかりこき使うがな」

　先生の、なんとなく重みのある言葉になにかを感じながら、私は初山くんの身を案じることにした。




　　　　２




　新井でも、思い悩なやむことはあるのだろうか？

　あとになってから、ふと疑問が浮うかんできた。

　彼の恋れん愛あいは基本的に〝来るもの拒こばまず去るもの追わず〟だ。色いろ恋こい絡がらみでこれまで巻き込まれてきたけど、実際に問題を起こすのは新井ではなく相手側である。

　でも、新井はそういったトラブルを苦に感じてるようなそぶりはまったくなかった。むしろ、いつも飄ひよう々ひようとしていて「これぐらい問題ないですよ」と言ってのけるほどだった。

　そんな新井が先生のところを訪ねるというのは、どうにも違い和わ感かんがあった。

　なにか、恋愛のことで負担に思っていたことでもあったのだろうか？

　とはいっても先生はスクールカウンセラーだし、相談内容が必ずしも恋愛のこととは限らないわけで。

　私は新井について思ったことをセイゴの前でぼそりとこぼしたのだが。

　どうやら彼の琴きん線せんになにか触ふれるものがあったらしい。

『青春だねぇ。僕にもそんな時期があったなぁ』

「話す相手、間ま違ちがえた……」

　さっきからずっとこんな調子でしみじみと語っているセイゴにげんなりしながら、私はクラスメイトのいない教室でひとり──いや、目の前の幽ゆう霊れいを数に入れるならひとりじゃないけれども──日誌と向き合う。

　ミィちゃんはセイゴにはまったく構わず、私の足元でマイペースに毛づくろい中だ。

『僕の初はつ恋こいはね、中学一年のときでね。あれはもう運命としか言いようがなかったなぁ』

　ついに初恋話まではじまってしまった。セイゴの言葉を右から左へと受け流しながらせっせと日誌の空くう欄らんを埋うめていく。

『でも、ほら。僕ってシャイでしょ？　好きなのにずっと告白できなくてねぇ』

　──シャイ？　どこが？

　気になる単語が頭のなかを通り過ぎてそう思ったけど、口にはしなかった。

　これ以上、面めん倒どうなのはごめんである。

『親友の言葉もあって、ようやく告白するぞってなったんだけどー』

　なんだか嫌いやな予感がする。そう思って顔を上げると。

『告白するまえに死んじゃった』

「重いっ。重すぎるからっ！」

　満面の笑えみでケロッと言い放ったセイゴにすかさずツッコミを入れた。

『重いって言われてもねぇ。それが事実だし。ちゃんと告白場所だって考えてたんだよ？　星が綺き麗れいな夜に告白とか、ロマンチックでしょ？』

　私はセイゴの言葉に答えることはなかった。

　ふたたび日誌に視線を落とすと、新井のことを考える。

　──マイナス方面で考えていたけれど、もしかするとプラス方面の相談だったのかもしれない。

　そう考えれば、けして悪いことではない。新井にとって良いことだと思う。

「うん。これでよし」

　どうにか書き終わった日誌に目を通しながら、私は軽く頷く。

　あとは教室の鍵かぎと日誌を職員室に届ければ日直の仕事はおわりだ。

「ん？」

　帰り支じ度たくをしながらスマホを確かく認にんするためにバッグから取り出すと、メッセージが一件入っていた。

【明日あしたの昼休み、時間ありますか？】

　噂うわさをすればなんとやら。そのメッセージは新井からだった。

　だけど、新井はこれまで連れん絡らくしてきたことは一度もない。中学のときに新井に連絡先を交こう換かんしようと言われて交換したはずだけど、私から連絡をすることがなかったこともあって、メッセージが届くまで連絡先を交換していたことさえ忘れていたぐらいだ。

　──昨日の今日、ということはなにかしら関係があることなのだろうか？

　私で役に立てることがあるなら協力するけど、いったいなんだろう……。

　そう思いながらメッセージを簡潔に打ち込んで送信ボタンを押した。




　翌日。お弁当箱を持って中庭に向かうと、すでに新井はベンチに座っていた。

　待たせないようにと急いだはずだったのに、新井の方が一足早かったようだ。

「新井、来るのが早いね」

　声をかければ、ハッとしたようにスマホに向けていた顔を上げた。

「……遅おくれるのは、嫌だったので」

　新井は持っていたスマホをしまうとスッと立ち上がった。

「別に気にしなくてもいいのに」

　私は新井をじっくりと観察する。

　やっぱりというか、いつもの新井と違ちがうような気が。なんとなく反応が鈍にぶい。

　とりあえず座ろう。そう思った矢先、視線を巡めぐらせた先に見つけた人ひと影かげに意識が傾かたむいた。

「束先輩？」

　少しばかり不ふ機き嫌げんに聞こえる声こわ色いろで訊たずねられて、私は視線を戻もどすことなく答える。

「ここってお昼食べるには不人気スポットだから珍しいなって……」

　ようやく見えた姿に私は「あ」と声が出た。

　こちらに向かって歩いて来るのは初山くんだった。でも、今日のお昼は約束してないはずだ。なにかあったんだろうか？

「どうしたの、初山くん」

「花川さんに頼たのまれごとして。はいこれ」

　やってきた初山くんから手て渡わたされたのは、以前にももらったことがある小さな包みだった。

「あ……、すっかり忘れてた」

　寧々から、近々お菓か子しを焼くから昼休みに持っていくと言われていたのをすっかり忘れていた。先週末の話だったけれど、最近なにかとあって失念してしまった。

「寧々、怒おこってなかった？」

「怒ってたというよりはしょうがないなぁって感じだったよ」

「そっか。わざわざごめんね。ありがとう」

「渡すぐらいなら教室でだってできたんじゃないんですか？」

　私が謝ったそばから、新井は淡たん々たんと言い捨てた。

　新井を見れば、どこか凄すごみのある笑みを浮かべていた。

　初山くんはそんな新井を見てにっこりと笑顔になりながら、はっきりと言った。

「届けるついでに、結野さんと一いつ緒しよにお昼食べようと思って」

　その言葉に新井はさらに笑みを深めた。

「初山先せん輩ぱい、先に約束していたのは僕ですからね。少しは遠えん慮りよしてほしいんですけど」

「彼女がいるなら女子とふたりきりは避さけたほうがいいと思うよ」

　不ふ穏おんな空気を感じて、少しはらはらしながらふたりを交こう互ごに見る。

　だけど、初山くんの指し摘てきにそれもそうだと私は頷うなずいた。

　彼女からすれば、いくら友達の姉であっても、ふたりきりでいるというのは不安に感じるだろう。文句のひとつも言いたくなるかもしれない。新井のことをトラブルメーカー扱あつかいしていたけれど、彼女がいるのにいつもどおりに接していた私の配はい慮りよのなさも、原因のひとつだったかもしれないと考えを改めた。

「新井、初山くんの言うとおりだよ」

「でも」

「なにか話したかったことがあるなら、電話でもメッセージでもちゃんと聞くから。新井、それじゃ駄だ目め？」

「束先輩……」

　新井は納なつ得とくできないといった表情をしていたけれど、数秒のあとに大きく息をついた。

「……わかりました。今日は三人で食べましょう。それでいいですか？」

　反論もできないせいか、渋しぶ々しぶという感じで新井は私たちの言葉に折れた。

「うん。じゃあ、座ろうか？」

　その声をきっかけにようやく私たちはベンチに座った。

　私はお弁当を、他ほかのふたりもそれぞれ持ってきたものを広げて食べはじめたのだが。

　誰だれひとりとして、声を発することはない。

　──き、気まずい。

　ふたりに挟はさまれながら会話もなく食べるというのはつらいものがある。

　私は交互にふたりを見た。先に口を開いたのは視線に気づいた新井だった。

「束先輩。先輩は好きな人っているんですか？」

「はっ!?」

　その問いに私は驚おどろきで声を荒あららげた。無言からの一声がどうしてそんな質問なのか。

「なんでいきなりそんな話になるの？　たしか、日曜も彼氏ができたのかって言ってなかった？」

　あのときは初山くんが来たからうやむやになったけど、いまならどうしてそう思ったのか、聞くことができるかもしれない。

　だけど、私の思おも惑わくに反して新井は首を横に振ふった。

「それは僕の勘かん違ちがいだとわかったんで気にしないでください」

　──なにを勘違いしてそうなったんだろう。

　とりあえず、そのことは今は置いておく。

「でも、なんでその質問なの？」

「……興味があったので。束先輩のそういった話はいままで聞いたことがなかったなと。初山先輩も気になりますよね？」

　いきなり話をふられた初山くんは、驚きつつも少し考える素そ振ぶりを見せた。そしてにこやかに答える。

「たしかに俺も気になるかな。結野さんってそういう噂もまったく聞かないし。恋れん愛あいとかに興味あるのかなって。結野さんの好きなタイプは？」

　タイプと聞かれても。具体的には浮うかばない。

　もちろんこういう人が嫌いやだというのはある。だけど一ひと目め惚ぼれの類たぐいはこれまでにしてきたことがないし、誰かをものすごく好きになったこともない。完全に恋愛初心者だった。

　ただ、あげるとすればこれだろう。

「タイプは浮かばないけど、好きじゃない人とは付き合わないかな」

　私の言葉にふたりはまったく違う表情をした。新井は眉まゆをひそめて、初山くんはいまいち理解できないのか首をかしげた。

「それって当たりまえのことじゃない？」

　初山くんの言うとおり、確かに当たりまえのことだ。変に思われても仕方ない。

　私は苦く笑しようしつつも、言葉を続ける。

「例えば、好きかどうかわからないなら試ためしに付き合ってみるとか、付き合っていくうちに好きになるとか。そういうのは信じられないなって」

「あー。そういうことか」

　初山くんの納得した様子に対して、新井は反論の声を上げた。

「束先輩は夢見がちなんですね。実際、好きじゃなくても付き合えますよ」

「それはそうだけど……」

　私が言い淀よどむと、初山くんが代わって口を開いた。

「新井の言うとおり、付き合うことはできるかもしれない。だけど、必ずそれでうまくいくわけじゃないだろ？　好きになれなくて気まずくなるのと、好きになってもらえなくてつらくなるのと。それってすごく虚むなしくないか？」

　初山くんは手に持っていた飲み物をズッと一口飲み込んでから、言葉を続けた。

「俺だったらやっぱり好きな人には自分と同じように好きになってほしいし。そうだよね、結野さん」

「う、うん」

　そう言って優やさしい笑えみを浮かべた初山くんに私も頷いた。そのあと、口を開かずにいる新井を見れば、ハッとしたように私のことを見ていた。

「新井？」

「っ、いえ……。束先輩も好きな人には好きになってほしいですか？」

「もちろん。そういった相手ができたならね」

「そうですか」

　新井はそう会話を締しめると黙もく々もくと食事を続けた。

　急に様子が変わった新井に、私と初山くんは顔を見合わせる。

「俺たちもさっさと食べようか？」

「うん。そうだね」

　その言葉を合図に、私も手が止まってしまった食事を再開した。




「悪いが少しばかり実験に付き合ってもらえないか？」

「──実験ってなんですか、先生」

　カウンセラー室について早々に先生からお願いされて、何事かと思わず一歩下がる。

「実験と言っても大したことではない。月曜に頼もうと思っていたが、あのときは初山がいたからな」

「いたらできないってことは糸の話ですか？」

「そうだ」

　そう言って先生は身につけている黒い手て袋ぶくろを外しはじめる。

　私は少し気になっていたことを聞いてみた。

「先生、その手袋ってもしかして意味があるんですか？」

「まえに糸から感情が読み取れるという話はしたと思うが、手袋をしていないと皮ひ膚ふに糸が触ふれた途と端たんに私の意思とは関係なく糸の持ち主の感情を読み取る」

「えっ。それってすごく大変なことなんじゃ……」

　私がそう言うと、先生は盛大に顔をしかめた。

「意識をしていないと常に読み取れる状じよう況きようだからな。生活していくなかで無数にある糸をすべて避けることは不可能に近い。君が言った手袋に限らず、なるべく肌はだが露ろ出しゆつしないように自衛している」

　なにげなく聞いた話だったけれど、かなり大変な理由だった。

　そう言われれば先生は常に露出しないよう長なが袖そでだし手袋を身につけている。さすがに顔は覆おおってないけど、そんな事情だと夏場はかなり過ごしづらいだろう。

「だが不便とはいえメリットもある。煩わずらわしささえクリアできれば便利なものだ」

「で、その手袋をわざわざ外しているということは今日は糸を読み取るんですか？」

「そうだ。君の糸で読み取ってみたい糸がある。だが、糸を読み取るというのは心を覗のぞくも同様だ。嫌ならやめるが、どうする？」

　どうやら決定権は私にあるようだ。でも、先生がすでに手袋を外していることを考えると、私が断るとは思ってないんじゃないだろうか？

　実際、先生に読み取られたところで困る感情は持っていない。ただ、その糸が繫つながる相手がどう思うかまでは、私にはわからないけれども。

「私は構わないんですけど、繫がる相手は気にしなくていいんですか？」

「それについては問題ない。誰と繫がる糸かはさすがに言えないが」

「わかりました」

　私は先生の言葉に頷うなずく。こればかりはしょうがない。

「友情を示す色は黄色だということは君も覚えているな？」

「あ、はい。覚えてますよ」

「君と関係の深い、花川との糸がはっきりとした濃こい黄色なら、その糸は少しだけ暗さの混じる橙だいだい色いろだ。ちなみに、濃のう淡たんの変化で関係の深さがわかる」

　聞いたことは一度もなかったけれど、寧々と私にもちゃんと縁えんの糸は存在していたようだ。だけど。

「普ふ通つうに考えたら逆じゃないですか？　寧々より関係の深い相手というのはいないと思うんですけど」

「それをこれから実験させてほしいと言っている。橙色の糸については私も関かかわりのない色だったこともあって調べるのは後回しにしてたからな。関係性の違ちがいを考えると、単に友情の類いとは考えられない。相手が男であるか女であるかでも違うのかもしれん」

「それで私はどうすればいいですか？」

「君はそのまま両手をまえに出すだけでいい」

　指示に従って私は手のひらが下になるように両手を差し出した。先生は真しん剣けんな面おも持もちで両手を見ると、そこから先生の長くてきれいな指先が何かを辿たどるように宙へと動いた。

　先生が指先を滑すべらすように動かした瞬しゆん間かん、その指先が勢いよく発光した。

　その光はスッと線を描えがくように浮かび上がってはゆっくりと消えていった。

　──初山くんと一いつ緒しよのときに見た、あの光は見間違いじゃなかった。

　神秘的な光景に啞あ然ぜんとしていると。先生は眉まゆ尻じりをあげて意外だとばかりに口を開く。

「このまえ反応を見せたのは気のせいかと思っていたが、やはり君にも糸が視みえるのか」

「……浮かびあがった光の糸が先生の言う縁の糸だというのなら視えてるんじゃないでしょうか？」

「ふむ。君はまた随ずい分ぶんと興味深い存在だな」

　と言われても。なんで視えるのかは私のほうが聞きたい。

　でもきっと、答えられる人物なんていないだろう。

　救いなのは先生が触れたときにしか視えないということだ。それなら先生のように普ふ段だんから気をつけなければならない、ということにはならないだろうし。

「それで橙色の糸はどんな意味を持ってるんですか？」

　本題に戻もどると先生はひどく気まずそうに口元を歪ゆがめた。

「不確定なことが多すぎてまだ君には教えられないな。まあ、そのうち話すこともあるだろう」

　どんな糸か聞けると内心で期待していただけに、少しがっかりする。

　先生にも立場があるから、言えないことも多いのだろう。

「ちなみに君は初山とも糸があるぞ。二色が見事に混ざり合って実に面おも白しろいことになっている」

「なんでそこで初山くんの名前が出てくるんですか」

　これまでの話題に初山くんの名前は一文字も出てきていないはずだ。さっきは教えてくれなかったのに。

　訝いぶかしげに見れば、先生は愉ゆ快かいそうに笑った。

「ちょっとしたお節せつ介かいだな」

「それって何に対してのお節介ですか。意味がわからないんですけど」

「だが、どんな色なのか気になるだろう？」

　そう言われたら気になるに決まっている。

　悩なやんだ末に私が口を開こうとしたら。

「さて、今日の手伝いだが……」

　そう言って先生にプリントを手て渡わたされてしまった。返事をするのが遅おそかった。

　結局、そのあとも聞けないまま、私は事務作業に専念するしかなかった。




　　　　３




　新井からメッセージが届いて、すでに二週間ほどが経たっていた。

　その後、新井から連れん絡らくが来ることはなかった。少し気になるけれど、忙いそがしいのかもしれないと、私から連絡をすることはしなかった。




　今日は久々に寧々とお昼を食べる約束をしていた。

　嬉き々きとしていつもの中庭に向かった私は、お弁当を食べながら寧々と最近のあれこれを話していたのだが。

「束ちゃんって、どんな人が好きなの？」

「ぐふっ」

　不意打ちだった。胸を叩たたきながらお茶を手にとって詰つまりそうになったそれをなんとか流し込む。涙なみだ目めで寧々を見れば「束ちゃんごめん」と手を合わせて謝られた。

　──まさか寧々まで聞いてくるとは。

　最近も同じようなことを聞かれたばかりだけど、いったいなんだというのか。

「寧々、それってどういう意味で？」

　念のため聞いてみたけれど。

「恋れん愛あい的に？」

　右手の人差し指をあごにおきながら首を軽くかしげた寧々に私は唸うなる。

　でも、寧々は私に恋れん愛あい経験がないことを知っているはずだ。どうしていまさら聞いてくるのだろう。

　困ったように眉尻を下げれば、寧々はクスクスと笑えみをこぼした。

「じゃあ……初山くんと新井くん、あとは人見先生。付き合うなら束ちゃんは誰だれがいい？」

「ぶっ」

　──今度は飲みかけていたお茶を噴ふき出すところだった。

「な、なんでその選せん択たく肢ししかないの!?」

「ふふっ、なんでだろうね？」

「そこで誤ご魔ま化かさないでよっ」

　たしかに、私と接点が多い人といえばその三人と、あとは幽ゆう霊れいくらいだ。

　初山くんとは気の合う友人だし、新井はくされ縁だし。先生にいたってはお世話になっている人だ。選ぼうと思って選べることじゃないと思う。

　でも、そこから選ぶとしたら──？

「……わかんない」

「もうっ、束ちゃん。ちゃんと考えてよっ」

「考えたってわからないってば！」

　わからないものはわからないのだ。それ以外の答えはない。

「はぁ……。束ちゃんにも好きな人、できないかなぁ」

「こればっかりは作ろうと思って作るものじゃないでしょ？」

「むぅ、そうだけど……」

「なんで寧々は私に好きな人ができてほしいの？」

　そう聞けば、寧々はふくれっ面つらではっきりと言い放った。

「わたしだって束ちゃんの恋こいバナが聞きたいんだもんっ！」

　これには苦く笑しようするしかない。

　たぶん、寧々の期待に私は応こたえることができないだろう。

　言われたところで、しばらくできる感じがしない。

　持ってきていたチョコレートを差し出して寧々のご機き嫌げんをとると、私もその一ひと粒つぶを口のなかへ放ほうり込んだ。




　今日もカウンセラー室での手伝いを終えた私は、そのまま昇しよう降こう口を抜ぬけると外へ出た。段差の手前で立ち止まると、凝こり固まった身体からだを少しでもほぐすために大きく伸のびをして、その体勢のまま空を仰あおいだ。

　すでに陽ひは大きく西へと傾かたむいているのか、澄すんだ青空はグラデーションを描くように茜あかね色いろに染まりはじめていた。

　そんな空を見ながら随ずい分ぶんと日が伸びたなぁと思う。日暮れが遅くなるのは嬉うれしい。けど、これから季節は梅雨つゆに入るかと思うと少し憂ゆう鬱うつだった。

「ん？」

　頭上に伸ばしていた腕うでをストンと力を抜いて下ろすと同時に、視界に人ひと影かげが映った。

　なんとなく見たことがあるような背格好だなと目を凝らしてよく見る。

「新井、かな？」

　紺こん色いろの胴どう着ぎ姿の新井は、手ぶらのままゆっくりした足取りで歩いていた。

　だけど一度、ピタリと新井の足が止まった。しばらくすると再び歩き始めて、さっきよりも速い足取りでこちらに向かってきた。

　近づくにつれて、新井の表情がはっきりと見える。

　──少し、顔色が悪いような……気のせいだろうか？

「束先せん輩ぱい、いま帰りですか？」

　新井から先に声をかけられて、私は軽く頷うなずく。

「うん。新井は部活、終わったの？」

「いえ、顧こ問もんの先生に頼たのまれて職員室に向かうところです」

　このあいだ会ったときとは違ちがって、中学のときのような雰ふん囲い気きで返ってきたことに私はほっとした。

「まだ部活だよね？　急がなくてもいいの？」

「大だい丈じよう夫ぶだと思います。先輩方に練習でたくさん扱しごかれて少し疲つかれたので。多少の休きゆう憩けいは大目に見てほしいですね」

　──なるほど。練習疲れで顔色が悪いのか。

　納なつ得とくするとともに、いつもどおりな新井に思わず笑いがこぼれる。

　サボりと言わず休憩と言うのがまた新井らしい。

「体調は平気？」

「？　はい。特に問題はないですけど」

「ならよかった。あれから連絡が来なかったから少し気になってたけど」

「そう言ってる束先輩からは連絡がもらえなかったですけどね」

「気を遣つかって連絡しなかったのに」

　私の言葉に新井は困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「とにかく、無理はしないように。私もちょっとだけ応おう援えんしてるから」

「……ありがとうございます。ちょっとだけと言わず全力で応援してくれると嬉しいんですけど」

　そう言いながら口元に弧こを描えがいてるように見えた新井に、私は「気が向いたらね」と軽く返した。

　あまり引き止めても新井が困るだろう。私は会話を切り上げることにした。

「じゃあ、部活頑がん張ばって」

「……はい。束先輩も気をつけて」

　互たがいに挨あい拶さつし終えると、私は帰路につくため校門に向かって歩き出した。

　でも何歩か足を進めたとき。

「束先輩！」

　うしろから大きな声で呼び止められて私は勢いよく振ふり返った。

　視線の先には、新井がさっきと同じ場所に立っている。

「なぁに？」

　新井に聞こえるよう、私も大きな声で返す。

「呼んでみただけですっ！」

　でも、少し間をおいた後に返ってきたのはそんな言葉で。

　──意味がわからない。いったいなんだというのか。

「ばーか！　早く行きなさいよ！」

「っ……はい」

　新井が校舎のなかに消えていくのを確かく認にんしながら、私は眉まゆをひそめ表情を崩くずした。

　結局、新井は何が言いたかったのか。さっきまでは以前と同じように見えたけれど、私の勘かん違ちがいだったのだろうか？

　ここからは距きよ離りがあって表情はよく見えなかった。でも、私には新井の声がどこか戸と惑まどっているようで、でも安あん堵どしたような、そんな感じに聞こえた気がした。もしかしたら私の気のせいかもしれないけど。

　完全に新井の姿が見えなくなってから、私は今度こそ帰路につくために歩き出した。




「新井となにかあったのか？」

　カウンセラー室を訪ねた瞬しゆん間かん、先生に聞かれて私は首をかしげた。

「えっ、特に大したことはないですけど」

「なら、これからか」

　意味深に呟つぶやかれ、私は思わず聞き返す。

「気になることでもあったんですか？」

「あるにはあるが……」

　そう言い淀よどんだ先生に、私は少しばかり不安を感じた。

　でも、先生は「大丈夫だ」と、言葉を続けた。

「新井がなにか言いたそうにしていたら、しっかりと聞いた方がいい。新井にとって、とても大事なことだ」

　忠告するように強い声こわ色いろで言った先生に、私は何度も頷いた。

「わ、わかりました」

「ところで話が変わるが……君に、会ってほしい人がいる」

　出入り口から定位置のソファへと移動したところで、先生からお願いごとをされた。

「会ってほしい人、ですか？」

　このあいだも実験と言われて付き合ったばかりだけど、今回はなんだろうか？

「まだ当分は先のことになるだろうが、頭の片かた隅すみにでも覚えていてほしい」

「それって決定事じ項こうなんですか？」

　実験のときは一応、私に決定権があったはずだ。今回はないのだろうか？

　そう思って聞いてみると。

「そうだ。君の能力に関係することだからな。いないと話にならない」

　能力というからには今回は幽ゆう霊れいに関することだろう。

「わかりました」

　私は頷くと同時に、そういえば最近セイゴを見かけてないなとふと思った。




　　　　４




　つい二日前にテレビで梅雨入りと発表された天気は、今日も予報を裏切ることなく。空はいまにも雨が降り出しそうな重苦しい雲に覆おおわれていた。

　じめじめした空気に気が滅め入いる。それはきっと、他ほかの生徒も同じだろう。

　だけど、そんな気分の日に限って高野先生に声をかけられてすぐに帰ることができなかった。他にも人がいるのになんで私なのか。手に持った箱を見てため息をつきそうになる。

　せっかくカウンセラー室での手伝いがない日なのに。ついてない。

　──雨が降るまえに帰らないと。

　私は教室棟とうから特別棟に向かって足早に歩く。

　そして、一階の渡わたり廊ろう下かを通過しようとしたとき。

　微かすかに人の声が聞こえた気がした。私は気になって足を止める。

　特別棟に用がない限りは利用しない場所だ。外と直結している場所といっても、そこにあるのは青々と茂しげった木々や、花々。そして小さな倉庫だけだ。

　帰りのホームルームが終わってから少し時間が経たっている。すでに部活もはじまっているだろうし、そんな場所から声が聞こえるのは少し違い和わ感かんがあった。

　誰だれか人でもいるのだろうか？

　辺りを見回しながら耳を澄すませる。

　聞こえてきた声はふたつ。どうやら男女の話し声のようだ。言い争っているような声のトーンではない。だけど、男女ということは告白現場の可能性も否定できない。

　セイゴがいれば、問題ないかどうか様子を見てきてもらうことができるのに。

　こういうときに限って姿を現さない。

　──あまり長居はしない方がいいかもしれない。

　そう判断した直後。倉庫と木々の陰かげから、女子生徒が顔を伏ふせて飛び出てきた。女の子は私に気づくことなくそのまま教室棟の方へ走り去って行った。

　いまの子、どこかで見たような……。

　顔ははっきりと認識できなかったけど、髪かみや背格好には見覚えがあった。

　啞あ然ぜんと、女の子が走り去って行った方向を見ていると、背後から草を踏ふみしめる音が聞こえた。

　音にひかれるようにして振り返る。

　そこにはひどく驚おどろいた表情をした新井がいた。

　私もまさか新井とは思わず、その姿に目を丸くした。

　──そうだ。あの子は確か、練習試合のときに見かけた新井の彼女だ。

「束先せん輩ぱい……なんでこんなところにいるんですか」

「手伝いで通りかかっただけだから」

　訝いぶかしげに聞いてきた新井に、私は手に持った箱を主張するようにちょっとだけ上下させる。

　タイミングが悪いというのはまさにこのことだ。私だって、どう見てもわけありな感じなところで会うとは思っていなかった。

「彼女のこと、追わないの？」

　こういう場合は普ふ通つう、追いかけるものじゃないんだろうか？

　一向に彼女を追う気配を見せない新井に私は声をかける。

　だけど、返ってきた言葉は予想外のものだった。

「ついさっき、別れたからいいです」

「は？」

　まさになにかあった感じだったけれど。

　喧けん嘩かとか、言葉のすれ違ちがいとかじゃなくて？

　というか。

「別れたって、また別れたのっ!?」

「自分からフるのは初めてですけどね」

「そういうことじゃなくてっ」

　私は言葉を続けようとした。けれど、新井がまぶたを一度閉じてからなにかを訴うつたえるように私を見てきたことで言い止とどまった。

「束先輩、帰るなら一いつ緒しよに帰りませんか？」

「一緒に帰るって……。新井、部活は？」

「ありますけど、今日はいいです」

「どう考えたってよくないでしょ。先輩たちや顧こ問もんの先生に怒おこられるんじゃないの？」

「それは覚かく悟ごしてますから。いまは束先輩との方がよっぽど大事です」

　はっきりと言い切った新井からはなにかを決めたような、そんな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。




　箱を届けて昇しよう降こう口から外に出ると、ぽつりと頰ほおに雫しずくが落ちた。

　雨だ──そう思って空を見上げると、あるのは曇どん天てんの空ではなく、濃のう緑りよくの傘かさだった。

「束先輩、濡ぬれますよ」

「ごめんっ。ちょっと待って。いま傘を」

　私のうしろから傘を差し出すようにした新井に、慌あわてて鞄かばんに手をかける。だけどそれは新井に腕うでを取られて止められる。

「このまま同じ傘で帰りましょう。その方が近くで話せますし」

「ちょ、新井っ」

　新井は私の返事を待たないまま、腕を引いて歩き出す。

　いままでこんな強ごう引いんなことはあっただろうか？

　記き憶おくを辿たどるけれど、まったくといっていいほどそんなシーンは浮うかんでこない。

「新井、急にどうしたの？　なんか変だよ……」

　弱々しく口を開けば、グッと腕を摑つかむ手が強くなった。

「変、ですかね？」

「前はこんな強引じゃなかった」

　中学のときはもっとマイペースだったというか、自由気ままな感じだった。

　でも、最近の新井はどうだろうか？

「たしかにそうかもしれませんね。でも、取られたくないんです」

「取られたくないってなにを……」

「そんなの決まってるじゃないですか。束先輩を取られたくないんです」

「は？」

「僕が束先輩に再会してから、どれだけ悩なやんだか知らないでしょう？　どれだけ、心を搔かき乱されたか知らないでしょう？」

「なに言って……」

　ドクンドクンと嫌いやな胸むな騒さわぎがする。これ以上、聞きたくない。

　ずっと腕を取られたまま歩き続けていたけれど、信号が赤になって足が止まった瞬しゆん間かん、新井は私を見て口を開いた。

「はっきり言います。僕は束先輩が好きです。もちろん恋れん愛あい感情です」

「うそ……でしょ……？」

　出てきた声は、ひどくかすれていた。

「あなたとの関係が変わるのが嫌だった。でも気づいてしまったから。僕は、束先輩に好きになってほしい」

　ずっと、様子がおかしかったのは、私のせい？

「いままでの僕のことを考えれば、噓うそだと思うかもしれませんが、本当です」

　──早く、返事をしないと。

　そう思っても、うまく言葉にならない。

　新井は目を伏せると、私の腕を摑んでいた手をゆっくりと外した。

「今日返事は聞きません。束先輩、お願いします。少し、考えてもらえませんか？」

　信号が青に変わって歩き出したけれど、私たちの間に、それ以上の会話はなかった。




　先生がつい最近言っていたのは、このことだったのかもしれない。

　一夜明けた翌日、私は何度目かわからないため息をついた。

　昨日の新井は少し、怖こわかった。私は摑まれた腕を軽くさする。

　返事はあとでいい。そう言われたけれど、私には新井と付き合う気がない。

　新井のことは嫌きらいじゃない。だけど、新井の好きという気持ちと私の好きという気持ちはまったくの別物だ。

　だけど、新井にどう言えば良いのか。

　どれほど考えたってきっと、傷つかない方法は見つからないだろう。

　先生に相談しに行くべきか。指を揉もみながら悩んでいると。
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「結野さん」

「……初山くん」

　顔をあげた先には、不安そうな表情の初山くんがいた。

「今日、ずっと顔しかめてる。なにかあった？」

「えっと……」

　私はなんとなく気まずくて視線を逸そらした。

　なにかあったけど、さすがに教室で新井の名前を出すわけにはいかない。

　でも……。いますごく、誰だれかに話を聞いてほしかった。

「……告白されて断るとき、なんて答えるのが正解だと思う？」

　おそるおそる口を開いて、初山くんを見る。

「えっ」

　初山くんは私がそんなことを言うとは思っていなかったのか、ひどく驚おどろいた様子でぽかんと口をあけていた。

「ゆ、結野さん。告白、されたの？　誰に？」

　その言葉に私は誤ご魔ま化かすように苦く笑しようする。

「ごっ、ごめん。なんでもない」

　首に手をあてながら、初山くんは席を外していて誰も座っていない前方の椅い子すに腰こしを下ろした。

「告白されたときの断り方だっけ？」

「うん」

「俺もそういう経験、あんまりないからなぁ。ただ、自分がされたら嫌だなって思う断り方はしないようにしてる」

「自分がされたら嫌なこと？」

「そう。でもそういうのって人それぞれだろうし、正解なんてないんじゃないかな？　まあ、下手に思わせぶりな言葉で断られるよりは、はっきり無理って言ってくれた方が俺は良いけどね」

「そう、なの？」

　はっきりと言われたらそれこそ傷つきそうな感じがするけど。でも違ちがうのだろうか？

「だって未練が残ったらずっと引きずっちゃうでしょ？　はっきり断られれば、その子の自分に対する行動に意味はないって思えるけど、その言葉がひどく曖あい昧まいだったら」

「……行動の意図が気になる？」

　もしかしたらって。可能性を見み出いだそうとして、気が気じゃなくなるかもしれない。

　私の答えに、初山くんは「そういうこと」と言って微笑ほほえんだ。

「期待を持たせちゃったらやっぱり引きずるだろうしね。参考になった？」

「うん。どうしたらいいかわからなかったから。すごく参考になった」

　たしかに、私は深く考えすぎていたのかもしれない。

　初山くんのおかげで、どう答えたらいいのかわかった気がした。

「ありがとう、初山くん」

「どういたしまして。あんまり、気を詰つめないほうがいいよ」

　私の返事を聞いてホッと表情を緩ゆるませた初山くんは自分の席へと戻もどっていった。




　昼休み。昨日の返事がしたいと新井にメッセージを送ると、すぐに返答がきた。どこにいるかを聞かれて中庭にいると返せば、いまから来るとのことだった。

　メッセージでも断ることも考えた。でも、直接告白してきた相手に対して、それをするのは失礼だと思った。

　緊きん張ちようからか、少しだけ胃が痛む。私は大きく深呼吸して、しきりに指を揉みながら新井が来るのを静かに待つ。

「束先せん輩ぱい」

　声をかけられて、私は伏ふせていた目をあげた。新井は急いで来たのか、少しだけ息がはずんでいた。

「どうぞ。座って」

　その言葉に新井はゆっくりと私の隣となりに腰を下ろす。

　私も、新井も。しばらくはどちらも口を開かなかった。

　でも、ずっとこのままでいるわけにはいかない。

　私は自分の手と手をぎゅっと握にぎり合わせると、新井に視線を移した。

「ごめん。私……新井とは付き合えない」

　はっきりと告げれば、ぎゅっと眉まゆを寄せる。

「束先輩は、僕のこと嫌いですか？」

　そう切り返されると、すごく困る。でも、ここで折れたら駄だ目めだ。

　私は目を逸らさずにしっかりと新井を見た。

「……私は新井に対して、恋愛感情を持ってないから。だから付き合えない」

　そう言った私の腕うでを、新井はグッと摑つかんだ。

「っ──」

　あまりの力強さに息が漏もれる。

　新井の目を見れば、その眼まな差ざしはどこか暗くぎらついていた。

「なんでっ」

　そのまま強ごう引いんに腕を引かれそうになったところで新井の肩かたを誰かが摑んだ。

「新井。無む理り強じいしたってふたりとも傷つくだけだよ」

「初山くんっ!?　どうしてっ……」

　新井のことを止めたのは初山くんだった。

　しばらく初山くんを見て固まっていた新井だったけれど、息を吐はき出すと私の腕を放した。

「すみません。冷静でいようと思ってたのに、無理でした」

　そして肩を落として眉まゆ尻じりを下げた。

「……やっぱり、そうですか。僕じゃ駄目ですか」

「ごめん」

「謝らないでください。告白するまえから答えが出てたのに、それでも言ったのは僕のほうですから」

「答えが出てたのにって……どうしてそう思ったの？」

　聞き返すと、新井は力なく笑えみを浮うかべた。

「束先輩に興味を持たせられなかった時点で負けだったってことですね」

　そう言い切ると、新井は立ち上がって私に向かって深くお辞じ儀ぎをした。

「じゃあ、僕は行きます。答えてくれて、ありがとうございました」

　私は立ち去って行った新井に声をかけることはなかった。

「はぁ……よかった……」

　初山くんの言葉にハッとして私は慌あわててお礼を言う。

「ありがとう。でも、どうして？」

「心配だったから」

　その言葉がひどく心に響ひびいて、私は思わず涙なみだがこぼれそうになる。

　新井の、いつもと違う様子がひどく怖かった。でも、初山くんが来てくれて、驚く半面、すごく安心した自分がいた。初山くんが来なかったら、きっと私は新井を止めることはできなかったと思う。

　私はこぼれそうになる涙を堪こらえると、もう一度、初山くんにお礼を言った。
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「結野さん、また明日あした」

　初山くんが私に声をかけて部活へと向かったあと、近くにいる女子の数人が私のそばへと寄ってきた。

「ねぇねぇ結野さん。やっぱりさ、初山くんと仲良いよね？」

「先生に相談するとうまくいくって本当だったんだ」

　勢いに圧あつ倒とうされてなにも答えることができない私に関係なく、彼女らはわいわいと盛り上がりを見せる。

「いや……、だから先生に相談したのは」

「恥はずかしがらなくてもいいのに」

　なんとか言葉にしたのに、どうやら恥ずかしがって隠かくしてると思われてるらしい。

　タイミングがタイミングを呼んで、なぜだか私が初山くんを好きだと勘かん違ちがいされてしまった。

　これは……どうしたらいいのだろう？

「結野さん！　今度一いつ緒しよにカウンセラー室に行って！　お願い！」

　今度は別の女子が、私の肩を摑みながら揺ゆさぶった。

「うっ、うん……」

　週に三日通ってる場所だし相談者を連れて行くくらい問題はないはずだ。

　一緒に行くからとにかく手を放してほしい。頭が揺れて気分が……。

　そう思って答えると更に盛り上がってしまった。

「やったー！」

「わたしも行きたい！」

「抜ぬけ駆がけはだめ！　ぜったい！」

「あの、私、これから先生の手伝いが……」

　彼女たちから抜け出そうとそっと手を挙げて言えば、あっけないほど簡単に教室をあとにすることができた。




「ひどく面めん妖ような顔をしているな」

「め……そうですか？」

　手伝いをしていたらいきなり先生に顔のことを指し摘てきされて首をかしげる。

　きっと面妖に見えるのはさっきのクラスメイトとの会話の衝しよう撃げきからだろう。でも、先生に言ったところでなにも変わらないので説明はしないでいいだろう。

「とりあえず穏おん便びんに終わったようだな」

　穏便と言ったのはたぶん新井のことだろう。

「……それも糸を見ただけでわかるんですか？」

「わかる。初山は無事、役目を果たしたようだな」

「ん？　初山くんが来たのって先生が関係してるんですか？」

「関係というほど絡からんではいない。昼休みにやってきた初山がひどく君のことを心配していたからな。私はただ背を押してやっただけだ。役に立っただろう？」

「先生、本当に酷ひどいですね。その言い方はさすがに……」

　相談したことで初山くんには余計な心配をかけてしまったようだ。もう一度、お礼を言っておこう。

「あと、そのうち話すこともあると言った橙だいだい色いろの糸のことだが……あれはわかりやすくいえば叶かなわぬ恋こいの色だ」

「叶わぬ恋、ですか？」

「そうだ。そこから黄色に変化することもあるし、また別な色に変化することもあるようだ。あの糸の相手は新井だった。君に忠告したあの日、一色だったはずの糸が橙色と黄色、そして微かすかにだが紫むらさき色いろも混じっていた」

　初耳なことが次から次へと出てくる。だけど気になるのは。

「紫？　初めて聞きましたけど、それってどういう意味があるんですか？」

　色味的にはなんだかすごく嫌いやな感じがする……。

「分類としては悪あく縁えんの類たぐいだな。ストーカーや、そういった繫つながりの糸に現れる色だ」

「は？　新井がストーカー？　いや、でも、ちょっと言動が危あやうい感じはありましたけど……というか、なんでそんな大事なことを言わないんですかっ！」

　嫌な予感どころの話じゃなかった。大ごとだった。

　ソファから勢いよく立ち上がってまなじりをあげれば、先生は軽く首を横に振ふった。

「言ったら君に迷いが出ただろう？　それはそれで支障が出たはずだ。問題ない。いまの糸は黄色だ」

「そう、ですか……」

　脱だつ力りよくしたようにソファに座ったけれど、そういえば初山くんの糸についてもなにか言ってなかっただろうか？

「先生、初山くんとの糸も混じった色だと言ってましたけど、それは問題ないんですか？」

「さて、どうだろうな？」

　気になるだろうと言っておきながらはぐらかすとは。

「……とりあえず、問題ないようならいいです。なんとなく、ですけど、自分の糸についてはなるべく知らないほうがいいのかなと。糸に振り回されても仕方がないですし」

　そんな私の言葉を聞くと、先生は背後に立って肩かたをぽんぽんと労ねぎらうように叩たたいた。

「思ったよりも元気そうだな。ならこれはいらなかったか？」

　先生の視線を辿たどって見ると、その手にあったのは美味おいしそうな豆大福だった。

　さっきからなにかをガサガサとやっていると思ったらこれを準備していたらしい。

「いりますっ、いりますってば」

　受け取ろうと手を伸のばすとひょいっと手の届かない位置に移された。

「なんだ？　食べるのか？」

「手伝いのご褒ほう美びくらいもらえてもバチは当たらないと思いますっ」

「君の場合、意外と厄やつ介かいごとを持ち込んでくるから相そう殺さいだな」

「だからそれは私のせいじゃありません！」

　攻こう防ぼうの末、無事に豆大福を受け取ると作業をいったん中断して食べはじめる。

　──あ、これ、駅前の有名な和わ菓が子し屋さんのやつだ。美味しい。

　もきゅもきゅと食べることに専念していると、それを眺ながめていた先生がしみじみと吐はき出す。

「君はどことなく私の親友に似ている」

「っんぐ……先生の親友ですか？」

　いきなりのことに少しばかり詰つまらせる。

　先生はあまり自分のことは話さない。職業のせいかほとんどが聞き役だ。聞いてもたいていはぐらかしている。だから先生が身近な人の話をするのは非常に珍めずらしいというか、初めてじゃないだろうか。

「厄介ごとばかりに首を突つっ込んで自分のことはなおざりにするお人ひと好よしなやつだった。とはいえすでに故人だがな……」

「随ずい分ぶんと早くに亡なくなられた方なんですね」

「高校在学中に他界したか──」

　言いかけたところでいきなり先生が訝いぶかし気に表情を歪ゆがめた。

「なにかありましたか？」

「このまえ、君に会ってほしい人がいると言ったが……どうにも時間がなさそうだな」

　食べるのをやめて姿勢を正しつつ先生の方を見るとそこにはいつも以上に真しん剣けんな眼まな差ざしがあった。

「君には悪いがいつでも動けるようにしといてほしい」

　眼差しの力強さとは裏腹に、その声はどこか憂うれいの色を帯びていた。




『やぁやぁ、子こ猫ねこちゃん。元気だった？』

「なんで大事なときにいないのよっ」

　セイゴが現れた瞬しゆん間かん、思わずそう言ってしまった。

　これは八つ当たりだ。みっともないってわかってる。

　でもセイゴがいれば、あそこで出くわすこともなかったし、もうちょっとマシな展開になってんたんじゃないかと思わずにはいられなかった。

『よくわかんないけど……、とりあえずごめんね？』

「うっ……私こそ、ごめん」

『ミィー』

　鳴き声に足元を見ると、ミィちゃんが私の足に縋すがるようにして顔をこすりつけていた。

『ミィちゃんも慰なぐさめてるみたい』

「ところで最近見かけなかったけど、どこにいたの？」

『ん？　校舎内にいるよ？　僕はここから出られないからね』

「それって地じ縛ばく霊れいってこと？」

『どうだろ。僕もよくわからないんだよね』

　そう言ってセイゴはひどく曖あい昧まいに笑った。
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　カウンセラー室での手伝いがない、火曜日の放課後。

　私は授業中に終わらなかった課題を提出するため、美術準備室へと向かっていた。

　──先生に会ってほしい人がいると言われたけれど、結局それっきり話は進んでない。

　なんでも、その人の都合をつけるのが難しいらしい。先生は私に言い出すまえから調整をしていたそうなのだが、それでも日にちが決まらないそうだ。もうしばらくは、日程の調整に時間がかかるかもしれない。

　とはいえ、あと数週間で期末テストがやってくる。中間テストのときは、なにかと慌あわただしかったけど、なんとか平均点は維い持じすることができた。でも、期末テストも同じように上手うまくいくとは限らない。私は勉強しないと点数が取れないタイプだ。できれば、その人に会うのはテスト明けか夏休みになればいいと思っている。

『子猫ちゃんはなにを描かいたんだい？』

『ミィー』

　歩いていると、背後からセイゴとミィちゃんが姿を見せた。

　私が手に持っていたクロッキー帳を覗のぞきこみながらセイゴが訊きいてきたけど、たいしたものは描いていない。

「なにって、教室だけど？　遠近法の授業だったし」

　声が響ひびかないように小声で答えると、セイゴはなぜか残念そうに眉まゆを下げた。

『なーんだ。てっきり人物画だと思ったのに』

「人物画って……なんで人物画なの？」

『だって、子猫ちゃんが誰だれをモデルにして描くか、気になるじゃないか』

　──意味がわからない。

　私は軽く首をかしげる。

「授業なんだから、席の近い誰かと組んで描くと思うけど？」

　気になるもなにも、実際にそのときになってみないと相手は誰になるかわからない。

　だけど、セイゴは私の答えに納なつ得とくできないらしい。

『そういうことじゃないんだけどねぇ……』

　やれやれと、どこか呆あきれたような空気を放つセイゴに、私は理解できないとばかりに眉をひそめた。

　階段を上りきって美術室のある三階にたどり着くと、パタパタと足音が聞こえてきた。

　──なんだろう？

　そう思った矢先、廊ろう下かの角から人が飛び出してきた。

　避さける暇ひまもなく肩と肩がドンッとぶつかり、持っていたクロッキー帳が手から滑すべり落ちる。

「ごめんなさいっ……！」

　謝りながら一いつ瞬しゆんだけ顔をあげた女子生徒の顔は、涙なみだで濡ぬれていた。

　私が声を発する間もなく、その人は私が今しがた上がってきた階段を勢いよく駆かけ下りて行った。

　足音が遠ざかっていくなか、私は床ゆかに落ちてしまったクロッキー帳を拾うとセイゴと顔を見合わせた。

『なにかあったのかね？』

「さぁ……」

　セイゴが心配そうにするのはきっと、ぶつかったときに見えてしまった表情のせいだろう。

『ああいうのって気になるんだよねぇ。ちょっとだけ様子を見てくるよ』

　セイゴはそう言うと、階段を駆け下りていった女子生徒のあとを追いかけた。

　私は、そのうしろ姿を見送ると、ふたたび歩きだした。




　美術準備室へと入ると、美術教師であり、クラス担任でもある高野亘わたる先生がどんよりとした表情で私を見ていた。

「なんだ、結野か……」

「なんだって失礼じゃないですか？　いったい誰だと思ったんですか？」

「いや」

　言い淀よどんだ高野先生に対して、私はもしかしてとそのまま言葉を続ける。

「ついさっき、泣いてる女の子とすれ違ちがったんですけど、なにか関係はありますか？」

　私の言葉を聞いた高野先生は、困ったように眉を寄せて大きく息を吐はき出した。

「そうか。やっぱり泣いてたか……」

「教師が生徒を泣かせてどうするんですか」

「あー……、これにはわけがあってだな」

「泣くほどきついこと言ったんですか？　最低ですね」

「そんなわけないだろうっ！」

　タジタジになりながらも「それでなんの用だ？」と先生に訊かれて、ここに来た用事を思い出す。私は手に持っていたクロッキー帳を差し出した。

「これ、課題です。遅おそくなってすみませんでした」

「確かく認にんするから少し待っててくれ」

「はい」

　私は高野先生が確認しているあいだに、室内をぐるりと見回す。部屋のなかはあちらこちらに道具やら本やらが乱雑に置かれていて、とてもじゃないけど綺き麗れいとは言えない。カウンセラー室がきっちり整理整せい頓とんされているだけに余計にそう思ってしまう。

「高野先生、少しは片づけたらどうですか？」

「なかなかまとまった時間が取れなくてな」

　クロッキー帳から目を離はなすことなく答える高野先生の声は、どこか適当な感じに聞こえた。私は思わずため息を漏もらす。

「少しずつ片づけましょうよ」

「なんなら結野が片づけるか？」

「は？　いやです」

「そう言うなって。部活に入ってないなら暇だろ？」

「えー……。私、そんなに暇じゃないんですけど」

　ただでさえ先生から頼たのまれている手伝いがあるのだ。これ以上はできることなら遠えん慮りよしたい。

「人見の手伝いはするのに俺の手伝いはできないと？」

　私はその言葉に目を丸くした。クラスメイトには話したけれど、高野先生が知ってるとは思ってもいなかった。

「なんで高野先生が知ってるんですか」

「人づてに聞いたからに決まってるだろ。そうか、結野は手伝う相手を選ぶのか」

「うっ……。で、でも、人見先生にはお世話になったという理由がちゃんとあるので」

　いや、はじめは強制的に決まった手伝いだったけれど、先生がしてくれる話はとても勉強になるし、最近は幽ゆう霊れいが入り込めないあの場所を気に入ってたりする。

　だけど高野先生だからと言って断ろうと思っているわけではない。

「なんだ。思ったよりも反応が薄うすいな。からかい甲が斐いのないヤツだ。てっきり人見に惚ほれたとか、そんな理由で手伝ってるのかと思ってたんだわ。あいつ、見目だけはいいからな」

「は？」

　クロッキー帳のページをめくりながらつまらなそうに言った高野先生の言葉に、私の思考は一瞬だけ止まった。

　──最近、やけに恋れん愛あいの話題が続くけど、なんでそんなに勘かん違ちがいされるのか。

　私は大きくため息をついた。

「なんでそうなるんですか……。たちの悪い冗じよう談だんはやめてください」

　たしかに、高野先生が言うとおり先生は美形だ。でも、はっきりいって私はあの顔に興味がない。そもそも、あの容姿だから関かかわりたいというのなら、一年のときからカウンセラー室に通っていただろう。

　私はジト目で高野先生を見ながら強い口調で言い返す。高野先生はクロッキー帳から目を離すと、苦く笑しようしながら顔を上げた。

「悪い悪い。そう怒おこるなって」

「怒らないほうがおかしいと思います」

「学生時代の人見は、あまり人を近づけさせない奴やつだったんだよ。だからいまの状じよう況きようが意外でな」

「えっ。高野先生って人見先生と昔からの知り合いだったんですか？」

　高野先生の意外な言葉に、私は思わず声をあげた。

「知り合いどころか同級生だし、互たがいにここのＯＢだぞ」

　ＯＢということは、すなわち卒業生──私の先せん輩ぱいにあたるということだ。

「じゃあ、人見先生と仲が良かったんですか？」

「仲が良かったわけじゃない。さっきも言ったとおり、人見は周りとは距きよ離りを置いていた。知る限り、人見が仲良くしていたのはせいぜいふたりだ。だが、人見は校内でもかなりの有名人だったから大たい抵ていの人間は知ってたぞ」

「有名人って……。人見先生って目立つのは嫌きらいですよね？」

「正確にはあいつの親友が有名で、人見は巻き込まれた形だな。それに人見はあの顔だろ？　女子から常に騒さわがれる存在だった」

　なるほど、と思う。先生の容姿なら、さぞかし学生時代はモテただろう。

「言っとくが、俺だって生徒会長やってて人見に負けないくらいには有名だったんだぞ」

　ふたたび意外な言葉が出てきて私は目を丸くした。

「高野先生が生徒会長とか、なんか……」

「似合わないとか言うんだろ？」

「運動部でバリバリに活かつ躍やくしてそうなイメージでした」

　高野先生の見た目は文系というよりは体育会系だ。上背もあるし大おお柄がら、黒い髪かみも短く切り揃そろえられていて、美術教師と言われるより爽さわやかスポーツマンと言われたほうがしっくりくる体型なのだ。

　だから、生徒会と言われても想像できない。いまの生徒会長が絵に描かいたような黒髪眼鏡のインドア優等生といった感じの人だから、余計にそう思ってしまう。

　私の答えに先生は嫌いやな顔をせず、いつものことと言わんばかりに苦笑しながら口を開く。

「運動は嫌いじゃないが勉強したり絵を描いてる方が好きだったからな。結野だけじゃなく友達にも意外だって言われるし、美術教師をやってることすら似合わないなんて言ってくる知り合いもいるぞ」

「高野先生って、見た目とのギャップがかなりありますよね」

「それを言ったら人見のほうがすごいだろ」

「否定はしません」

　私はにっこりと笑えみを浮うかべて、それ以外は口にしなかった。

　自分の言ったことがどんな形で先生の耳に伝わるかわからない。脚きやく色しよくされて伝わったときの反応を考えただけで恐おそろしい。先生のことはあまり喋しやべらないに限る。

　高野先生は持っていたクロッキー帳を閉じると、それを机の上にたくさんある冊子の山のひとつに置いた。

「長々と悪かったな。問題ないから行っていいぞ」

「はい。では失礼します」

　課題に問題なかったことに胸むねを撫なで下ろしながら部屋を出ようとする私を、高野先生は意味ありげに笑って見送った。

「結野、今度手伝いに来たときに面おも白しろいもの見せてやる」

「手伝うことは確定なんですね……」

　高野先生の言葉にげんなりとしながら、私は美術準備室をあとにした。




　週末の金曜日の昼休み。

　今日は寧々の提案で初山くんや緑間くんたちを誘さそってお昼ごはんを食べていた。ただ外はあいにくの雨模様のため、集まった場所はいつもの中庭ではなく教室棟とう一階のラウンジスペースだ。

「みんなは夏休みの予定は決まってるの？」

　そう口にしたのは寧々だった。まだ七月になってないというのに気が早い。

　去年の夏は寧々に誘われてプールに行ったりしたけれど、今年はきっと彼氏である緑間くんが優先だろう。そうなるとたぶん私は家からは出ない。夏はできるかぎり、外には出たくない。

　その理由の大半は視みえる幽霊のせいだ。お盆ぼんという時季的なもののせいなのか、夏はお祭り騒ぎかとツッコミたくなるぐらいに幽霊たちが賑にぎやかになる。関わらないようにするには、ひきこもるのが一番だったりする。

　寧々の問いかけに最初に答えたのは、初山くんだった。

「部活以外はまだ未定かな。廉は花川さんとデートだろ？」

「そのつもりだが」

「少しぐらい照れろよ」

　即そく答とうした緑間くんへの初山くんのツッコミに私も心のなかで同意する。

　寧々を見れば、恥はずかしそうに少しだけ顔を伏ふせていた。耳元も赤い。

「結野さんは？」

「今年はひきこもりかな」

　初山くんに視線を移しながら思っていたことをそのまま声に出したら、

「駄だ目めっ！　束ちゃん絶対に駄目！」

　さっきとはまったく違ちがう、ムスッとした表情の寧々に猛もう反はん発ぱつされた。

「寧々……」

　寧々は私が視えることを知っている。ひきこもる理由もわかってるはずなんだけど、視えることで私が遊びに行かなくなるのが嫌らしい。

「せっかくの夏休みなんだから束ちゃんと遊ぶの！」

「だって寧々、今年は緑間くんと遊ぶんでしょ？」

「廉くんとも遊ぶけど、束ちゃんとも遊ぶの！」

　こうなってしまったら私には手に負えない。

　頑かたくなになった寧々に私が困って眉まゆ尻じりを下げると、初山くんが口を開いた。

「そうだ。このまえみたいに四人で遊べたらいいよね」

「八月末なら部活が休みに入るから可能じゃないか？」

　初山くんの言葉に緑間くんも同意する。

　てっきり緑間くんはふたりで会う時間が減るのは嫌だろうと思ってただけに少し意外だった。寧々には甘いのかもしれない。

　ふたりの言葉に気を良くした寧々は、遊びに行く話をまとめると別の話題を口にした。

「そういえば。束ちゃんって最近、縁えん結むすびさんって呼ばれてるの知ってる？」

「は？　なにそれ？」

　はじめて聞く言葉に、私は寧々に聞き返す。

　すると、なぜか初山くんと緑間くんはウソだろと言わんばかりに私を見てきた。

「え、なんでそんな目で見るの……」

「知らない方がおかしいだろ」

「この噂うわさ、結構回ってるよ」

　私の頭の中にはハテナマークが大量に浮かぶ。

「噂が回ってるって、どういうこと？」

「俺もあまり詳くわしくはないけど……」

　初山くんは首に手を置いてから言葉を続ける。

「結野さん。このまえ、クラスの女の子連れて人見先生のところに行ったでしょ？」

「うん。このまえ上手うまくいったってなぜか私にお礼を言われたけど」

「それが決定打になっちゃった感じなんだよね」

　苦く笑しようする初山くんに、私はわけがわかならいと眉まゆを寄せて首をかしげた。

「先せん輩ぱいに聞いた話なんだけど、少しまえから人見先生に相談するときに黒髪の二年生が一いつ緒しよにいると恋こいが叶かなうって噂があるらしくってさ」

「は？」

　──それって私のこと？

「でも、黒髪の二年なんて他ほかにもいるよね？」

「その他の情報として、人見先生の手伝いをしてることや背は低からず高からず、目は少しつり目っていうのも回ってる」

　初山くんの言葉に私は一いつ瞬しゆん、声が出なかった。

　該がい当とうする人物が他に思いつかない。

「……初耳なんだけど」

「俺でさえ聞いたことあるぞ。なんで結野は知らないんだ？」

「束ちゃんだし、しょうがないよ。自分のことには疎うといから」

　カップルふたりに駄目だしをされながらも、私は必死にこれまでのことを思い出す。

　そもそも、先生に相談したい人がカウンセラー室を訪ねて来たとき、私は席を外すようにしていた。だけど、同席を頼たのまれることもあった。そういうときは、先生と一緒に話を聞くこともあったけれど──そういえば最近、同席してほしいっていう人が増えた気もする。

　初山くんは、私が思い出しているあいだも話を続ける。

「で、実際にクラスの子が結野さんに頼んで一緒に来てもらったら、本当に恋が実った。それをきっかけに噂に拍はく車しやがかかったみたいでさ。名字にちなんで〝縁結びさん〟の名前がついて、すごい勢いで広がったってわけ」

　そう言われれば、クラスの女子にお礼を言われたときに「結野さんがいてくれたおかげだから」と言ってたような気がする。

「でも、上手くいったって話を聞いてから、まだそんなに日にちが経たってないと思うんだけど……」

「みんな噂話には飢うえてるから」

「ただ単に、娯ご楽らくが欲しいんだろ」

　男子ふたりの言葉に納なつ得とくしてしまった。その気持ちはなんとなくわかる。

　勉強して部活しての繰くり返しだと、なにかしら刺し激げきのあるものが欲しくなるものだ。

　そう気持ちはわかる。わかるけども。

　──私の噂じゃなくてもいいじゃないっ！

　恥ずかしさでいたたまれなくなってきて、私は思わずテーブルの上に突つっ伏ぷした。




　衝しよう撃げきの事実で食欲を失くした私は、みんなより一足先に教室に戻もどったけど。

「あっ、結野さん戻って来た！」

　出入り口付近にいたクラスメイトの男子に名前を呼ばれた。

　なんだろうと思いながら私は早歩きで近づく。

「なにかあったの？」

「先輩が結野さんに用事があるんだって」

　男子のその言葉に、私はすぐそばに立っていた生徒に視線を移す。

「お昼休みにごめんね」

　私を待っていたのは女子生徒だった。こげ茶色のセミロングで制服のリボンは藍あい──三年生だ。接点のない先輩が私なんかになんの用だろうか？

　──でも、つい最近、見かけたことがあるような……。どこでだっけ？

「あなたが縁結びさんで合ってる？」

「は？」

　私が間ま抜ぬけな声を発したと同時に、横から噴ふき出したような声が聞こえた。

　ちらりと声のした方に視線をやると、声をかけてきた男子が必死に笑いを堪こらえていた。

　視線が合うなり、やべっといった表情をしながら私から顔を背そむける。

　──やばい。面と向かって言われるとすごく恥ずかしい。

　恥ずかしさで少し頰ほおが熱くなるのを感じながらも、私は気を取り直して先輩を見た。

「えっと、はいともいいえとも私は答えられないんですが。周りはそう勝手に言ってるようですけど……」

　私の言葉に相手はハッと表情を変えると、申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「そうよね。いきなり変な名前で呼んでごめんなさい。結野さん、で合ってるかしら？」

「はい」

「わたしは三年の宮みや下した莉り奈な。今日の放課後、少し付き合ってほしいんだけど大だい丈じよう夫ぶかな？」

　その言葉に私は首をかしげた。

　私のことを縁結びさんと呼んだからには恋れん愛あい相談のことだろうか？

「えっと、それは人見先生のところ、ですか？」

「ええ。時間はあるかしら？」

　確かく認にんのために聞き返したけれど、やはりそうらしい。

「今日は手伝いもあるので構いませんけど」

　特に断る理由もないからＯＫしたけど──まさか、噂どおりに私が一緒だと本当にうまくいくとか、考えてないよね？

　窺うかがうように宮下先輩を見ると、彼女は私の答えに安あん堵どしたのか表情を緩ゆるめた。

「じゃあ放課後。ここで待っててね」

　宮下先輩はそう言い残して振ふり返ることなく立ち去っていった。

　ぽかんと、そのうしろ姿を見送ってから、私は軽く息を吐はき出す。

　──まあ、一緒にカウンセラー室に行くだけならいいか。

　そう思いながら私は教室に入って自分の席に戻る。しかし。

「あっ。あの人……」

　美術準備室に行く途と中ちゆうでぶつかった相手が宮下先輩だと気づき、なんだか妙みような胸むな騒さわぎがした。




　　　　２




「待たせてごめんね。行きましょうか」

　放課後。宣言どおりに迎むかえに来た宮下先輩とともに、私はカウンセラー室へ向かった。

　──先生はまた呆あきれるかもしれない。

　そう思いながら、私はドアをノックした。

「結野、来たならさっそく」

　ドアを開けると私に声をかけながらこちらを見た先生は、一瞬わずかにだけど表情が真顔になった。でも、すぐさまいつもの表情に戻った。

　先生から憐あわれむような視線を感じるけれど、私は気にせず口を開く。

「……宮下先輩が先生に用があるとのことなので。お連れしました」

　私は少し左にずれて宮下先輩を押し出すとそのまま一歩下がった。

「突とつ然ぜんお邪じや魔ましてすみません」

「いや、構わない。座って少し待っていなさい」

　私は邪魔にならないように別の場所で待っていよう。

　──本心を言えば、これ以上噂の元になりたくないし、ややこしいことに巻き込まれる可能性を少しでも減らしたいだけだけど。

「先生、邪魔になるといけないので私は準備室にでも行って」

　そう告げている最中に、横からガシリと腕うでを摑つかまれた。

　私は驚おどろきながら摑まれた箇か所しよと宮下先輩を交こう互ごに見る。

「お願いだから、一緒に聞いてくれない？」

　不安そうに私を見た宮下先輩にウッと少しばかり心が揺ゆれる。

「彼女もそう言ってることだ。君も座ったらどうだ？」

　私の返事を待つことなく飲み物を用意し始めた先生を見ると、口角が少し上がっていた。

「ねえ、結野さん……」

　縋すがるような宮下先せん輩ぱいの声に私は諦あきらめた。

　だめだ。これはもう残るしかない。

「宮下先輩、座りましょうか？」

　彼女に声をかけると、安心したようにホッと息を吐き出して、摑んでいる腕を放してくれた。私は宮下先輩の背を軽く押してソファに移動する。

　座って待っていると、先生がいつものように紙コップを持ってきた。

「ゆっくりでいい。君の話したいように言葉にしてみるといい」

　先生は目の前のソファに腰こしを下ろすと、いつもより少し穏おだやかな口調で宮下先輩に声をかける。

　宮下先輩を窺い見れば、少し戸と惑まどいながらもなんとか口を開いた。

「……あの、告白してフラれてしまったんです。だけど……諦めがつかなくて。この場合、どうしたらいいでしょうか？」

「それは恋こいを諦めたいということでいいのか？」

「はい」

「ふむ……。そうなると、自分の感情とどう向き合って、どう付き合っていくかだが」

　一度言葉を区切ったあと、先生は迷うことなくはっきりと告げる。

「無理に感情を片付けようとはせず、思うがままにするといい──と言いたいところだが、恋は深追いしすぎると自分を見失う。引き際ぎわは大事だ。宮下はどうしてその相手が好きなのか、なぜその相手がいいのかをいま一度、考えてみなさい」

「どうして好きなのか……」

「諦められない理由をまず探すことだ。理由がわかればどうするべきかは自おのずと見えてくるものだ。そう簡単に自分を客観的に見ることはできないかもしれないが、どうだ？」

　先生の言葉に、宮下先輩は左手を胸むな元もとに置いて深呼吸をしながら目を閉じた。

　数拍はくのあと、ゆっくりとまぶたをあげて先生を見た。

「……少し、距きよ離りを置いて考えてみます」

「冷れい却きやく期間を置くと、また違ちがって見えてくるものもあるだろう。もし、なにかあったらまた来なさい」

「はい」

　そのあと、宮下先輩は先生とたわいもない話をいくつかしてから、お礼を言ってひとりカウンセラー室をあとにした。

　少しの間のあと、先生はコップを片手に立ち上がった。

「まったく。君は巻き込まれる癖くせでもついたんじゃないのか？」

　先生の指し摘てきがぐさりと心に刺ささる。そんな癖、いらない。

「私だって極力、巻き込まれたくないんですけど……」

「彼女とは元々知り合い、というわけではないのだろう？」

　先生の言葉に私は軽く頷うなずく。

「教室にやってきた宮下先輩に突とつ然ぜん頼たのまれました」

　私の言葉を聞いて、先生は気が重そうに息を吐き出した。

「ついに他学年の生徒も君のところに行くとは……。ほんの数日のこととはいえ、噂うわさとは怖こわいものだな」

「噂ってまさか……」

「君も自分の噂くらい知っているだろう？　君がいると恋が実るらしいぞ」

　やっぱり縁えん結むすびさんの話だった。というか。

「知ってたのなら教えてくださいっ！」

「聞かれなかったからな」

「うっ」

　と言われても、私は噂のうの字も知らなかったわけで。

　それにしてもあの噂。尾おひれどころかいろんなものがついてそうで怖い。

「でも、私はただついてただけなのにどうして」

　と言いかけて、はたと口を閉じる。

　宮下先輩が私を一いつ緒しよに連れてきたのは、てっきり縁を結びたいという理由だと思っていた。でも、それだとさっきの質問と嚙かみ合わない。

「どうかしたのか？」

「えっと……」

「気になることがあるなら言ってみるといい」

　私は思い切って口に出すことにした。

「諦めたいという理由なら、噂は関係ないですよね？　私が一緒にいる必要があったのかと思って」

「たしかに、君が彼女についている必要はないな。他ほかに意図があると思えなくはないが」

　そう言いながら先生はあごに手をあてて考え始める。

　あと、これは答えてくれるかわからないけれど、一応、聞いておいた方がいいかもしれない。

「あの、ちなみに宮下先輩の糸はどうなってたんですか？」

「問題はそこだ。フラれたと言っていたが、彼女には恋の糸がある。フラれた相手と繫つながっているのか、それとも別の相手と繫がっているのかで話は変わってくるが……」

　先生は自席に戻もどると、眉み間けんを揉もみながら「まあいい」と言葉を続けた。

「結野。このまえ言ったことだが、期末考査最終日の放課後に時間を作ってほしい」

「──ああ、ようやく日にちが決まったんですね。大だい丈じよう夫ぶです。特に用事もないですし、その日で問題はありません」

　てっきり決まるまでもう少しかかると思っていたけれど、私の希望どおりにテスト明けに決まったのだから文句はない。

「その日はホームルームが終わり次し第だい、カウンセラー室に来るように」

「わかりました」

　段取りも決まってホッと一息ついた私だったけど。

「じゃあさっそくだが」

　そう言いながらドンッと目の前に積み上がった本の山に、今日の手伝いはお使いかとげんなりしながらそれらを見つめた。




『相変わらず巻き込まれてるねぇ』

　本を抱かかえてのんびり歩いていると、背後から三日ぶりの声が聞こえてきた。私は左右を確かく認にんして人がいないと判断すると、足を止めて振ふり返った。

「好きで関かかわってるわけじゃないってば」

　響ひびかない程度の声で抗こう議ぎすると、セイゴはクスクスと軽く笑う。

『でも面めん倒どう見みがいいというか、子こ猫ねこちゃんは流されやすいから回かい避ひは無理じゃないかな？』

「うっ……そんなことないからっ」

　自分が押しに弱い性格だというのをわかっているだけに、その指摘は刺ささる。だけど、やっぱり認めたくはない。

　──そうだ。セイゴに聞きたいことがあったんだ。

「ところで、あのあとはどうだったの？」

『あのあとって？』

「このまえ美術準備室に行くときにぶつかった女の子を追いかけていったでしょ？」

　並ぶようについてくるセイゴに訊たずねると、彼は私を追い越こしてくるりとこっちを見た。

『うん、それは大丈夫だよ。しばらく立ち止まって泣いてたけれど、ちゃんと下校したし』

「他に気になることはあった？」

『特に目につくような変化はなかったよ』

　聞く限り、宮下先輩が私に付き添そいを頼たのんだ理由は読み取れない。

　私は「そう」と小さく返事をしてふたたび歩きはじめてから、最近ちょっとだけ気になっていたことを投げかけてみた。

「ところでセイゴ。まえより見かけなくなったような気がするけど、成じよう仏ぶつでもするの？」

『へ？』

　セイゴにとってあまりにも唐とう突とつな問いかけだったのか、びっくりしたと言わんばかりに目を丸くする。

『なんで急にそうなったの？』

「だって幽ゆう霊れいは最終的に成仏するんじゃないの？　これまで消えていった幽霊もそういった前まえ触ぶれはあったし」

『んー、だいたいはそうだけど……でも、子猫ちゃんが心配してくれるなんて嬉うれしいなぁ』

　気になったから聞いただけだったけれど、セイゴは自分のいいように解かい釈しやくしたらしい。

「してないから」

　そもそも心配する以前に魂たましいが解放されることは良いことだと思うんだけど。

　でも、この幽霊はまだまだこの学校に居座る気らしい。

『僕もなんだかんだで満まん喫きつしたいことがいっぱいだからね。残念だけど子猫ちゃんだけに構ってられないんだ』

「私以外に構ってくれる人がいるならそっちに行きなさいよ」

『ふふっ、子猫ちゃんったら恥はずかしがり屋だなぁ』

「恥ずかしがってないから」

　──さっさと成仏すればいい。本当に。

『そういえばこのまえの彼女、昔どこかで見たことがある気がするんだよねぇ』

「昔って、いつのはなし？」

『えーっと、いつだったかな……』

　しばらくセイゴは唸うなっていたけれど、

『──あ！　そうだ！　副会長に似てるんだ』

　ポンっと手を叩たたいて、うんうんと大きく頷いた。

「副会長ってなに？」

　首を横にかしげると、セイゴは補足するように言葉を続ける。

『副会長っていうのは生徒会の話ね。名前はたしか、宮下莉り子こ。子猫ちゃんが課題を持っていった、高野が生徒会長をやってたときに宮下ちゃんは副会長で、当時は美男美女の組み合わせだって相当騒さわがれてたんだよね。いやぁ、昔のことだから思い出すのに時間がかかっちゃったよ』

　私はその言葉につい先日聞いたばかりのことを思い出す。

「高野先生が生徒会長だったっていう話は聞いたけど」

　でもそれが……と言いかけてピンときた。

「名字も同じで顔が似てるってことは、姉し妹まいなのかな？」

『姉妹かどうかまではわからないけど、ふたりが似ているのは確かだよ』

　美術室の近くですれ違ちがった宮下先せん輩ぱい。

　高野先生と接点がある、宮下先輩と同じ名字の副会長さん。

　セイゴもふたりの関係性まではわからなかったけど、仮にもし姉妹だった場合、宮下先輩と高野先生は知り合いだった可能性は少なからずあるのかもしれない。

　だけど、セイゴはなんでここまで詳くわしいんだろう。

「ねぇ、セイゴ」

『なんだい？』

「やけに詳しいけど、そんなに昔からいるの？」

『そうだね。そこそこまえからはいるかな』

　セイゴが着ているのは旧制服だから、少なくとも制服がいまのデザインに切り替かわるより前からいることになる。制服が切り替わったのはここ十年ぐらいの話だった気がする。

　気になるけれど、いまは宮下先輩の件だ。

「まあいいや。セイゴありがとう。気に留めておく」

『子猫ちゃんにお礼言われちゃった』

　なにやら嬉しそうに感動しているセイゴを放置して、私はお手伝いを終わらせるために目的地へと急いだ。




　週明けの月曜日。初山くんを含ふくめたクラスメイト数名に誘さそわれて久しぶりに教室でお昼ごはんを食べ終えた私は、なんだか急に甘いものが飲みたくなって席を立った。

「結野さん、どこ行くの？」

「飲みものが欲しいから購こう買ばいに行こうかなって」

「それなら俺も行くよ」

　初山くんが席を立つと「それなら俺のも買ってきて」「なら結野さんわたしも」と一いつ緒しよに食べていた人たちから声が上がる。

「おまえらのパシリじゃないっつーの」

　初山くんが軽く文句を言ったけれど、ついでだしということで結局みんなのぶんも引き受けて、ふたりで教室を出た。

「結野さんはなに飲む？」

「うーん、どうしよう」

　自じ販はん機きの前に着いてからなにを買うか悩なやんでいると、うしろから声をかけられた。

「束先せん輩ぱい、こんにちは。初山先輩も」

「あっ……」

　振り返った先にいたのは新井だった。手に袋ふくろを持っていることを考えると、新井も購買に用事があったのだろう。

　──新井をフってから、会うのは今日がはじめてだ。

　あのときの様子が頭に浮うかんでしまい、私は思わず身構える。

「そんな身構えなくっても。なにもしませんから」

　苦く笑しようする新井に、私は気まずくなって視線を逸そらす。

　──なんて声をかけたらいいのか。どう接していいのかわからない。

　戸と惑まどっている私に代わって口を開いたのは初山くんだった。

「新井、そう言ったって説得力がない」

「言うのと言わないのじゃまた違いますよ、初山先輩」

　そこへもうひとり、私に声をかけてきた。

「あら、結野さん？」

　呼び声がした方を見ると、宮下先輩がこっちに向かって歩いてくるところだった。

「宮下先輩、こんにちは。先輩も購買ですか？」

「そうなの。結野さんはお友達と？」

　その質問に答えたのは新井だった。

「お友達じゃなくて彼氏だったらよかったんですけどね」

「おい、新井」

　宮下先輩は新井の言葉に目を丸くしたあと、笑えみを浮かべた。

「ふふっ、そんなにストレートに言っていいの？」

「すでにフラれてるのでいまさらです。──じゃあ束先輩、また」

　そう言って新井は早々にこの場をあとにした。

「……行っちゃったわね。フラれたもの同士、話が合うかと思ったんだけど」

「新井はあまりオススメできませんが……」

「じゃあ、そっちのキミはどうかしら？」

　宮下先輩が視線を投げたのは初山くんだった。

「えっ？」

「み、宮下先輩っ!?」

　いきなり話を振ふられてポカンとする初山くんに対して、私は慌あわてて宮下先輩に声をかける。

「ふふっ、冗じよう談だんよ」

　誤ご魔ま化かすように笑った宮下先輩だったけど、その笑顔はどこか弱々しい。

　突とつ然ぜんすぎる言葉とその笑みを見て、私はなんだか悪い予感がした。

　──想おもいを引きずるあまり、変なことを起こさないといいけど……。

「結野さん、わたしももう行くわ」

　立ち去ろうとした宮下先輩を私は慌てて引き止めた。

「あの、宮下先輩！　放課後、時間があったらお茶でもしませんか？」

　気づけば、そう言っていた。

　このまま、なにも見なかった聞かなかったふりをすることはできる。

　だけど、私にはそれができなかった。

「そうね……。放課後、昇しよう降こう口で待ってるわ」

　私の急な誘いになにかを察したのか、宮下先輩は眉まゆ尻じりを下げながら軽く笑みを浮かべた。
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　買い物を終えて初山くんと教室に戻もどった私は、買ったものを飲むことなくカウンセラー室へと向かった。今日は手伝いに行けないことを伝えるためだ。

　でも、これまで休んだことがないだけにどういう反応があるかわからない。すでに宮下先輩を誘ったあとだけど、ダメだと言われたら。あとが少し怖こわいけど、強硬手段をとるしかないだろう。

「先生。いま、いいですか？」

　部屋に入ると、先生はお昼だというのにパソコンに向かい合ってなにかを打ち込んでいる最中だった。

「結野か。またなにかあったのか？」

　モニターを見たまま私に声をかける先生に、私はおそるおそる申し出る。

「いやあの……今日、お手伝いをお休みしたいんですけど……」

「そんなことか。構わん」

「えっ、いいんですか？」

「なぜ驚おどろく。別に休んだらいけないというわけではない」

「えー……」

　てっきり休んだらいけないとばかり思っていた。

「ただのサボりなら容よう赦しやしないが、君の場合、これまで休まず手伝っていたからな。用事があるんだろう？」

「はい。……あの、先生」

「なんだ？」

「宮下先せん輩ぱいのことなんですけど、大だい丈じよう夫ぶですよね？」

「どういうことだ？」

「さっき会ったんですけど、様子がおかしいというか。元気がなかったので……」

　先生は動かしていた指を止めて私を見ながら呆あきれたように返す。

「君はまた、首を突つっ込むつもりか？」

「うっ」

　──まだなにも言ってないのに。

　思わず言葉に詰つまる。

「道筋は示した。どうするかを決めるのは君じゃなく彼女だ。それは君もわかってることだろう？　それに花川や緑間のときとは話が違ちがう。なぜ、友人でもない君がそこに入る必要がある？」

「それはそうですけど……」

　わかってる。わかってるんだけど。

「ここで知らん顔したら、なんだか後こう悔かいしそうな気がして」

　新井とのことがあったから、なのかわからないけど。そんな気がしてならないのだ。

「──後悔、か」

　先生は一度だけゆっくりと目を閉じてから顔を背そむけた。

「私は彼女がふたたび相談しに来ないかぎり、手を貸さない。いいな？」

「はい」

　先生の言葉に頷うなずくと、私はカウンセラー室をあとにした。




　放課後。ここならゆっくり話せるからと宮下先輩に連れられた場所は、通学路から少し外れた場所にあるお花屋さんだった。

「莉奈、いらっしゃい。その子がお友達？」

　店先で出で迎むかえてくれたのは、宮下先輩と顔がそっくりな、品の良さそうな女性だった。

「そう。結野さんっていうの。結野さん、わたしの姉よ」

「はじめまして、姉の莉子です。狭せまいところだけど、ゆっくりしていってね」

　──この人が、セイゴの言ってた人か。

　私は小さく会え釈しやくをした。

「結野です。突然お伺うかがいしてすみません」

「気にしなくていいのよ。莉奈、準備はしてあるから。なにかあったら声をかけて」

「わかった。結野さん、こっちよ」

　少し戸と惑まどう私をよそに、宮下先輩は店内へと案内する。中に入って見回すと、そこは色とりどりの花で溢あふれていた。でもなぜか、邪じや魔まにならないような場所には小さいながらにカフェのようなスペースがあった。

「あの、お仕事中みたいですけどよかったんですか？」

「ここはね、祖母が花に囲まれながらご近所付き合いできるような仕事がしたいって言ってはじめたお店なの。気にしないでどうぞ、座って」

　私は宮下先輩に促うながされるままに、案内されたおしゃれなガーデンチェアに腰こしを下ろした。円形のテーブルのうえには、すでにポットと綺き麗れいな細工のティーカップやお菓か子しが置かれていた。

　宮下先輩はポットを手に取ると、優ゆう雅がな仕草でティーカップへとお茶を注ぐ。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　目のまえに置かれたティーカップから、ふわりと立った湯気とともに紅茶の香かおりが漂ただよう。

「わたしを誘さそったのは聞きたいことがあるからでしょう？　ごめんなさい。結野さんにはなにも説明しないまま付き合わせてしまったから」

「あの……」

「気になるのはカウンセラー室でのこと？　昼休みのこと？　それとも、美術室の近くでぶつかったときのことかしら？」

　私は、その言葉に驚いて目を見開いた。

　聞きたかったことを先に言われてしまったこともあるけど、それよりも。

「み、宮下先輩はあのときの相手が私だって、気づいてたんですか？」

　そんな素そ振ぶりがまったくなかっただけに、宮下先輩は私だと気づいてないのかと思っていた。

　先輩は苦く笑しようしながら「ええ」と言葉を続ける。

「だから、あなたのクラスに行ったときはびっくりしたわ。まさか、ぶつかった子が縁えん結むすびさんだとは思わなかったんだもの。ちゃんと謝るのが遅おそくなってしまったけど、あのときはごめんなさい」

「いえ、宮下先輩のほうこそ、大丈夫でしたか？」

　私の問いかけに宮下先輩は頷いた。

「でも、泣いてる女にいきなりぶつかられてびっくりしたでしょう？」

「はい……」

「泣いてた理由も気になるわよね」

　と小声で前置きすると、宮下先輩はゆっくりと喋しやべり出した。

「わたしね……、美術の高野先生のことが好きだったの」

「っ!?　高野先生、ですか？」

　驚く私をよそに、宮下先輩は淡たん々たんと言葉を続ける。

「そうよ。高野先生には昔から姉を通じて良くしてもらっててね。いま考えれば、幼いながらに先生のことが好きだったんだと思う。だけど、高野先生は姉のことが好きでね」

「えっ、そうなんですか？」

「とは言っても、わたしが勝手にそう思ってるだけで。高野先生に直接聞いたことはないんだけれど」

　宮下先輩はそう言って目を伏ふせた。

「本当はね、伝えるつもりはなかったの。だって、わたしなんてまだまだ子供だし、姉の方が魅み力りよく的だし。でも、だんだん苦しくなっちゃって。だから思い切って告白したんだけど、フラれちゃった。そのあと、ぶつかったのが結野さんだったというのがあの日の話」

　私は、あの日の高野先生の様子を思い出す。

　──他ほかに好きな人がいて断ったというには、意い気き消しよう沈ちんしすぎていた気がする。

　そこへトレイを持った宮下先輩のお姉さんがやってきた。

　トレイをテーブルの上に置いてから、チーズタルトの載のったお皿を私のまえに並べる。

「よかったらこれもどうぞ」

「ありがとうございます」

　私はお礼を言いながら、これまでの会話を頭のなかで整理する。

　ここまでの話で、宮下先輩が私とぶつかるまでになにがあったのかはわかった。

　でも、ここからどうして私に会いに来るということに繫つながるのだろうか？

「あの、どうして宮下先輩は、私にカウンセラー室についてきてほしいと言ったんですか？　先輩の相談と私の噂うわさは関係ないと思うんですが」

「あなたを連れて行けば、新しいご縁えんに恵めぐまれるかと思って」

「新しいご縁、ですか？」

　私は思わず首をかしげる。

　それは、先せん輩ぱいが新しい恋こいをしたいということだろうか？

「ええ。想おもいを断たち切るにはそれぐらいしなくちゃって。好きでもない、それも子供からの想いなんて、向けられても先生だって嫌いやでしょ？　それに、わたしだっていつまでも叶かなわない恋を引きずるのはつらいから……でも、やっぱり諦あきらめられなくて。もうフラれてるのにね」

「宮下先輩……」

「莉奈、それ本当なの？」

　その声に私は視線を移す。

「お姉ちゃん、急にどうしたの？」

　視線の先では、空のトレイを持った宮下先輩のお姉さんが愕がく然ぜんとしたように先輩を見ていた。

　いまの話を聞いてたようだけど、どうしてそんな反応をするのだろう。

「おかしいでしょ……だって亘は」

「なにがおかしいの？」

「亘があなたをフったことよ」

　その言葉に、宮下先輩は眉まゆを寄せた。

「どうして？　高野先生はお姉ちゃんが好きなんでしょ？」

「はっ!?」

　驚おどろきの声をあげるお姉さんに、どこか話が嚙かみ合っていない感じがした。

「莉奈、なんでそうなるの？」

「なんとなく。だってお姉ちゃん、いつも高野先生とふたりでいることが多かったし、コソコソと話してるときもあったから。ずっとそう思ってたんだけど」

「違ちがうっ！　違うから。亘とはそんなんじゃない」

「でも」

　納なつ得とくしていない感じの宮下先輩に対して、お姉さんはなるほどといったように息を吐はき出した。

「最近、様子がおかしいとは思ってたけど、そういうことだったのね。亘とはただの友達だから。それにわたしにはちゃんとお付き合いしてる人がいるから。わかった？」

「う、うん」

　ふたりの嚙み合わない会話がひっかかりつつも、この日は他ほかにたわいもない話をしてお開きとなった。




　翌日の放課後、私はふたたびお花屋さんへと向かっていた。

　昨日の宮下さんの言葉が気になって仕方がなかった。

　高野先生は、宮下先輩にどんな思いを持っていたのか。

　フった直後に会った高野先生の様子と、宮下さんの言葉から、フったとしてもそこになにか意味があったんじゃないかと思えてならない。

　しばらくして、お花屋さんの看板が見えてきた。店先では、お客さんが帰るところなのか、宮下さんがお見送りをしている最中だった。

「あら？　昨日の……」

　私に気づいた宮下さんは、少しだけ驚いていたけど、すぐに笑えみを浮うかべて出で迎むかえてくれた。

「ちょうど良かった。あなたと少しお話ししたかったの。付き合ってくれるかしら？」

「私も伺うかがいたいことがあって来ました」

「どうぞ」

　宮下さんに導かれて、昨日と同じ場所に案内される。

　お互たがいに椅い子すに座ると、宮下さんから小さく息が漏もれた。

「昨日あのあと、亘に連れん絡らくしたんだけど……全然つかまらなくて。亘の様子がわかれば教えてほしいの」

「今日は特にいつもと変わらないように見えましたが」

「そう……」

　ただ、本当にいつもどおりなのか。それとも無理をしているのか。

　そこまでは私にもわからない。

「あの、宮下先輩の家での様子はどうですか？」

「無理して元気なふりをしてるわ。ここ最近、様子が変だとは思ってたんだけど」

「そうですか……」

　原因は昨日までは知らなかった、ということだろう。

　私は一度目を伏せてから、本題に入るために口を開いた。

「宮下先輩の言っていたとおり、本当に高野先生は宮下さんのことが好きだったんですか？」

「妹とややこしいでしょう？　莉子でいいわ。ただ、教える代わりにお願いしたいことがあるんだけど、聞いてくれるかしら？」

　莉子さんにお願いと言われて私は不思議に思って首をかしげる。

　──私にできることなんて、あまりないと思うんだけど。

「どういったことでしょう？」

「いま、学校に人見くんがいるって聞いたんだけど、それは本当？」

「あ、はい。人見日生先生ですよね？」

「そうよ。結野さんには彼に、手を貸してほしいということを伝えてほしいの」

「えっ。莉子さんは、人見先生と仲が良いんですか？」

「お友達っていうわけじゃないけれど、高校時代にお世話になったことがあるから」

　なるほどと思いながら莉子さんのお願いに頷うなずきかけたけれど、その瞬しゆん間かん、先生の言葉が頭をよぎった。

　先生から今回の件は宮下先輩がふたたび相談に来ないかぎりは動かないと言われている。先生に協力してもらうには他になにか理由がないと難しい気がする。

「なにか問題でもあるのかしら」

「実は……」

　私は宮下先輩がすでに人見先生を訪ねていることや、それに対してすでに先生は返答済みなこと、私自身も今回の件について釘くぎを刺さされていることを順に説明した。

　聞き終えた莉子さんは「それでも問題ないわ」と言って笑みを浮かべた。

「いまから聞いたことを含ふくめて人見くんに話して、そのあとにわたしがよろしく言っていたっていうことと、協力しないなら実み加か子こに泣きつくからということを伝えれば渋しぶ々しぶでも頷くだろうから」

「ミカコ、さん、ですか？　なんだかよくわからないですけど……わかりました」

「で、さっきの質問だけど、わたしが亘に聞きたいことだわ。あれだけ相談に乗ってたっていうのにフるとかどういう神経してるのかしら」

「じゃあ……高野先生も」

　私が思ったことを肯こう定ていするように、莉子さんは言葉を続けた。

「亘はね、莉奈のことが好きなの。本人が好きだと認にん識しきしたのはここ二、三年。莉奈が高校に入学してからの話だけどね。ただ、職業が職業だし、年ねん齢れいもひと回りくらい違うでしょ？　それが壁かべになってるのか、なかなか言い出せなかったみたいでね」

「教師と生徒、ですか……」

「わからなくはないの。やっぱり世せ間けん体ていっていうのがあるから。バカみたいに莉奈のことが好きなのにね。亘自身は莉奈が高校を卒業したらって考えてたみたいだから。フったというのなら、葛かつ藤とうした末のことだとは思うんだけど……。確認しようにもね」

　連絡がつかないのだから、莉子さんにもどうしようもないのだろう。

　もしかすると、高野先生が意図的に連絡を絶っている可能性もある。

「任せるようで悪いんだけど、少しだけ協力してほしいの。妹のつらい顔をこれ以上、見たくはないから」

「わかりました」

　私は莉子さんに返事をするとともに、どう先生に話をつけるかを考えていた。
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　久々に晴れ間が見えた、水曜日の昼休み。

「先生、お願いがあります」

　私はお昼ごはんも食べずにカウンセラー室へと行くと、まだ仕事中だった先生にそう言った。

「どうにも嫌いやな予感がするが……」

　察しのいい先生の言葉に私はこれまで聞いたことを先生に順を追って話す。

　先生は腕うでを組みながら私の話をすべて聞き終えるとあごに手を置いた。

「なるほどな。しかし、高野か……」

「先生、高野先生の糸を読み取ることは可能ですか？　それに宮下先せん輩ぱいの糸の先についても気になります」

　しかし、そう言った瞬間、先生の眉み間けんにしわができる。

「仮にもし、ふたりの糸が繫つながってたとしてもだ。少なくとも、現段階ではふたりにとってリスクが大きすぎる。こちらが手を出すべき問題じゃない。それに、高野はすでに結論を出したんだろう？」

「それでも、聞くかぎり高野先生が本心から断ったとは考えづらいです。宮下先輩のお姉さんにずっと相談してたんですよ？」

「それでもだ」

「今回の件は宮下先輩のお姉さんも人見先生に手伝ってほしいって言ってました！」

「……なぜ、そこで宮下姉の話になる」

「だって先生、同級生ですよね？　莉子さんは高野先生と同時期に副会長してたって聞きましたけど。あと、莉子さんから伝言があります。くれぐれもよろしく頼たのむということと、あとは手を貸してくれないならミカコさん？　に泣きつくからと言ってました」

　私の言葉を聞いた瞬間、先生はめずらしく大きく舌打ちをした。

「面めん倒どくさいやつと知り合ったものだな」

「え。なにかあったんですか？」

「昔、相談に乗ったことがあったが、あれのせいで散々な目にあった」

　宮下さんは過去にお世話になったと言ってたけれど、まさか相談事とは思わなかった。それにしても。

「……先生、いまだけじゃなくて、まえにも人の相談に乗ってたときがあったんですか？」

「乗りたくて乗ってたわけじゃない。私とて巻き込まれた口だ」

　先生は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情をした。でもすぐに「そもそも」と口を開く。

「私は言ったはずだ。彼女がふたたび来ないかぎりは動かないと」

　どう言っても、先生は動く気はないようだ。

　こうなったら最終手段を使うしかない。

「手伝ってくれないのなら、先生の言ってた人には会いません」

「それと今回のことは関係ないだろ」

「関係なくてもそう決めました」

　ぎょっとする先生に対して私は断固として言い放つ。これくらいしないと、先生はたぶん動いてくれない。

　私の様子に、先生は大きくため息をついた。

「君は私が断れないのをわかってて言ってるだろ」

　先生の言葉のあと、部屋全体にノック音が響ひびいた。そして声をかけるまえにドアがゆっくりと開いた。

　そこから顔を覗のぞかせた人物を見て、先生はふたたび大きくため息をつき、私は目を輝かがやかせた。

「人見、今いいか──って、結野もいたのか」

「はい、いますよ」

「なんだ。随ずい分ぶんと機き嫌げんがいいな」

「えっ。気のせいですよ」

　私が笑って誤ご魔ま化かすと、先生はぼそりと呟つぶやいた。

「まったく、君は運が良いらしいな……」

　そう言って、手て袋ぶくろを外しはじめる。

　──私の願いどおり、糸を読み取る気になったらしい。

　先生の呟きが聞こえたのか、高野先生は不思議そうに先生を見る。

「あ？　どういうことだ？」

「いや、こっちの話だ。とりあえず入れ。──結野」

　先生はソファへと移動しながら私に呼びかける。私はその声を聞いて、いつものとおり手早くお茶の準備をはじめた。そのあいだも、私はふたりの様子を窺うかがう。

「で、どういう用件だ？」

「悪い。できれば、結野には席を外して欲しいんだが」

「仕事の話か？」

「いや……」

　言い淀よどむ高野先生に、先生は足を組みながら答える。

「恋れん愛あい相談というのなら、彼女も同席させたほうがいいぞ」

「なんでだ？」

「結野が同席すると、恋こいが実るともっぱらの噂うわさだからな。実際に叶かなったという報告もある」

「それ、本当か？」

　高野先生が縋すがるようにこちらを見た。ということは恋を叶えたいのかもしれない。

「私に聞かれても……」

　トレイに載のせて飲みものを運ぶと、私はそれを先生たちのまえに置く。

「で、どうする？　結野に外に出てもらうか？」

「いや、いい」

　高野先生が首を横に振ふったのを確認してから、私は邪じや魔まにならないようにと先生のとなりに腰こしを下ろした。

「さっそくだが、いいか？」

「ああ」

「ある人物に告白されてフったが、後こう悔かいしている」

　その言葉に私は少しだけ目を見開く。

　高野先生が言ってるのは、きっと宮下先輩のことだ。ということは、やっぱり高野先生は宮下先輩のことが好きなのだろうか？

「随分と矛む盾じゆんした行動だな」

「告白されたときは俺だって嬉うれしかったさ。だが、いろんな意味でいまは受け入れることができない状じよう況きようなんだよ」

「それで？　君はどうしたいんだ？」

「改めて俺から告白したい。が、立場上、少し問題がある相手でな……あと一年は告げることはできない。どうするべきか悩なやんでいる」

「悩んでる暇ひまがあったら行動すべきだったな」

　先生は間を一いつ切さい置かずにはっきりとそう言い切った。高野先生はその言葉に険しい表情を浮うかべる。

「人の心は移ろいやすい。常に変化していくものだ。結野、君は好きな人にフラれたらどうする？」

「えっ？」

　いきなり話を振られて私は驚おどろきで声をあげる。

「別に君の意見でなくとも、一いつ般ぱん的にどう思うかでいい」

　──私の意見じゃなくてもいいということは、さっき話した宮下先輩の話を代わってしろということだろうか？

「諦あきらめようと思います。人によっては無理やり気持ちを変えようと無茶をするかも」

　そう言ったと同時に視界に光がスッと走った。その色は薄うすいピンク色。

　高野先生は私をさっきよりも険しい表情で見ていた。

　視線を先生に移すと、目を閉じてなにやら考えているようだった。

「──高野、君は断る際にちゃんと事情を話したのか？」

「いや……言うまえに彼女は行ってしまったし、それ以来、避さけられてる」

「自じ業ごう自得だな」

　先生がそう言い切った瞬しゆん間かん、ふたたび部屋にノック音が響いた。

　私はスッと立ち上がると、外を覗くようにドアを開けた。

　そこにいた人物に私は目を丸くすると同時に、今日はついていると心のなかで思った。

「結野さん、よかった……。ちょっと聞きたいことがあって教室に行ったらここじゃないかって言われて……」

　ホッとしたような表情を見せた宮下先せん輩ぱいを見た私は、意を決するとドアを大きく開けた。

「どうぞ」

　念のため宮下先輩の手を取ると、私は中へと誘ゆう導どうした。

「莉奈……」

　宮下先輩の名前を呟つぶやく高野先生に対して、宮下先輩は高野先生の姿を認にん識しきしたのか硬こう直ちよくする。

　その様子に先生は何度目かわからないため息をついた。

「高野、準備室を貸してやる」

「人見、お前……」

「いまので気づかないほうがおかしいだろ？　ここで見聞きしたことは外部には話さない。そうだな、結野」

「はい」

　念を押すように言われ、私はしっかりと返事をする。

「あるのは現在いまだ。失ってから気づいても、すべてはあとの祭りだ」

　先生の言葉に、高野先生はハッとしたように表情を変化させた。

「宮下」

「──は、はい」

「何事もタイミングは大事だ。まずはコレの言い訳を聞いてからでも諦めるのは遅おそくはない。しっかりと考えなさい」

　私は先生が話しているあいだ、高野先生を窺うかがい見ていた。高野先生は何かを決めたようにぐっと手を握にぎりしめると立ち上がって宮下先輩のまえに立つ。

「莉奈、悪い。少しいいか？」

　不安そうに見てきた宮下先輩に私は頷うなずくと、そっと背を押した。




　ふたりが準備室に入るのを見届けた私は大きく息を吐はき出した。

　──緊きん張ちようした。

　どう見たって一か八かの展開だった。

「君は無茶をする」

　先生は立ち上がると、机に戻もどって外した手袋をはめる。

「文句は言いつつ、先生だって結局は手を貸してくれたじゃないですか」

「……ふたりの様子に、ふと昔を思い出してな」

「先生にも似たようなことがあったんですか？」

「私ではなく、親友たちの話だがな」

　そう言って外を見つめた先生の表情は、どこか憂うれいを帯びていた。
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「結野、悪いな。手伝ってもらって」

「高野先生、全然悪いとか思ってないでしょ？」

　梅雨つゆも明けた七月上じよう旬じゆん。期末テストが近いというのに、美術準備室では私を含ふくめた三人が室内整理の手伝いをしていた。そのうちのひとりは、部活がテスト休みに入った初山くんだ。もうひとりは先生に頼たのまれて外に出てしまっているため、部屋に残っているのは私と初山くんと高野先生の三人だけだった。なお、カウンセラー室での手伝いは初山くん同様テスト休みである。

　高野先生があの日、宮下先輩となにを話したのか、私は知らない。

　でも、宮下先輩からはお礼とともに『やっぱり縁えん結むすびさんね』と言われたのでなんとなく察している。

　ただ、これ以上はふたりの問題なので私から聞くということはしなかった。それはたぶん、先生も同じだろうと思う。

　私は手をつけていた場所を見み渡わたしながら、ちゃんと整理が終わったことを確認すると一息ついた。

「結野さんおわった？」

「こっちはおわったよ。初山くんは？」

「あとちょっとってところかな」

「少し休きゆう憩けいにするか」

　こっちの様子に気づいた高野先生に声をかけられて視線を移せば、その手には大きな冊子と複数のファイルがあった。

　高野先生はそれを部屋の中央にある、さっき片づけたばかりの高めのテーブルの上に乱雑に置いた。

「なんですかこれ？」

　初山くんはテーブルに近づくと不思議そうにそのファイルを手にとって表裏を交こう互ごに見る。

「卒アルと俺の学生時代の写真だよ。結野、面おも白しろいのを見せてやるって言っただろ？」

　先生はそのうちの一冊──ケースに収納されたアルバムを箱から出す。それをぱらぱらとめくると、あるページを開いて見せてくれた。

「これが俺でこれが人見だな」

　高野先生の言葉に私もテーブルに近づいて差し出されたアルバムを覗のぞき見る。

　クラス一覧のページで指を動かしながら示す高野先生に合わせて私も視線を動かす。先に目についたのは先生たちではなく、身につけている制服だった。

「高野先生たちのころは旧制服なんですね」

「俺たちが卒業して、たしか二年後だったかに変わったんだよ」

「そうだったんですね」

　私はその言葉に頷く。このことでセイゴが先生たちの時代からいたということがはっきりした。

「……高野先生も人見先生も変わりませんね」

　初山くんの声に、私はもう一度よく、ふたりの顔を見る。

　──初山くんの言うとおり、ふたりともあまり変わらないようだけど。

「人見先生は高校のとき、眼鏡をかけてたんですね」

　これまで眼鏡をかけているところは見たことがなかったので、どこか新しん鮮せんな気分だった。

　写真のなかの先生のほうが、知的な感じがグッと高まってるような感じがする。

「このころの人見はよく図書室の窓まど際ぎわの席で本を読んでたんだ。そのせいか図書室の君なんて言われてたな」

　初山くんと私は同時に噴ふき出した。

　図書室の君とか、私の縁結びさんも大たい概がいひどいけど、人見先生もそう変わらない。

「──だめだっ、笑うっ……」

　笑いを堪こらえていた初山くんだったけれど、我が慢まんできなかったのかついにおなかを抱かかえて笑い出した。

「初山くん、笑ったら失礼」

　私はそんな初山くんにつられないように必死に笑いを堪える。

　心を落ちつかせるために私は大きく深呼吸をした。

「懐なつかしいな」

　高野先生を見れば、卒業アルバムを手元に戻してページをめくりはじめる。

　初山くんはというと、目に涙なみだを浮うかべながらも、ひとつのファイルを手に取ってめくりはじめていた。

　私も、とテーブルの上にある他ほかのファイルを手に取って開いてみた。

　このファイルには行事の写真が収められてるようだ。生徒会長だったからなのかわからないけれど、自分が写っている写真以外も丁てい寧ねいに取ってあった。

　ゆっくりとめくって目を通していたけれど、あるページに差し掛かかったところでピタリとページをめくる手が止まった。

　──なんで……。

　疑問を感じると同時に、腑ふに落ちる部分もあった。

　聞くべきか、聞かないべきか。

　だけど私はどうしてもそれが気になった。

　よし、と私は思い切って高野先生に訊たずねることにした。

「高野先生。……これ、誰だれだかわかりますか？」

　その箇か所しよを指しながら開いたファイルを先生に見せると、一いつ瞬しゆんびっくりしたように目を見開いてから、ひどく複雑な表情で笑った。

「こいつは近この衛え誠せい悟ご。人見の親友だった男だよ」

[image: ]

　写っていたのは、高野先生が言った名前のとおり、私によく声をかけてくるセイゴの姿だった。







[image: 第４話　それは──の願いのゆくえ]
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　梅雨も明けて初夏の日差しが眩まぶしい、七月の期末テスト最終日。

　私は帰りのホームルームが終わると、鞄かばんを手に急ぎ足で教室を出た。向かうのは、先生が待っているだろうカウンセラー室だ。

　今日は前から言われていたとおり、先生の知り合いと会うことになっていた。私と会うためにわざわざ学校まで来てくれるそうだけど、先生からその人がどんな人なのかは聞かされていない。

　──セイゴのことはまだ、先生には話していない。いや、話せずにいる。

　テスト期間中で手伝いがお休みだったため、会うことがなかったというのもある。

　でも、なによりセイゴが先生との接点をこれまで一度も話さなかったというのが、心のなかで引っかかった。

　先生に言うよりも、まずはセイゴに話を聞いた方がいいかもしれない。

　だけど肝かん心じんのセイゴは、莉子さんのことを教えてくれた日から姿を見せなくなった。

　同じようにミィちゃんもまた、その姿を消していた。

　カウンセラー室をまえにした私は一度、深呼吸をする。よし、と心のなかで意気込んでからドアをノックした。

　しかし、聞こえてくるはずの声が今日は返ってこなかった。

　不ふ審しんに思いながらもドアに手をかける。鍵かぎは閉まっていない。

「しつれい……します？」

　おそるおそるドアを開けながら室内を覗くと、先生は窓のふちに腰こしをかけて外を眺ながめていた。

「先生？」

　もう一度しっかり呼びかけると、ハッとしたように先生は振ふり返った。そして、私の姿を見るなり軽く息を吐はき出す。

「──結野か。すまない。少し考えごとをしていた」

　そう言って髪かみをかきあげた先生に、めずらしいこともあるものだなと思いながら部屋へと入った。

「先生、今日来るのはどんな人なんですか？」

　鞄をソファの片かた隅すみに置きながら訊ねると、先生は腕うでを組んで口を開く。

「そういえばまだ話していなかったな。彼女が来るまえに説明しておこう」

「あれ？　会ってほしい人って女性なんですか？」

「そうだ。名前は大おお槻つき実加子。私の、友人のひとりだ」

　男の人だとばかり思ってたけど、どうやら違ちがったらしい。

　──それにしても。

　その名前は最近、聞いた覚えがあった。

「もしかして、莉子さんが言ってた人ですか？」

「そうだ。ちなみに、彼女は私の糸が視みえる能力のことも知っている」

　その言葉に私は目を丸くする。

「そうなんですか？」

「なんだ？　意外だったか？」

「はい」

　なにかしら人とは違う能力を持ってる場合、それをプラスに考えて隠かくさない人間もいれば、マイナスと考えて徹てつ底てい的に隠す人間もいる。

　先生はどちらかというと後者だと思っていた。

「たしかに、私も言うつもりはなかったがな。成り行きで話すことに」

　と言いかけたところで、突とつ如じよ、振しん動どう音が響ひびいた。

　先生は音に反応して机に歩み寄ると、その上からスマホを手に取った。

　ちらりと画面を見ると、それを白衣のポケットに入れてふたたび視線を私に向けた。

「迎むかえに行ってくる。結野はお茶の準備を頼たのむ」

「わかりました」

　部屋に残った私は、いつものようにお茶の用意をしていく。紙コップが載のったトレイを手に移動すると、それをローテーブルに置いてソファに腰を下ろした。

　しばらくすると、外から微かすかに声が聞こえてきた。私はドアへと視線を向ける。

　なんだか緊きん張ちようしてきた。

　──先生の友達って、いったいどんな人だろう。

　ドキドキしながら見つめていると、ノックもなくドアが開いた。

「結野、待たせたな」

「へぇー、ここが人見の職場かぁ。カウンセラー室ってはじめて来たけど、こうなってたんだねー」

　先生のあとに続いて入ってきたのは、ゆるめのカットソーに八分丈たけのデニムパンツとシンプルな格好で、髪をひとまとめにした色白の女性だった。

　その人は物もの珍めずらしそうに室内を見回していたけれど、私が立ち上がると目線が合った。

　一瞬だけきょとんとしたあと、すぐに笑えみを浮かべる。

「こんにちは」

　挨あい拶さつをと思っていたのにさきに言われてしまった。

「こ、こんにちはっ」

　私が慌あわてて言葉を返すと、彼女はクスッと笑った。

「実加子、これが前に話した結野だ」

「はじめまして。結野束です」

「どうも、大槻実加子です。わたしのことは実加子さんって呼んでくれると嬉うれしいな」

「はい。えっと、実加子さん。今日はよろしくお願いします」

　どんな人だろうと、会うまでは少し不安だった。

　だけど、人の好よさそうな感じがしてホッとした。

　正直、先生みたいな人だったらどうしようかと思っていた。

　実加子さんは「あっ」と声を上げると、手に持っていたビニール袋ぶくろを先生に差し出す。

「適当につまめるようにお昼ごはん買ってきたから、食べながら話さない？」

「なんだ。食べてこなかったのか？」

「だって、そっちも終わったばかりでお昼まだでしょ？　人見ってば、面めん倒どうくさがって平気でお昼抜ぬくじゃん。なら、一いつ緒しよに食べようかと思って。束ちゃんも、お昼抜きはイヤだよね？」

　その言葉に私は素す直なおに頷うなずいた。お昼ごはんは先生との用事が終わってからでいいと思ってたから私もまだ食べていない。

　だけど、先生は実加子さんの言葉に納なつ得とくがいかないのか、眉み間けんにしわを寄せる。

「君だって似たようなものだろう」

「わたしは人見と違って三食しっかり食べてますー」

「極度の偏へん食しよくなうえに、菓か子しばかり食べている君に言われたくない」

　なにやら言い争いになりそうな雰ふん囲い気きがして、私はソッと口を挟はさんだ。

「あの、先生……。とりあえず、座りませんか？」

「そうだな。実加子も座ってくれ」

　私がそのままソファに座ると、先生が私の左ひだり隣どなりに、向かい側に実加子さんが腰を下ろす。

　実加子さんが持ってきてくれたものを広げてそれらをつまみながら、私は先生に話を切り出した。

「それで、私はなにをしたらいいんですか？」

「話を始めるまえに。実加子には君のことについて、ある程度のことはすでに話してある。君に会わせる関係上、どうしても先に伝える必要があった」

「あー……。それは、まあ、幽ゆう霊れいのことですしね」

　こればかりはしかたがない。

　先生に会ってほしい人がいると言われたときに幽霊の件であることはあらかじめ聞いていた。実加子さんと顔を合わせるにも、説明しておかないと私に会う理由がないだろうし、話も進まないだろう。

「とはいえ、幽霊が視えるぐらいで、私にできることってそんなにないと思うんですけど？」

「簡単なことだ。君には、亡なくなった友人を捜さがしてもらいたい」

「捜す？　それってどういう」

「言葉のとおりだ」

「幽霊のなかから、捜して欲しい人がいるの」

　先生と実加子さんの言葉を整理しながら私は口を開く。

「えっと、先生と実加子さんのお友達が幽霊になってて、それを捜してほしいと？」

「そうだ。まあ実加子の場合、友人の枠わくでは収まらないだろうが」

「それはそうだけど……。結局、友達以上にはなれなかったしね」

　そう言った実加子さんは、悲しそうに眉まゆ尻じりを下げた。

　友達以上──その先にあるのは恋こい人びとだろうか？

　それよりも。亡くなった友人という言葉に私は心当たりがある。

　──なんだか、嫌いやな予感しかしない。

　高野先生がまえに言っていたことがたしかなら、先生の友人と呼べる人は限られるはずだ。そして、美術準備室で見たあの写真。

　導き出されることなんてひとつしかない。

　そこでふと、疑問が浮うかぶ。

「先生。あの、質問していいですか？」

「なんだ？」

「どうして、幽霊になってる前提の話なんですか？」

　先生は幽霊になっててほしいと思ってそう言ったのか。もしくは、なにかしらの根こん拠きよがあって、そう言ったのか。

「ふむ、まずはその説明からだな」

　先生は両手にはめていた手て袋ぶくろを外しながら言葉を続けた。

「君は、糸で結ばれた相手が亡くなった場合、どうなると思う？」

「えっ？　相手がいなければ、消えるんじゃないんですか？」

　その答えは正解だったようで、先生は軽く頷いた。

「だが、亡くなった相手への糸がいまもなお、存在するとしたら？」

　──存在する？　相手がいないのに？

「あの、例えば繫つながりが強いような、それこそ運命の糸の場合でも、相手が亡くなった時点で糸は消えるんですか？」

「消える。たとえ前世からの縁えんだとしても、相手がいなければ成立しないからな。これまで視みてきたかぎり、必ずそうなるものだと思っていた。だが、例外が起こった。視てもらったほうが早い」

　先生が腕うでを動かして、指先が宙を舞まうように動き出す。

　次の瞬しゆん間かん、スッと実加子さんから珊さん瑚ご色の光が、先生からは黄色の光が糸状に浮かび上がっては消えた。

「これがその糸だ。結野、君にはどう視えた？」

　──いつもの糸と、浮かび上がり方が違ちがう気がする。

「珊瑚色と黄色の糸が視えましたけど……。なんか、こう……いつもより薄うすくないですか？　ぼけてるというか」

　私の言葉に先生は「そうだ」と頷く。

「糸がはっきりしなくなったのはここ一ヶ月ほどの話だ。それまでは普ふ通つうの糸と変わりなかった。ただ違う点もある。普通の糸とは違って意思を読み取ることが一いつ切さいできない」

「でも、この糸って本当にその友人に繫がってるんですか？」

「高校時代から視てきた糸をいまさら見間違えるとでも？」

　目を細めて見てきた先生に「うっ」と身を縮こませる。

「じゃあ先生は、消えるはずの糸が消えなかったから繫がる先がどこかにある、その先にいるのは幽霊だと、そう思ったんですか？」

「ああ。すでに故人であるなら、可能性として幽霊が一番高いと思った。非科学的かもしれないが、自分がそういった類たぐいのものが視える人間だ。否定することはできない」

　その言葉に私は一瞬目を伏ふせる。

　ぎゅっと手のひらを握にぎりしめてから先生と実加子さんを見た。

「わかりました。ただ捜すのはいいんですけど、どこを捜せば」

「糸の方向からこの学校にいるのは間違いない。実加子、写真は持ってきているな？」

「うん。ちょっと待って」

　実加子さんは鞄かばんのなかから手帳のようなものを取り出すと、さらにそこから一枚の写真を抜き出して私に差し出した。

「はい、どうぞ」

　それを受け取って見た私は、思わず下した唇くちびるを嚙かんだ。

　写真には、先生と実加子さん、そして中央にセイゴの三人が仲良く並んで写っていた。

　見るかぎり、高野先生のところで見た写真と同時期に撮とられた写真だろう。

　──こんなことならもっと早く、ふたりが友達だと気づけばよかった。

　だけど、いまここで後こう悔かいしてもしかたがない。

「真ん中に写ってるのがそうだ。名前は」

「コノエ、セイゴ」

　私が代わって言い切ると、先生は眉まゆを寄せ、実加子さんは驚おどろいたように目を見開いた。

　そんなふたりが口を開くよりも先に、私は言葉を続ける。

「亡くなった理由は交通事故。時期は高三の冬……であってますか？」

「あっているが……まさか！」

　実加子さんもハッとしたように私を力強く見た。

　ふたりに向かって私は深く頷くと、覚かく悟ごをもってはっきりと告げる。

「セイゴなら、この学校にいます」

　私の言葉に先生はそのまま脱だつ力りよくしたようにソファに背を預けた。

　先生は手袋をしていない左手をおでこにあてると、大きく息を吐はき出した。

「こんなことならもっと早く、君に訊たずねていればよかったな」

「本当に、誠悟はここにいるの？」

　揺ゆれる瞳ひとみでこっちを見ながら呟つぶやいた実加子さんに、私は少しだけ目を伏せた。

　実加子さんの問いに、私はすぐに〝はい〟と返事をすることができない。

「結野、どうした？」

「たしかにセイゴはいるんです。ただ、最後に会ったのが宮下先せん輩ぱいの件のときで、そのあとはまったく姿を見せていないんです。いますぐ会えるかどうかと言われたらちょっと」

「そうなんだ」

　がっくりと肩かたを落とした実加子さんに私も気落ちする。

「誠悟はいつから学校にいるんだ？」

「私も詳くわしくは。入学したときにはいたので、それよりも前からはいると思うんです。でも、いつだったかセイゴはここから動くことができないと言ってたので、亡くなってからずっといた可能性はあります」

　場がシーンと静まり返った。

　ふたりの顔は悔くやしそうな、どこかやるせない感じの表情に変わっていた。

　親友がずっと幽ゆう霊れいのままこの世にいる。

　自分がもし同じ立場なら、なにもできないことにきっと心が痛んだだろう。

「……先生たちは、セイゴに会ってどうしたいですか？」

「できることなら、あいつの憂うれいを除いてやりたい。幽霊としてこの世に留とどまっているなら、なにか留まる理由があるはずだ。それに」

　そう言って先生は実加子さんを見た。

「私は、その鍵かぎになるのが実加子だと思っている。だからこそ今日彼女に来てもらった」

　先生の視線に、実加子さんはしっかりと頷うなずくと私をまっすぐに見た。

「束ちゃんには迷めい惑わくをかけるかもしれないけれど。改めて、わたしたちに協力してもらってもいいかな？」

「はい」

　断る理由がなかった。先生にも、セイゴにもお世話になった。それに、姿を見せないセイゴの行方ゆくえも気になる。

「先生、セイゴが校内のどこにいるか糸の方向でわかりますか？」

　そう訊ねたけれど先生に首を横に振ふられた。

「糸はあてにならん。校舎内に入ると誠悟に繫がっている糸だけ、何度も方角が変わって方向が定まらない。大方、移動してると思うんだが。結野に心当たりはあるか？」

「いえ。セイゴを捜さがしたり会いに行ったりしたことがないので私もわかりません。これまで姿を見せる場所も時間も決まってはなかったですし。特に最近は姿さえ見せません。あっ、ただ、カウンセラー室には近づけないとは言ってました」

「近づけないのは護ご符ふと塩の影えい響きようだな。そうなると、この近くにはいないと考えるべきか……」

「先生や実加子さんの思い出の場所はありますか？　あるならそっちを優先したほうが」

　幽霊が視えるのは私ひとりだ。動くのにも限界がある。

　せめて、先生たちにとって思い入れのある場所をいくつかあげてほしい。

　その言葉に反応したのは実加子さんだった。

「ねぇ、あそこっていまどうなってるの？」

「あそこってどこだ？」

「占せん術じゆつ同好会」

「ああ……」

　先生は遠い目になったけれど、私ははじめて聞く同好会の名前に首をかしげた。

「占術同好会ってなんですか？」

「あれ？　いまはないの？」

「ない。そもそもあれは誠悟が勝手に作った、私たちの代だけの同好会だっただろ」

「そうだっけ？」

　首をかしげる実加子さんに、先生は容よう赦しやなくツッコミを入れる。

「忘れっぽい性格というのは、大人になっても直らないものだな」

「うっさい」

　──同好会について聞いたはずなのに、いつの間にか言い合いになってる。

　このふたりの会話はブレーキ役がいないと永遠にこんな感じになるのかもしれない。

　でも、セイゴがここに交じったところでさらにひどくなるような気がする。

　私は小さく息をついてから、ふたりの会話に割って入る。

「で、その同好会はどこにあったんですか？」

「部室棟とうの一階だな」

　その返答に私は首をかしげる。

「先生、部室棟の一階って、変な噂うわさとかなかったでしたっけ？」

「開かずの間とかいう古ふる臭くさい噂ならあるぞ」

「あ、それです」

　言われて思い出すぐらいには校内でも有名な場所だ。

　部室棟の一階はどの部屋もなぜか使われていなくて、二階よりも上の階が使われている。

　どうして使われていないのかはわからないけれど、いつからか開かずの間と呼ばれている。たしか、その言葉とともに「誰だれもいないのに変な音がした」だとか「一階から叫さけび声が聞こえた」といった話も一いつ緒しよに回っていたはずだ。

　だけど、実加子さんには聞き覚えのない言葉だったらしい。

「あそこってそんな風に呼ばれてるの？」

「ああ。ここ数年でできた作り話だな。過去に人が死んだ、怪かい奇き現象が起こる等いろいろ言われてはいるが、ただ単に日当たりが悪いうえにたてつけも悪いという理由で使用不可になっているだけの話だ。他ほかに空いてる部屋があるなら、わざわざあの部屋を使う必要もない」

　はじめて聞く、部室棟の事実に私は少し驚く。

　幽霊が視みえる手前、先生の言ったような話はほとんど信じていなかったけど、まさかそんな理由だったとは。

「とりあえず部室棟に行ってみるか」

　先生は立ち上がると、そのまま出入り口へと向かう。

　そのうしろ姿を私は慌あわてて引き止めた。

「ちょ、先生。片付けはっ」

「戻もどってきてからやればいい」

　私は先生とテーブルを交こう互ごに見て、はぁっと息を吐き出した。

「人見、部室の鍵はどうするの？」

「職員室に行って借りてくる。実加子は結野と先に行っててくれ」

「了りよう解かい。──じゃあ行こうか、束ちゃん」

　先生に半ば追い出されるような形で部屋を出た私は、実加子さんとともに部室棟へと向かうことになった。




　　　　２




　校舎内を歩くと、すでに人の姿は見えなかった。耳をすませば、運動部の声や吹すい奏そう楽がく部の音が微かすかに聞こえてくる程度だ。

　テスト明けということもあって文化部も休みのところが多いとクラスメイトに聞いているから、きっと部室棟も似たような感じだろう。

　──先生、スクールカウンセラーだけど鍵を借りることができるんだろうか？

　先生の立場はいまいちわかりづらい。でも、高野先生たちとは扱あつかいは違ちがうと思う。

「あの、実加子さん」

「なあに？」

「使われていない部屋の鍵って、簡単に貸してもらえるものなんですかね？」

「んー、人見が無理でも誰かに頼たのむんじゃないかな？　たしか同級生がここの教師だったと思うから」

「高野先生ですか？」

「そうそう。束ちゃんは詳しいね」

　実加子さんが頷くのを見ながら、私は納なつ得とくした。

　先生のことだ。使えるものは使ってうまく借りてくるのだろう。

「しっかし、制服は変わっちゃったけど中は全然変わらないなぁ。懐なつかしい」

　歩きながら忙せわしなく辺りを見回す実加子さんに、私は聞いてみたかったことを訊たずねてみた。

「実加子さんから見て、先生やセイゴはどんな人だったんですか？」

　私の質問に「うーん」と唸うなりながらも、どこか懐かしむように実加子さんは答えてくれた。

「人見はね、あの能力でしょ？」

「はい」

「だから、極きよく端たんに人を寄せ付けなかった。いつもつまらなそうにどこか壁かべを作ってたって誠悟は言ってた。わたしはそんな人見を誠悟が連れ回すようになってからの付き合いでね」

　実加子さんの言葉から、その光景が鮮せん明めいに浮うかんできた。

　セイゴはきっと、いつもの調子で先生を振り回していたのだろう。高野先生がまえに言っていたことも、このことだろう。

「わたしから見た人見はいつもムカつくやつって感じだった。言葉が容赦ないし。でも……、誠悟が亡なくなってからずっと支えてくれたのは人見だから。根はすごく優やさしい。誠悟はね、すごく厄やつ介かいなやつ。誠悟とは中学のときに知り合ったんだけど、隣となりの席っていうだけでいろいろ巻き込まれて」

　はじめは懐かしそうに教えてくれた実加子さんだったけれど、話がセイゴのことになると、その声がどんどんしりすぼみになっていく。

「いっつもどこかに首つっこんで、あっち行ったりこっち行ったり。付き合うのがすごく大変だったな。馬ば鹿かでお人ひと好よしで……けど、すごくすごく好きだった……」

　そう言った実加子さんに、私は返す言葉が見つからなかった。

　実加子さんは私の戸と惑まどいに気づくことなく話を続ける。

「なんで誠悟に好きって言わなかったんだろうって……。もうずっと後こう悔かいしてる。わたしも素す直なおになれなくて……だめだね。もし、幽ゆう霊れいでも会えるなら、今度こそ伝えられなかった言葉を伝えたいって思うんだ」

　──先生は実加子さんのいまの想おもいに気づいているのかもしれない。

　誠悟の憂うれいをなくしたいと思うと同時に、止まってしまった実加子さんの気持ちをどうにかしたいのだろう。

　実加子さんは私より一歩まえに進んでくるりとこっちに振ふり返ると、ぎこちなく笑った。

「わがままなこと言ってごめんね」

「そんなことないです」

　極端に面めん倒どうくさがりな先生が、わざわざ手を差し伸のべて私に協力してほしいという相手。

　それほどセイゴや実加子さんは先生にとって大事な人たちなのだろう。

　渡わたり廊ろう下かを通って部室棟に入ると、実加子さんの案内で一番奥の部屋の前までやってきた。しばらくふたりで話しながら先生を待っていると、パタパタと足音が聞こえてきた。

「悪い。待たせたな」

「人見遅おそい」

　先生は実加子さんの文句を無視して、ドアの鍵かぎを開けはじめる。

「結野、途と中ちゆうで見かけたりしたか？」

「いえ」

　鍵を抜ぬいて先生がそのままドアを引くと、ガラガラと大きく音を立てて開いた。

　そのさきにある光景に実加子さんは興奮気味に声をあげた。

「卒業したときのままだ！」

　実加子さんに続いて先生と私も部屋へと入る。

　定期的に空気の入れ替かえをおこなっていたのか、部屋のなかはそこまで埃ほこりっぽくはなかった。普ふ通つうの部屋とさほど変わらない。

　部屋のなかを見回しながら、私はあっと大事なことを思い出す。

「先生。護ご符ふとか持っているなら少し離はなれてくれると助かります」

　護符は持っているだけで幽霊を探すのが難しくなる。セイゴだけじゃなく、他の幽霊からも拾える情報は拾っておきたい。そのためには、なるべく距きよ離りはあった方がいい。

「外に出ていたほうがいいか？」

「護符の効果がある範はん囲いがわからないのでなんとも……」

　私は答えながら、改めて部屋の中をゆっくりと見回した。

「人見、これ懐かしくない？」

　先に部屋の中を物色していた実加子さんはひとつの箱を手にしていた。

「タロットか」

「占せん術じゆつ同好会でタロット占うらないでもしてたんですか？」

「うん。他にもいろいろやってたけどタロットが一番相あい性しよう良かったんだよねー。まあ、占いは全部建前でしかないけど」

「そうだな」

　笑っている実加子さんに対して、先生はどことなく言いづらそうにしていた。

　その姿に私はなんとなく察してしまう。

「スクールカウンセラーとして恋れん愛あい相談を受けているように、当時は占いで恋愛相談に乗っていたんですか？」

　そう言ってみると、実加子さんは手に取った箱を置きながら軽く笑った。

「そうそれ」

「このまえも先生から聞きましたけど、本当にいまと同じようなことやってたんですね」

「最初にやろうって言い出したのは誠悟だけど」

「私は嫌いやだと言った。それをあいつが勝手に」

「でも、結果的には楽しんでたよね？」

「……自分の能力に向き合うきっかけになったのは感謝している」

　ふたりの会話を聞きながら、私はなにかないかと視線を動かす。

　ふと、なにか黒い塊かたまりのようなものが視界に入った。

　なんだろうとじっとその塊を見つめていると、それはもぞりと動いた。

　ぴょこんと小さな顔が現れて私を見た。

『ミィー』

「もしかしてミィちゃん？」

『ミィー』

　それは久々に姿を現したミィちゃんだった。ミィちゃんは起き上がるとゆっくりと歩いて私に近づく。足元まで来ると擦すり寄ってきた。

　──見かけないと思っていたら、こんなところにいたのか。

　私はミィちゃんの姿にホッと息を吐はき出す。

　だけど、常に一いつ緒しよにいたセイゴの姿はここにはない。

「そこになにかいるのか？」

「えっと、先生たちは黒い子こ猫ねこを覚えてますか？」

「黒い子猫って、たしか誠悟が拾った猫だよね？」

「ああ。しばらく誠悟が面めん倒どうを見てたが、死んだんだったな」

　私は身体からだを屈かがめて、ミィちゃんを見た。

「ミィちゃん、セイゴがどこにいるか知ってる？」

　猫が人の言葉を理解しないとわかっていたけれど、それでも私はミィちゃんに訊ねる。

『ミィー』

　ミィちゃんは私をまっすぐ見てひと鳴きすると、ふたたび起き上がってトコトコと歩きはじめた。

「どこかに行くみたい」

　と言いかけたところで、ミィちゃんは立ち止まってこっちを振り返った。

『ミィー』

「……ついてこいって言っているみたいです。先生、糸の方向はどうですか？」

　先生は首を横に振る。

「いまは動きがない状態だが……。とりあえずその猫を追ってみよう。実加子」

「うん」

　私たちは互たがいに顔を見合わせて頷うなずくと、ミィちゃんのあとを追った。

　ミィちゃんは、廊下を通って渡り廊下に出ると、今度は中庭のほうへ歩きはじめた。

　──先生がいるけど、上うわ履ばきのまま外出ても大だい丈じよう夫ぶかな？

　窺うかがうようにちらりと先生を見る。

「なんだ？」

「中庭に出ないといけないんですけど……靴くつ、履はき替えなきゃだめですか？」

「別に構わんだろ。糸も、いまのところは中庭のほうに続いているしな」

「履き替えてるあいだに見失っちゃうんじゃない？」

　大人ふたりから許可が下りたところで、私はなるべく靴が汚よごれないよう部室棟とうに沿ってコンクリートの部分を歩く。

　しばらく部室棟沿いに歩いて行くと、ミィちゃんが立ち止まった。

『ミィー』

　ミィちゃんの視線を追って私は周りを確かく認にんすると、その先には旧制服を着た男の子がたたずんでいた。

　──セイゴだ。

　だけど、セイゴはこちらに気づいていないのかすぐに姿を消してしまった。

「糸の方向が変わった……。結野、なにがあった？」

「この先にある大きな木の下にいたんですけど、こっちに気づく様子もなく姿を消しました」

　指で場所を示しながら、私はふたりに説明する。

　先生たちは戸と惑まどったように表情を崩くずした。

「消えたというのは？」

「説明が難しいんですけど、どこかに瞬しゆん間かん移動するような、そんな感じです。ただ、いつもと様子が違ちがうので、ちゃんと会えたとしても会話ができるかどうか」

「誠悟……」

　悲しそうに呟つぶやく実加子さんに、私は思わず下した唇くちびるを嚙かむ。

　──視みえたとしても、なにもできないのはつらい。

「とりあえず一度、部屋に戻もどろう。話はそれからだ」

　先生の提案に賛成すると、私たちは来た道を引き返した。




　結局、セイゴに繫つながるものは見つからず、お開きとなってしまった。

　帰り際ぎわ、車で来ていた実加子さんに「送っていこうか？」と言われたけれど、歩きたい気分だったので丁てい寧ねいにお断りした。

　昇しよう降こう口に向かいながら、私は小さく息を吐き出す。

　先生たちの役に立てればと思ってはいるけれど、なかなかうまくいかない。

　しかも、もう何日かしたら夏休みだ。夏休みに入ってしまうと校舎内でも入れなくなる区域がある。私もそう簡単に学校に行って、動き回ることができない。

　あの状態のセイゴを見るかぎり、なるべく早く……遅おそくても終業式までに解決したほうがいい。じゃないと、いろんなことが手て遅おくれになりそうな気がしてならない。

　そうは思っても、手がかりがない状態に歯がゆさを感じた。

「あれ？　結野さん」

　校舎を出てすぐに会ったのは、武道場のほうから歩いてきた初山くんと緑間くんだった。

「ふたりはいま帰り？」

「うん。今日はミーティングだけだったんだけど、そのあと自主練してたから」

「ミーティングだけで帰るというのもな」

　そうこぼす緑間くんに私は思わず苦く笑しようする。

　部活帰りにしては早いなとは思ったけれど、それなら早くてもおかしくはない。

「結野さんこそどうしたの？」

「え？」

「部活、入ってなかったよね？　今日も手伝いだったの？」

「うん。人見先生に呼ばれてね」

「そうだったんだ」

　じゃあふたりとも、また明日あした──そう言おうと思ったのに、緑間くんの次の言葉に、私の開きかけた口が止まった。

「橙里、先に帰るぞ」

「緑間くん？」

　呼びかけに反応することなく、緑間くんは足早に立ち去ってしまった。

　初山くんはというと、疑問の表情を浮うかべることなく笑え顔がおで緑間くんに軽く手を振ふっていた。

「初山くん、緑間くんと一緒に帰らなくていいの？」

「べつに廉と帰る約束はしてないしね。それじゃあ結野さん、一緒に帰ろっか？」

「へっ？」

　突とつ然ぜんすぎる初山くんに思わず変な声が出た。

　啞あ然ぜんとしてしまった私に、初山くんはおかまいなしで言葉を続ける。

「結野さんと寄りたいところがあるんだ。少し付き合ってくれない？」

「は、初山くん？」

　なんで誘さそわれているのかよくわからず、問うように初山くんの名前を呼ぶ。

「ダメかな？」

「うっ」

　軽く首をかしげて眉まゆ尻じりを下げた初山くんに、私は心のなかで声をあげた。

　──だからその顔は反則だってば！

　一緒に帰るのも、寄り道するのも特に問題があるわけじゃない。

　でも、なぜかすぐにうんとは言えず、私は視線を彷徨さまよわせたあと、口を開いた。

「ダメじゃないよ。うん」

「よかった。じゃあ行こうか」

　嬉うれしそうに笑みを浮かべた初山くんにドキドキしながら、私は彼の隣となりを歩いた。

「このまえ、様子がおかしかったけど大丈夫？」

「このまえって？」

「美術準備室のとき」

「あー……」

　そのことについて聞かれるとは思っていなくて、私は言葉に詰つまる。

「もしかして言いづらいことだった？」

「そういうわけじゃないんだけど」

　なんて言ったらいいのか。変に誤ご魔ま化かすのもなんとなくよくない気がする。

「高野先生に聞いた写真の人ね、私の知り合いに似てたから少しびっくりしちゃって。最近、連れん絡らくがつかないからちょっと心配でね」

　本当のことを話せるわけもなくて、私は困ったように眉尻を下げた。

「たしかに連絡がつかないと不安にもなるよね。だけど、そんな偶ぐう然ぜんってあるんだ。ちなみに、結野さんの知り合いはどんな人なの？」

「うーん」

　セイゴの説明は本当に難しい。

　なんて言えば当たり障さわりがなく言えるだろう。

　幽ゆう霊れいの友達？　これは言えない。

　くされ縁えん？　なにか違う。

　他ほかになにか……。

「変な人？」

「えっ」

　初山くんの意外そうな声こわ色いろが聞こえたけれど他に言い表せるものがない。

「気まぐれだしなにを考えてるのかよくわからないかな。まあ、そのうちひょっこり顔見せると思うんだけど」

「そっか。連絡がつくといいね」

　私はその言葉に軽く頷うなずいた。




　初山くんに連れて来られた場所は、駅の反対側にある雑貨屋さんだった。

　店内はこれでもかというぐらい、物がひしめき合っていた。商品がたくさん並んでいるけれど、見やすいようにすごく工く夫ふうがされていた。品しな揃ぞろえも充じゆう実じつしていて、女性向けのかわいいものもあれば、男性向けのかっこいいものもあるという非常に便利なお店だ。

　私はいろいろと目移りしながら、並べられている商品をゆっくりと見ていく。

「あっ」

　視界に入った商品に小さく声をあげると、私は足早に近づく。

「新しいの出てたんだ」

　手に取ったぬいぐるみを見て、思わず頰ほおが緩ゆるむ。

　それは私が大好きな、うさぎのキャラクターだ。夏らしくデザインされた、タオル地のぬいぐるみは非常に手て触ざわりがいい。首に星形のチャームがついたチョーカーがポイントになっている。

　──かわいい。欲しい。

　サイズもそこまで大きくないから、値段もそれほど高くない。

「結野さん、なにか気になったものでもあった？」

　買うか悩なやんでいたところに初山くんに声をかけられて、私はひとりであれこれ見ていたことに気づく。

「ご、ごめん初山くんっ。誘ってもらったのにひとりで勝手に見て回って……」

「ううん。結野さんが楽しいならそれでいいよ。──それ、好きなの？」

　初山くんの視線に気づいて私は手に持っていたぬいぐるみを見る。

「昔から好きで集めてるんだ。新しいの出てたから買おうかなって」

「ちょっと貸して？」

　ぬいぐるみを受け取った初山くんはそのままレジのほうへと向かってしまった。

　ポカンとしながら待っていると、初山くんはお店の袋ふくろを持って戻もどってきた。

「はい、どうぞ」

　そう言って袋を手て渡わたされて私は困こん惑わくする。覗のぞきこむように袋のなかを見ればラッピングされたものが入っている。

「えっ、えっ？」

　わけがわからなくて何度も初山くんと袋を交こう互ごに見た。

「なんで、どうして？」

「結野さん、もうすぐ誕生日でしょ？　ちょっと早いけど誕生日プレゼント」

　たしかに、あと数日で誕生日だけど、初山くんに話した覚えはない。

　そう思っていたら、初山くんは笑みを浮かべながら種明かしをしてくれた。

「花川さんに結野さんの誕生日を聞いたんだ。でも、なにかプレゼントしたいなって思っても、なにをあげたらいいのか全然わからなくってさ。できることなら結野さんが欲しいものがいいなって思ってたんだ」

「だけど、もらう理由がっ」

　仲が良くなったとはいえそれこそ数ヶ月の話だし、もらうほどのことをした覚えもない。

「俺があげたいからあげるじゃダメなの？」

　初山くんにそう言われてもう一度、渡された袋を見る。

　──正直にいえば嬉しい。

　もらったことも嬉しいけど、初山くんの気き遣づかいがすごく嬉しかった。

　嬉しくて、ここに来るまでのもやもやと考えていたことが一気に吹ふき飛んだ。

　一方で気を遣わせすぎているような気もする。

　だけど、初山くんには私が思っていることはお見通しのようだ。

「また気にしてるでしょ？」

　その言葉に困ったように眉まゆを下げれば、初山くんは笑った。

「好きでやってることだから。ありがとうって言ってくれると俺は嬉しいかな」

　私はぎゅっと袋を握にぎりしめる。

「……ありがとう、初山くん。大事にするね」

「どういたしまして」

　──初山くんの誕生日に私もなにか贈おくろう。

　心のなかでそう決めると私は笑え顔がおでお礼を言った。
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　翌日の放課後。私は気を取り直してひとり、校舎内を歩き回っていた。

「セイゴってばどこに行ったのよ……」

『ミィー』

　私の言葉に反応するようにミィちゃんが鳴き声を上げる。

　今日のミィちゃんは朝から姿を見せていた。昇しよう降こう口で私が登校するのを待っていて、そこから放課後までずっと私のそばから離はなれることはなかった。でも、昨日と違ちがってセイゴの場所は知らないようで、どこかに誘ゆう導どうしようとする仕草はしなかった。

　広い校舎内を行ったり来たり。言葉の通じる、問題がなさそうな幽霊にも声をかけたけれど、見つからないどころか目もく撃げき情報すら出てこない。

　捜さがしはじめるまえに、一応、先生には糸の状じよう況きようは確かく認にんしたけれど今日はかなり不安定とのことだった。先生のもとに行ったときに部室棟とうの鍵かぎも預かったから見に行くつもりだ。

　しばらく歩き回っていたけれど、少し疲つかれて立ち止まった私は、大きく息を吐はき出して額を伝う汗あせを手の甲こうで拭ぬぐった。

　──ちょっとだけ、休きゆう憩けいしよう。

　そう決めると、私はカウンセラー室ではなく部室棟へと歩きはじめた。




　部室棟の旧占せん術じゆつ同好会の部室にたどり着くなり、私は預かっていた鍵でドアを開けた。

　部屋に入ると窓まど際ぎわに近づいて、そこから見える外の景色を眺ながめた。

『ミィー』

　ミィちゃんの鳴き声とともにノイズのような音が微かすかに聞こえた気がした。

　ひかれるように振ふり返ると、視線のすぐ先にセイゴがいた。

「っ！」

『子こ猫ねこちゃん』

「セイゴ」

『よかった。子猫ちゃんが来てくれて。最近、思うように移動できなくてねぇ』

「なに、のんきなこと言ってるのよ。それよりセイゴ、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

『あまり大丈夫じゃないかもねぇ』

　いつものように笑ってはいるけれど、本人が言っているとおり状況はあまりよくないのだろう。

「先生も、実加子さんも、セイゴのこと捜してる」

『知ってる』

「じゃあ、これから会いに行こう？」

　私がそう言っても、セイゴはただ首を振るだけだった。

『ごめん。僕は、会いたくても会いに行けないから』

　セイゴはゆっくりと目を閉じる。

『だから伝えて』

　そして目を開けると切なげに笑みを浮うかべた。

『──午後八時。待ってる、あの場所で』

　そこまで言い終えると、セイゴは音もなく昨日と同じように姿を消した。

　私はとっさにセイゴが言っていたことを頭の中で反はん芻すうしながら、いまどういう状況なのかを整理する。

　まず、セイゴはこれまでのように自由に行き来できないこと。

　これは最初の思うように移動できないという言葉からわかることだ。

　つぎに、セイゴにはある一定の制限のようなものがかかっていること。

　これについては、先生たちには会いに行くことができないという言葉や、ひどく断だん片ぺん的な伝言しかしなかった──いや、できなかったということを考えるとそう推測できる。

　どちらにしても、時間をかけるほど状況は悪くなる可能性が高い。

『ミィー』

　心配してるような、そんな目で見てくるミィちゃんに「よしっ」と私は頷うなずく。

　──早く先生に伝えないと。

　私は部屋を出て鍵を閉めると、足早にカウンセラー室へと向かった。




「なにかわかったことはあったか？」

　カウンセラー室に入るなり先生にそう問われて、私はさっきの出来事を口にする。

「セイゴに、会いました」

　私の言葉に、先生が息を吞のんだのがわかった。そのまま、私は言葉を続ける。

「会ったのは昨日行った部室棟です。セイゴは『午後八時。待ってる、あの場所で』──そう言ってました。先生に心当たりはありますか？」

　先生はあごに手を当てて考え始めたけれど、すぐに首を横に振った。

「私には心当たりがない。実加子なら知ってるかもしれないが」

「確認しておいてもらえますか？」

　これで実加子さんに心当たりがなければ完全に手て詰づまりだ。どうしようもない。

「わかった。他ほかにはなにか言っていたか？」

「話はしたんですが、自分からは先生たちに会うことはできないようです。伝言の場所を突つき止めて会いに行くしかありません」

「そうか……」

　残念そうに小さく息を吐き出した先生に私はもう少し粘ねばってみようと声をかける。

「もう一回、部室棟を中心に幽ゆう霊れいから情報を集めてみます」

「いや、気持ちはありがたいが誠悟から話を聞けただけで充じゆう分ぶんだ。無理してリスクを高める必要はない」

「でも……」

　先生が言うとおり、幽霊と関かかわりが多くなるほどリスクが大きくなるのはたしかだ。

　だけど、めったに見ない先生の表情に心配ばかりが募つのる。

「大丈夫だ。まずは実加子に確認してからだ。いいな？」

　──先生がそう言うなら……。

　私はその言葉に渋しぶ々しぶながら頷くと、今日は帰ってもいいという言葉どおり学校をあとにした。




　その日の夜。私はベッドの上に横たわって天てん井じようを見ながら、今日のできごとを振り返っていた。

　先生が実加子さんにセイゴの言葉を確認してくれることになってるけど、ふたりにとってセイゴとのことはかなりまえのことだ。覚えてることもあれば忘れてることもあるだろう。私は実加子さんがなにかしら覚えていることを祈るしかない。

　大きく息を吐き出すと、ベッドのうえに置いた初山くんからのプレゼントを手にとる。

　星形のチャームが揺ゆれるのをぼーっと眺めていると、ふとセイゴとの会話を思い出した。

『青春だねぇ。僕にもそんな時期があったなぁ』

　あれはたしか、新井のことについて話したときだったはずだ。

『僕の初はつ恋こいはね、中学一年のときでね』

　思い出せ。そう自分に言い聞かせながら、記憶を辿たどる。

『好きなのにずっと告白できなくてねぇ』

　セイゴと実加子さんが出会ったのは中学のときだと言っていた。

　──もしかしてセイゴは実加子さんのことが好きだった？

『親友の言葉もあって、ようやく告白するぞってなったんだけどー』

　親友というのはきっと先生のことだ。相談していてもおかしくはない。

　そのあと、告白するまえに亡なくなったと言って、それからセイゴはなんと言った？

『ちゃんと告白場所だって考えてたんだよ？　星が綺き麗れいな夜に告白とか、ロマンチックでしょ？』

　その言葉を思い出したと同時に、私は勢いよく起き上がった。

　思い出した言葉を何度も頭のなかで繰くり返す。

　カチリとピースがハマったような気がした。

　──大事なことだった。

　ずっとどうでもいいと思っていたセイゴとの会話が、すごく大事なことだった。

　そして、これを先生たちにいますぐ伝える術すべがないことにひどくもどかしさを感じた。

　脱だつ力りよくして私は倒たおれるようにふたたびベッドにダイブした。

　──明日あした学校に行ったらすぐに先生のところに行こう。

　そう決めると、私はまぶたを閉じた。
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　翌朝。登校するなり早々にカウンセラー室を訪ねた私は、勢いのまま先生に声をかけた。

「実加子さんに確かく認にんしたいことがあるんですけど、昨日の件ってもう連れん絡らくしましたか？　まだだったら一いつ緒しよにすぐ確認してほしいんですけど」

「なんだいきなり。昨日の件なら実加子に確認したが『思い出してみる』と保留の状態だ」

「じゃあもう一回、確認してください」

「いったいなにがあった？」

　眉まゆを寄せた先生に私は矢や継つぎ早に質問する。

「先生、あのふたりは両りよう想おもいだったんですよね？」

　一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような表情を見せたあと、先生は私の問いに頷いた。

「そうだ。ふたりから聞いたのか？」

「セイゴは、自分が誰だれを好きだったかは言ってませんでした。相手に気づいたのは昨日です。先生はセイゴの相談にも乗っていたんですよね？」

「乗っていたな」

「告白するっていうことも知ってたんですよね？」

「知ってたな」

「なら、待っている場所は告白場所の可能性があります」

　私の言葉にハッとしたように目を見開くと先生はスマホを取り出した。

「朝早くにすまん。実加子、いまから結野にかわる。君に聞きたいことがあるそうだ」

　先生は電話口で実加子さんにそう告げると、私にスマホを差し出した。

　それを受け取るとソッと耳に当てる。

『束ちゃん、おはよう』

　少し掠かすれた実加子さんの声が聞こえる。きっと寝ね起おきだったのだろう。

「おはようございます。突とつ然ぜんすみません」

『ううん、大だい丈じよう夫ぶ。なにかあったの？』

「あの、実加子さん、星は好きですか？　もしくはセイゴが亡くなる直前かそのまえか、セイゴと星を見る約束をした記憶はありませんか？」

　セイゴのことだ。あの感じだと、直接的な誘さそい方はしていないような気がする。

　実加子さんは少しの間のあと、思い出すように言葉を口にした。

『星は好きだけど……あ、したかも？　約束というよりも学校の屋上で星を見ようって冗じよう談だんっぽく』

「それです」

『えっ』

「セイゴが言った場所のことです。その場所が、いまいる可能性が一番高い場所です」

　そう私が言い切ったあと、電話の向こうから声は聞こえてこなかった。

「実加子さん？　大丈夫ですか？」

　心配になって声をかけたけれど、実加子さんから言葉は返ってこない。

「先生に電話を返しますね」

　私が先生にスマホを渡わたすと、先生は何度か実加子さんの名前を呼んだあといくつかやり取りをして電話を切った。

「で、場所はわかったか？」

「学校の屋上だそうです。星を見る約束をセイゴとしてたそうです」

「ふむ。しかし屋上か……」

　先生の言おうとしていることはなんとなくわかる。時間が遅おそくなればなるほど学校には残れない。

「八時まで残ることってできるんですかね？」

「夏の公式試合の関係で遅くまでやっている部もあるから残れなくはないが、問題は実加子のほうだな。こちらで手を回して許可を取るしかない」

「よろしくお願いします」

「それにしてもよく気づいたな」

「先生は告白場所までは知らなかったんですね」

　聞き返すと、先生は昔を思い出したのか苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情になった。

「そこまで首を突つっ込んでられるか。ことあるごとに実加がーと言われる身にもなってみろ」

　その言われた情景が鮮せん明めいに思い浮うかんでしまい、私は苦く笑しようした。




　すでに陽ひが落ちて数時間経たった、金曜日の夜の学校。私は先生と実加子さんとともに部室棟とうの屋上へと向かっていた。シンっと静まり返った校舎内に三人の足音だけが響ひびき渡る。

　まだ明かりがついている部屋はあるけれど、時間も遅いためそれらはごく一部だ。

　先生にどうやって許可を取ったのかと聞けば、学校に勤めることになった伝つ手ての人にお願いしたとのことだ。

「これでハズレだったらどうする？」

「いえ、これで合ってるはずです」

　言われたとおり、これでハズレだったら先生たちでどうにか思い出してもらうしか手はない。

　でも、根こん拠きよのない確信はあった。

　だらだらと常に話していた、私にとってどうでもいいようなセイゴの話が、実は大事なことでしたというオチは充じゆう分ぶんありえるのだ。だってセイゴだし。

「君の自信はどこからくるんだ……」

「わたしは束ちゃんを信じるよ」

　呆あきれたように言う先生とは違ちがって、信じると言ってくれた実加子さんに私は少し嬉うれしくなった。

「でも、なんで部室棟の屋上なんですか？　あそこって立ち入り禁止ですよね？」

　実加子さんからは学校の屋上としか聞いていなかったけど、先生は迷うことなく部室棟の屋上を選んでいた。

　私のなかで屋上というのは教室棟の屋上のことだと思っていたけれど。

「私たちが通っていたころは、屋上といえば天文部のあった部室棟だったからな」

「えっ、昔は天文部もあったんですか？」

「君が入学する前年に部員不足で廃はい部ぶになったから知らないのも無理はない。廃部が決まったと同時に老ろう朽きゆう化かを理由に立ち入り禁止になったというわけだ」

「なるほど。ところで、先生。今日の糸はどんな状態ですか？」

「安定してるな。屋上に向かって糸が続いている」

　私の問いかけに視たほうが早いとばかりに手て袋ぶくろを片方外して腕うでを動かす。

　先生の動きに合わせてスッと走った光の糸を見た私は納なつ得とくして頷うなずいた。

「たしかに」

　階段を上りきって屋上へと続く扉とびらのまえに立つと、先生が私の目のまえに鍵かぎを差し出した。

「君が開けなさい」

「……はい」

　やっぱり私か、と肩かたを落としながらドアノブに手をかける。

「わたしが開けようか？」

　──そうやって優やさしく言ってくれるのは実加子さんだけです。

「大丈夫です。行きましょう」

　私は先生から受け取った鍵を鍵穴に入れてひねる。

　ガチャンと鈍にぶい大きな音を立てて鍵が開いたのを聞き届けてから、鍵を引き抜ぬきゆっくりとドアノブを回した。




　その先に広がっていた景色に、私は思わず息を吞のんだ。

　群ぐん青じようを落とした空には、無数の星が広がっていた。

「誠悟……、いるの？」

　背後で、実加子さんが震ふるえる声で小さく呟つぶやく。

　その瞬しゆん間かん、スッと闇やみのなかから音もなくセイゴが姿を現した。

　セイゴはただただ空をじっと見上げていた。

「セイゴ」

　私の呼びかけに視線を落として私たちを見ると、彼は優しい笑えみを浮かべた。それはいつもと同じセイゴだった。

　でも、この情景は先生たちには視みえていない。

　そう思うと、胸が少しきしんだような気がした。

　私はうしろにいる先生たちのほうへ振ふり返った。

「先生にもわかりますか？」

「糸の先がはっきりと見える。誠悟がそこにいるのは間ま違ちがいないな？」

「はい」

「実加子……、ほら、行ってこい」

　先生が背を押すように実加子さんをまえに送り出す。私はそんな実加子さんの手を取ってまえへと進んだ。

「実加子さん、行きましょう」

「う、うん」

　私は実加子さんの手を引きながらセイゴの前までくると足を止めた。

　繫つないでいた手を放す。

「セイゴは目の前にいますよ」

　一歩下がって私はセイゴと実加子さんを見守る。

　実加子さんは見えないはずのセイゴをしっかりと見ていた。

「誠悟……。誠悟が亡なくなってから、わたし、ずっと後こう悔かいしてた。なんで素す直なおにならなかったんだろうって……なんで言えなかったんだろうって……」

『実加、泣かないで』

　そう言ってセイゴはいまにも溢あふれ出しそうな実加子さんの涙なみだを拭ぬぐおうとして、でもハッとしたように手を止めた。宙に浮いた手をセイゴはぎゅっと握にぎりしめて、そしてくしゃりと表情を歪ゆがめた。

　──好きな人に触ふれたくても触れられない。

　そんなセイゴの姿に私まで泣きそうになる。

　セイゴは実加子さんの身体からだを包み込むように抱だきしめると、一度彼女から距きよ離りを置いてから私を見た。

『ありがとう、子こ猫ねこちゃん』

「なんで私に対してお礼を言うの？　さきに実加子さんへの返事でしょ」

『相変わらず辛しん辣らつだね。子猫ちゃんは』

　苦笑しながらいつものように私を呼ぶセイゴは、私が口を開くよりまえにそのまま言葉を続けた。

『でも、やっぱりまずは子猫ちゃんにお礼を言わなくちゃ。子猫ちゃんがいなかったらこうしてまた実加に会うことができなかったから。本当にありがとう』

「ばっかじゃないの、ほんとセイゴはバカだよ。もっと早く、私に言えばよかったじゃない」

『言いたくても言えなかったんだ。口を開きたくても、縫ぬい付けられたかのように口が開かなかった』

　──もどかしい。すごくもどかしい。

　幽ゆう霊れいが視ることができたって、セイゴの声を直接届けることはできない。

　いま、このときだって、先生たちに伝えることしかできない。私だけ聞こえても意味はないのに。

　溢れ出しそうになる涙をグッと堪こらえる。

　泣いちゃだめだ。実加子さんだって我が慢まんしてるのに私がいまここで泣いたらだめだ。

『子猫ちゃん、ちょっと僕に触れてみてくれないかな？』

　言っていることが理解できずにいると、セイゴはこちらに近づいて腕を差し出してきた。

『たぶん、君にならできると思うんだ。触れようと思って触れれば通り抜けないはず』

　普ふ通つうなら幽霊に触れることはできない。

　でも、本当にセイゴの言うとおりにすればできるのだろうか？

「触さわればいいの？」

『そう』

　セイゴの言う通りに私は意識しながらセイゴの腕に触れた。

　同時に触れた部分から波のように光が走る。

　それは──私がよく見る、先生の糸のように。

「せ、誠悟？」

　実加子さんの驚おどろく声に、実加子さんを見て、そして先生を見た。

　先生も驚いたように目を見開いてセイゴのいるほうを見ていた。

『子猫ちゃん、悪いけどそのままでいてくれるかな？』

　私は頷くとふたりの邪じや魔まにならないように体の位置を少しだけずらした。

『実加、僕の声は聞こえてる？』

「うんっ、うん……っ」

『僕もね、もっと早く伝えればよかったってずっと後悔してた。本当はね、ずっと実加のことが好きだった』

「わ、わたしも好きだった。ずっと、好きだった」

　実加子さんの瞳ひとみはすでに涙で濡ぬれていた。

　セイゴはそんな実加子さんの両頰ほおに手を添そえると、言葉を続けた。

『もう実加とは一いつ緒しよにいることができないけれど、また来世で実加に会って、僕は君に恋こいがしたい。だから、もういいんだ。実加はこれからの想おもいを大事にして』

　その言葉に、実加子さんは嗚お咽えつを漏もらしながら顔を覆おおってしまった。

　セイゴは困ったように表情を崩くずすと、次は先生のほうを見た。

『日生、実加のことよろしくね』

「……私は私なりに手助けするだけだ」

　どこかぶっきらぼうに言った先生に、セイゴは微かすかに笑った。

『君ももっと、素直になれればよかったのにね』

　セイゴはやれやれと口にすると、表情を引き締しめて私を見た。

『これ以上はもう無理みたいだ。未練もなくなったし、もう行くね』

　そしてもう一度、実加子さんと先生を見た。

『さよならは言わない。またね、ふたりとも。束ちゃんも本当にありがとう』

　そう言ってセイゴは光の粒つぶとなって拡散した。

　拡散した光は、雨のように三人のもとに降り注ぐ。

「行っちゃいましたね」

「そうだな」

　──セイゴ、最後の最後ではじめて私の名前を呼んだ。

「束ちゃん？」

　ぼんやり思うと同時に実加子さんから名前を呼ばれたけれど、返事ができないまま私の視界は暗転した。




　　　　５




「あれから体調はどうだ？」

　セイゴとの別れから数日。

　手伝いの最中に先生からそう訊たずねられ、私は「はい」と返事をした。

「特に問題はないです」

「そうか。それならいい」

　そう言いながら先生は安心したように息をついた。

　──あの日。視界が暗転したなと思ったら、私は倒たおれたらしい。

　気づいたときには自宅のベッドの上だった。親に聞けば、先生と実加子さんが送ってくれたと教えてくれた。

　あのタイミングで倒れるとかないだろう──自分にツッコミをいれつつ、私はそれらを全部セイゴのせいにした。

　しかも、どうしてセイゴがふたりに視えるようになったのか、まったくわからないままになってしまった。

　そもそも、私に糸が視みえる時点でなにかがおかしいので深くは考えたくない。

「むしろ先生たちにはお手数をおかけしてすみませんでした」

「いや、それは構わない。だいたいは誠悟のせいだろう。実加子も実加子で気にしているようだったから、また機会があれば会ってやってくれ」

「わかりました」

　先生曰いわく、実加子さんは私に負担をかけたとひどく嘆なげいているそうだ。

　私のことは気にすることでもなんでもないけれど、実加子さんの様子は気になる。

　先生に連れん絡らく先を教えてもらって、あとで連絡してみるのもいいかもしれない。

「そういえばずっと引っかかっていたんだが、君は誰だれからここのことを聞いたんだ？　君の性格上、噂うわさを聞きつけた、というわけではないんだろう？」

　突とつ然ぜんの問いに、私は当時のことを思い出す。

「先生のことはセイゴに聞きました」

　私がそう答えると先生は大きくため息をついた。

「そうか……」

「なにか気になることでもありましたか？」

「いや、誠悟がいなければ君と関かかわることはなかっただろうなと思ってな」

「まあ、たしかに」

「最初は面めん倒どうごとばかり呼び込む君に、ほとほと呆あきれるばかりだったが……」

　──私が呼び込んでるわけじゃないのに、なぜ文句を言われなきゃいけないんだ。

　でも、先生の言葉はここで終わりではなかった。

「しかし、君のおかげで長年どうしようもなかった誠悟のことが解決できた。ありがとう」

　そう、珍めずらしくもお礼を言った先生に、私はどう返したらいいのかわからなかった。

　いつも言われない言葉だけに嬉うれしいんだけど、褒ほめられてるのか貶けなされてるのかどっちなのか。もっと、普通に言ってくれれば素す直なおに喜べたと思う。

　──こういうのってツンデ……いや、捻ひねくれデレっていうのかな？

　でも、これらを面と向かって先生に言う根こん性じようはない。

「どういたし、まして？」

「なぜ語ご尾びが疑問形になる」

「なんとなくです」

　それに、と私は思う。

　先生が言ったとおり、セイゴがいなければ先生との関わりはできなかった。

　だけど、それよりも前に。

　セイゴと知り合ってなかったら。

　寧々が緑間くんと別れなかったら。

　私は先生のもとを訪ねることはなかった。

　訪ねることがなければ、先生に能力がバレることも、先生の能力を知ることもなかったし、セイゴの一件にも関わることはなかっただろう。

　それ以外にもいろいろあった。

　これまで接点のなかった初山くんと仲良くなったし、新井と久しぶりに会って、彼の想いを知ることにもなった。私の噂ができて、宮下先せん輩ぱいに協力したりもした。

　すべては縁えんとタイミングだったと思う。

「しかし、君がここに来たことで縁ができるとはな……」

「は？」

　一いつ瞬しゆん、なにを言われたのかわからなかった。

　先生は一度、飲みものを口にしてから言葉を続ける。

「ずっと、君に糸が視える理由を考えていた。確証はないが、視える人間同士で糸が繫つながったことによって、干かん渉しようもしくは共有といった類たぐいの現象が発生してるのではないかと考えている。同じく、一時的に幽ゆう霊れいが視えるようになったのもそういった理由じゃないかと思うが、あのときは実加子も見えていたから別の要因があるのだろう」

　先生の言葉を頭のなかで反はん芻すうさせて、ようやく言葉の意味を把は握あくする。

「先生と私のあいだにも糸が？」

「ああ。糸が現れたのは君がここを訪おとずれたときだ。私と関わらなければ──いや、誠悟と関わらなければ糸は繫がることはなかったと考えると、今回の一件は運が良かったと考えるべきなのか、悪かったと考えるべきなのか。難しいところだな」

　先生も私も、お互たがいに問題は解決したとはいえ、いままでとは違ちがうといえる能力の状態を考えると、たしかにどちらとも言えない。

「……ちなみに色は？」

「色については聞かないんじゃなかったのか？」

「うっ。そうですけど、思わず」

「別に隠かくすことでもない。色は白、ただの繫がりでしかない。私はこれが悪縁にならないことを祈いのるばかりだ」

　その言葉に私は返すことはしなかった。そんなの、こっちこそお断りだ。

「ところで、初山となにかあったか？」

「えっ」

　先生の問いに私は一瞬ぽかんとしたあと、これまでのことを振ふり返る。

　──なにかあったかといえば、一いつ緒しよに出かけて誕生日プレゼントをもらったくらいだ。

　私は目線を上げると軽く首をかしげる。

「いえ、特には。なんですか急に」

「……初山も不ふ憫びんだな」

　先生は真顔になったあと、視線を逸そらしてぼそりと呟つぶやいた。

「不憫って……」

「ただの独り言だ。それより、今日で一学期の手伝いも終わりだ。君に頼たのめるものは頼んでおきたい」

　先生はそう言うと、私の見える位置にファイルをどさりと積んだ。

「いまやってるのが終わったら、これを準備室の棚たなに戻もどしておくように」

「ちょっ」

　──聞いといてはぐらかすとか、それはない。

　しかも、やらなきゃいけないことまで増えた。このままではどんどん帰るのが遅おそくなってしまう。

　私は早く終わらせるために慌あわてて目の前の作業を再開した。




「起立、礼」

　挨あい拶さつとともに、クラスメイトたちはいつもよりすこし多くの荷物を持って教室をあとにする。その姿をちらりと見てから、私も帰り支じ度たくをはじめる。

　今日で一学期も終わりだ。振り返れば、一年のころに比べていろんなことがあった気がするのは気のせいじゃない。

「結野さん」

　初山くんの声に顔をあげると、目の前にはなぜかスマホが差し出されていた。

　なんだろうと初山くんの顔を見たら、彼はにっこりと笑えみを浮うかべた。

「連絡先、教えて？」

　──そういえば、まだ交こう換かんしてなかったような。

「ちょっと待って」

　私は鞄かばんにしまったスマホを取り出すと、連絡先を交換した。

「急にお願いしてごめん」

「ううん。まえに夏休みの話もしてたから。連絡取れないと不便だし、初山くんが気づいてくれてよかった」

「まあ、廉と花川さんに頼めばなんとかなったんだろうけど、やっぱり直接聞いた方がいいかなって思ってさ。あ、結野さんは今日はもう帰り？　それとも人見先生のとこ？」

「今日はこのまま帰りだよ」

　先生のところはおとといのうちに挨拶したから問題ない。

　おとといは一学期最後だからと言ってここぞとばかりにこき使われたから、今日は絶対にカウンセラー室には顔を出したくない。

「初山くんは部活？」

「そうだよ。結野さん、帰るなら途と中ちゆうまで一緒に行かない？」

「うん、いいよ」

　私は初山くんの言葉に頷うなずくと、急いで荷物をまとめる。鞄を肩かたにかけると「じゃあ行こうか」という初山くんの声でふたり一緒に教室をあとにした。

　初山くんの隣となりを歩きながら、ふと、このまえふたりで話したことを思い出した。

　──解決したことを一応、伝えたほうがいいだろうか？

　どうしようかと迷っていると、初山くんはなにか察したのか首をかしげる。

「どうかした？」

「あのさ、初山くん。私がまえに知り合いと連れん絡らくがつかなくてって言った話、覚えてる？」

「覚えてるけど？」

「ちゃんと、連絡ついたから。あのときは心配かけてごめんね」

　初山くんは一瞬きょとんとしたけれど、すぐに笑顔になった。

「そっか。よかったね、結野さん」

「うん。初山くん、いつもありがとう」

　彼にはお礼ばかり言ってる気がする。

　先生とは違う意味で、初山くんにはお世話になってるなぁと思った。

「どういたしまして。俺の方こそ結野さんには感謝してるから」

　──そういえば、先生が気になることを言ってたっけ。

　初山くんの言葉を聞きながら、先生の話を思い出す。私はちらりと彼を見た。

「結野さん？」

「あ、えっと……なんでもない」

「そう言われると逆に気になる。言いづらいこと？」

　誤ご魔ま化かしたけれど初山くんには通じなかった。

　どう言えばいいか。少しだけ悩なやんで、私は口を開く。

「私、初山くんになにか、失礼なことしてないかな？」

「ん？　全然。どうしてそう思ったの？」

「先生が……」

　言葉を濁にごしながら言うと、初山くんは苦く笑しようした。

「あー、うん。なんとなくわかった。それは気にしなくていいよ」

　やさしくそう言ってくれたけど……。

　もしかしたら知らず知らずのうちになにかやらかしてるかもしれない。

　そう思ったら初山くんに訊たずねる言葉が止まらなかった。

「ほんとに？　変とか、思ってない？」

「俺がどう思ってるか気になるの？」

「気になる……」

　──でも、どうしてこんなにも初山くんがどう思ってるのかが気になるんだろう。

　これまで自分が人にどう思われようが気にしなかったのに。

　私のあげた声に反応して、初山くんは昇しよう降こう口を目前に足を止めた。

「結野さん、少しだけ手貸して？」

「うん？」

　よくわからないながらも私は立ち止まって右手を差し出した。

　他ほかの生徒たちが行き来するなか、初山くんは私の手を軽く取ると、手のひらになにかを描えがくように人差し指を滑すべらせた。

　その、手のひらになぞられた形に、私は目を見開く。

「こう思ってる」

　自分の手と初山くんを交こう互ごに見ている私に、彼は唇くちびるに弧こを描くようにして綺き麗れいな笑みを浮かべると、私の手を離はなして一歩前へと踏ふみ出した。

「じゃあ、結野さん。また」

　そう言って一足先に初山くんは昇降口へと行ってしまった。
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　しばらく私は初山くんが去った先を啞あ然ぜんと見ていた。だけど、初山くんの言葉といままでの先生の言葉が繫つながった瞬しゆん間かん、顔が沸ふつ騰とうするかのごとく熱を帯びた。

　顔だけじゃなく、さっきまで初山くんが触ふれていた手も、熱くなっている気がする。

「あっ、束ちゃんいた！」

　呼ばれて振り返ると、寧々が小走りでこっちに向かってくるところだった。

　どうやら緑間くんは一緒じゃないらしい。

　私のところまでたどり着いた寧々は、少しだけ息を弾はずませながら口を開く。

「もう帰ったかと思っ──束ちゃん、顔が赤いけどどうしたの？」

　寧々の指し摘てきに、私は誤魔化すように小さく呟いた。

「ううん。ちょっと、暑いだけ……」




　私の高校生活二年目の一学期はひとつの大きな熱を残して終わりを告げた。

　そして、暑くて長い夏休みがはじまる。
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　私自身がとにかくマイナー嗜し好こうなため、本書については「好みが分かれるのでは？」と思ってます。（それでも出力五十パーセントぐらいで落ちついてはいる）一いつ箇か所しよでも「ここ好き」と思ったシーンがある読者の方はお仲間です。よろしくどうぞ。

　なお、最後があれで終わりましたが、続きが出なかったときはお察しください。読者の皆みな様さまの想像にお任せします。

　謝辞を。二に人にん三さん脚きやくで支えてくれた担当氏にはすごく感謝しています。支えてくれたのが担当氏だったからこそ、刊行までたどり着けたと思ってます。ありがとうございます。作品の顔となるイラストを担当してくださったフライさん。素す敵てきなイラストを本当にありがとうございます。また、機会を作ってくださった投とう稿こうサイト・エブリスタの皆様、本書を刊行するにあたってご尽じん力りよくくださった関係各所の皆様には深くお礼申し上げます。

　ではまた、お会いできる日を願って。

















※本書はエブリスタ「学園ストーリー大賞」入賞作に修正、加筆したものです。

この作品はフィクションであり、実在の人物団体等とは一切関係ありません。
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